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No. ３    
業務実績報告書 

中期計画の項目 
(Ⅰ－１－（２）) 

１．基幹的な男女共同参画及び女性教育指導者等の資質・能力の向上 
（２）基幹的指導者に対する研修に資する調査研究の実施、学習プログラム・研修資料の 
作成 

 年度計画の項目 
(Ⅰ－１－(２）①) 

１．基幹的な男女共同参画及び女性教育指導者等の資質・能力の向上 
（２）基幹的指導者に対する研修に資する調査研究の実施、学習プログラム・研修資料の 
作成 
 ①女性関連施設に関する調査研究 

 
事 業 名   女性関連施設に関する調査研究 
事 業 概 要  

 女性関連施設の機能の充実・強化を図るため、指定管理、人材育成等新たな課題の実態把握と分析をテーマ 
に５年計画で行う調査研究の２年次として、女性関連施設の災害に関する事業等の実態調査を実施し、報告書を

作成する。 
る。 担当課室 研究国際室 

スタッフ 研究国際室長（１） 情報課専門職員（１） 事業課専門職員（１） 計３名 
 
年度実績概要  

１．調査研究経過 

(1)質問紙調査 

  ＜第1次調査＞「女性関連施設データベース」更新調査に「女性／男女共同参画センターの取組に関するア

ンケート」を同封して、質問紙調査を行った。 

  対象施設：全国の女性関連施設のうち、公設公営、公設民営の女性／男女共同参画センター（データベー

スに登録していないところも含む）378施設に配布、有効回答数297票（回答率78.6%） 

  ＜第2次調査＞対象施設：第1次調査で東日本大震災で被害・影響を受けた、あるいは災害関連事業を実施

している（予定を含む）と回答した施設245施設に配布、回答数210（回答率85.7%） 

(2)ヒアリング調査 

  質問紙調査で得られた回答から、自治体規模、事業の類型等より9施設を選定してヒアリング調査を行った。 

２．得られた知見 

(1)第1次質問紙調査では、東日本大震災による被害・影響を受けた施設は75（25%）、災害関連事業を実施し

ている施設は182（61％）であった。 

(2)第2次質問紙調査では、東日本大震災による被災状況や影響、平成23・24年度に実施した災害関連事業・

作成した資料等、施設が自治体の防災体制に位置付けられているか、施設の地域での防災に関する取組み

について尋ねた。 

   東日本大震災による被災状況や影響は、被災・影響はなかった施設が128（61％）と最も多く、停電等の

影響による休館、開館時間短縮等と利用者の減少が約2割であった。 

   平成23年度に実施した災害関連事業・作成した資料等では、災害・防災等に関する講座等の開催が約6割、

次いで募金が約4割、関連資料等の作成・情報発信が約3割であった。平成24年度は災害・防災等に関する

講座等の開催が約4割強、次いで行っていないが4割弱であった。 

(3)ヒアリング調査では、実施した災害に関する取組み等について、内容・方法、企画・実施における工夫・

困難、他機関・団体との連携、成果・効果、課題と今後に向けた展望について詳しく聞いた。 

３．調査研究の活用 

(1)参考資料の作成 

  調査研究の結果を踏まえて、『女性関連施設の災害関連事業に関する調査報告・事例集』を作成し、全国

の女性関連施設等に配布するとともにNWECのホームページに掲載し、成果の普及に努めた。 

  今年度の調査回答の中で、女性の災害・防災に関わる人材育成についての事例については、平成24年度文

部科学省「男女共同参画社会の実現の加速に向けた学習機会充実事業」で作成した『地域づくりに参画する

女性人材の育成のための学習機会の充実 事例集』へ情報提供を行った。 

  平成23年度に作成した『女性関連施設の指定管理者導入施設に関する調査報告・事例集』は、雑誌『月刊

指定管理』2012年12月号に特集として引用・掲載された。 

(2)研修事業への反映 

  調査研究の成果及び参考資料は、平成25年度にNWECの主催事業や外部事業への講師派遣等において活用し、

さらに積極的に成果普及を行う。 

実績を裏付けるデータ  
  平成24年度「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム」NWEC提供ワークショップ「災害・

防災と女性関連施設の取組み」の参加者からの評価は、参考になった100％（とても参考になった75％、参考

になった25％）であった。 
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No. ３  
自己点検評価調書 

１．定性的評価 
観 
点 

適時性 独創性 発展性 効率性  

判 
定 

Ａ Ａ Ａ Ａ  

適時性：「第3次男女共同参画基本計画」に新たな重要分野として加わった「地域、防災・環境その他の分野に

おける男女共同参画の推進」、そして平成23年3月11日に起きた東日本大震災から2年を経て、この2年

間の災害に関する女性関連施設の取組に焦点をあてて、調査研究を実施したことは政策的にも時宜に

かなっている。 
独創性：東日本大震災における全国の女性関連施設の被害・影響状況を把握し、2年間の災害関連事業の実施状

況を調査し、高い回答率を得たことはナショナルセンターであるNWECだからこそできたことと評価で

きる。  
発展性：全国の施設がどのような災害関連事業を実施しているかをまとめて発信したことは、今後、女性関連

施設が、地域の防災や災害時にどのような役割が果たせるかの参考となるものである。 
効率性：第1次調査は情報課が毎年行っている「女性関連施設データベース」の更新依頼に同封し、効率的に行

った。 

 
２．定量的評価 
観 
点 
プログラムの有用度 学習プログラム・ 

参考資料の作成数 
   

判 
定 

Ａ Ａ    

○平成24年度「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム」NWEC提供ワークショップ「災害・防

災と女性関連施設の取組み」の参加者からの評価は、参考になった100％（とても参考になった75％、参考

になった25％）と高い評価を得た。 

○「女性関連施設の災害関連事業に関する調査報告・事例集」を作成。 

 
 
３．実績の総合的評価及び中期計画の実施状況の確認 

判定 判定の理由 
Ａ  調査研究は計画通り実施されている。本年度の調査をもとに作成した報告書は、女性関連施設

が地域の防災や災害時にどのような役割が果たせるかの参考となるものである。 
達成 

 
４．今後の課題 

改良・改善すべきこと、次年度計画への反映等 
 ナショナルセンターとして、今後も引き続き、地域の男女共同参画拠点である女性関連施設についての調査

研究を実施する。次年度は、変化する情報環境に対し、女性関連施設の男女共同参画関連情報の収集・発信に

関する取組について調査研究を行う予定である。 

 
５．外部評価委員会の評価、意見 
総合評価 判定の理由 

 
Ａ 

・男女共同参画関連事業費が年々削減される中で、全国を対象とする調査研究を実施できるのは

NWECを除いては他にありません。東日本大震災から２年たち、この間の女性関連施設の災害関連

事業の実施状況に焦点をあてた調査は時宜にかなったものである。 

・調査から得られた知見及び調査研究の活用では、NWECからの情報発信はもとより、主催事業以

外にも外部機関等で活用されている。 

 

達成 
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	 平成１９年度外部評価委員会作成	 	 

６．外部評価の観点	 

	 

◆	 評価の基本：	 	 ナショナルセンターとしての役割	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 男女共同参画推進の中核機関	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 公共性を実現する機関	 

	 

評価の観点	 

	 

	 

	 	 	 	 	 評価する際に手がかりとなる事項の例	 

	 

独自性・先駆性を有する事業を企画実施しているか 
	 

〔独自性・先駆性〕	 

・先行事例の有無	 

・事業内容（プログラム・方法・対象者など）の分析	 

新たな社会的課題の解決に向けて積極的に取り組ん

でいるか	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
〔現代的課題性〕	 

・事業内容（プログラム・方法・対象者など）の分析	 

事業内容がよい事例として全国に広まっているか	 

	 

〔モデル性〕	 

・他機関の事業内容の分析	 

・事業内容に対する事業参加者の意見	 

・事業内容に対する専門家（研究者、実践者）の意見	 

事業内容が日本を代表するものとして国際社会に	 

おいて一定の役割を果たしているか	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 〔国際性〕	 

・他国における同種の機関との関係	 

・国内における代替可能な機関の有無	 

・海外の専門家の評価	 

事業の成果が国や地方公共団体における政策の企	 

画実施に役立っているか	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
〔政策性〕	 

・国や地方公共団体の政策担当者の意見	 

・事業内容に対する専門家（研究者、実践者）の意見	 

	 

事業内容が高度な専門性をもつものとして地域の	 

関係機関の活動によい影響を与えているか	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 〔高度専門性〕	 

・事業実施後における地域の関係機関の活動内容	 

・事業内容に対する専門家（特に地域の研究者や実践者）の意見	 

事業の成果が参加者以外にも波及しているか	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 〔波及性・普及性〕	 

・事業参加者が中心となって行う講習会等の有無	 

・事業に関連する分野における団体の数及びそれらの事業内容	 

会館のもつ内部資源を有効に活用しているか	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 〔内部資源の有効活用〕	 

・内部資源の把握とそれらに着目した事業内容の分析	 

	 

	 

関係する機関や団体のネットワークの形成を促して

いるか	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 〔ネットワークの促進〕	 

・ネットワーク形成に関する専門家（研究者や実践者）の意見	 

様々なレベルで関係者の交流を促しているか 
	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 〔交流の促進〕	 

・交流事業の内容（プログラム・方法・対象者など）分析	 

・交流事業参加者の事業後のフォローアップ	 

事業成果を他の事業に活用しているか 
	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 〔事業成果の有効活用〕	 

・事業の成果の把握とそれらに着目した事業内容の分析	 

最小の投入で最大の効果を上げるという点から事業

の企画実施に創意工夫を行っているか	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 〔効率性〕	 

・事業内容（プログラム・方法・対象者など）の分析	 

宿泊施設を有意義に活用しているか 
	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 〔施設の有効活用〕	 

・宿泊に関わる事業に参加した者や関係者の意見	 

	 

評価の結果を積極的に改善に結びつけているか 
	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 〔評価結果の有効活用〕	 

・評価結果の把握とそれらに着目した事業計画の分析	 
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７．独立行政法人国立女性教育会館の業務運営に関する計画（平成２４年度） 
                                                             平成２４年３月３０日
 

                                                            文部科学大臣へ届け出 
 
 独立行政法人通則法（平成十一年法律第百三号）第三十一条の規程により、独立行政法人国
立女性教育会館中期計画（平成２３年３月３１日文部科学省大臣認可）に基づき、平成２４年
度の業務運営に関する計画を次のとおり定める。 
 
Ⅰ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと
るべき措置                                                                             
１ 基幹的な男女共同参画及び女性教育指導者等の資質・能力の向上 
（１）基幹的指導者に対する研修等の実施 
①女性関連施設・地方公共団体・団体リーダーのための男女共同参画推進研修 
・全国の女性関連施設の管理職、男女共同参画行政責任者、女性団体のリーダー等を対象に、
地域の男女共同参画を積極的に推進するリーダーとして必要な専門的知識、マネジメント能
力、ネットワークの活用等、高度で専門的、実践的な研修を実施する。 
・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。 
・研修事後に実施するフォローアップ調査の回収率を高めるとともに、研修成果の活用につい
て、回答者の８０％以上からプラス評価を得る。 
・参加者の地域的なバランスを促進するため、計画的な取組を行う。 
 
②大学職員のための男女共同参画推進研修 
・大学等の男女共同参画部局の責任者を対象に、男女共同参画意識の学内への浸透方法、女性
リーダーの養成方策、地域の女性関連施設との連携方策等、高度で専門的、実践的な研修を実
施する。 
・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。 
 
（２）基幹的指導者に対する研修に資する調査研究の実施、学習プログラム、研修資料の作成 
①女性関連施設に関する調査研究 
・女性関連施設の機能の充実・強化を図るため、指定管理、人材育成等新たな課題の実態把握
と分析をテーマに５年計画で行う調査研究の２年次として、女性関連施設の災害に関する実態
調査を実施し、報告書を作成する。 
・作成した資料を用いた研修について、事後に実施するフォローアップ調査の充実を図り、研
修の成果を的確に把握することにより、研修内容を見直す。 
 
 ２ 男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する喫緊の課題に係る学習プログラムの開発・
普及 
（１）喫緊の課題に関する先駆的調査研究の実施 
①地域課題の解決と女性の経済的自立に関する調査研究及びプログラム開発 

７．独立行政法人国立女性教育会館の業務運営に関する計画（平成２４年度） 
                                                             平成２４年３月３０日
 

                                                            文部科学大臣へ届け出 
 
 独立行政法人通則法（平成十一年法律第百三号）第三十一条の規程により、独立行政法人国
立女性教育会館中期計画（平成２３年３月３１日文部科学省大臣認可）に基づき、平成２４年
度の業務運営に関する計画を次のとおり定める。 
 
Ⅰ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと
るべき措置                                                                             
１ 基幹的な男女共同参画及び女性教育指導者等の資質・能力の向上 
（１）基幹的指導者に対する研修等の実施 
①女性関連施設・地方公共団体・団体リーダーのための男女共同参画推進研修 
・全国の女性関連施設の管理職、男女共同参画行政責任者、女性団体のリーダー等を対象に、
地域の男女共同参画を積極的に推進するリーダーとして必要な専門的知識、マネジメント能
力、ネットワークの活用等、高度で専門的、実践的な研修を実施する。 
・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。 
・研修事後に実施するフォローアップ調査の回収率を高めるとともに、研修成果の活用につい
て、回答者の８０％以上からプラス評価を得る。 
・参加者の地域的なバランスを促進するため、計画的な取組を行う。 
 
②大学職員のための男女共同参画推進研修 
・大学等の男女共同参画部局の責任者を対象に、男女共同参画意識の学内への浸透方法、女性
リーダーの養成方策、地域の女性関連施設との連携方策等、高度で専門的、実践的な研修を実
施する。 
・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。 
 
（２）基幹的指導者に対する研修に資する調査研究の実施、学習プログラム、研修資料の作成 
①女性関連施設に関する調査研究 
・女性関連施設の機能の充実・強化を図るため、指定管理、人材育成等新たな課題の実態把握
と分析をテーマに５年計画で行う調査研究の２年次として、女性関連施設の災害に関する実態
調査を実施し、報告書を作成する。 
・作成した資料を用いた研修について、事後に実施するフォローアップ調査の充実を図り、研
修の成果を的確に把握することにより、研修内容を見直す。 
 
 ２ 男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する喫緊の課題に係る学習プログラムの開発・
普及 
（１）喫緊の課題に関する先駆的調査研究の実施 
①地域課題の解決と女性の経済的自立に関する調査研究及びプログラム開発 
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 地域活動による経済的自立の促進をテーマに２年計画で行う調査研究の２年次として、起業

やコミュニティ・ビジネス支援のための講座を行っている女性関連施設等を対象にプログラム

を開発・実施し、報告書を作成する。 

 

②男性の家庭・地域への参画を促進するための調査研究及びプログラム開発 

 男性の家庭・地域への参画促進をテーマに２年計画で行う調査研究の２年次として、男性の

家庭・地域への参画を促進するためのプログラムを開発・実施し、参考資料を作成する。 

 

（２）喫緊の課題を担当する指導者に対する先駆的研修の実施 

①男女共同参画の視点に立った多様なキャリア形成支援研修 

・多様なキャリアを踏まえつつ個人の活動を社会に結びつける視点を導入するとともに、長期

的な視野に立ったキャリア形成支援に資するように、女性関連施設・大学等のキャリア形成支

援者等を対象に、これまでの調査研究の成果を活用し、女性のキャリア形成支援を内容とする

専門的・実践的研修を行う。 

・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からのプラス評価を得る。 

・研修事後に実施するフォローアップ調査の回収率を高めるとともに、研修成果の活用につい

て、回答者の８０％以上からプラス評価を得る。 

・フォローアップ調査の充実を図り、研修の成果を的確に把握することにより、研修内容を見

直す。 

・地方公共団体等が同課題に関する研修等を独自に実施・企画する力を育成するため、地域の

女性関連施設等と協働して、地域の実情に応じた学習プログラムを開発する。本年度は、３年

計画の２年次として、学習プログラムのモデル的実施に向けて協働で準備を進める。 

 

②大学生を対象とした男女共同参画の視点に立った複合的キャリア教育の推進 

・大学等におけるキャリア教育の充実に資するように、大学等と会館が協力して、会館が所蔵

する「社会活動キャリア形成事例」や女性アーカイブセンター資料等を活用した学生を対象と

するキャリア教育をモデル的に２校以上で実施する。 

・キャリア教育実施にあたり、学生の８５％以上からのプラス評価を得る。 

 

③女性関連施設相談員研修 

・女性のエンパワーメント支援を目指し、複雑・多様化する女性の悩みに適切に対応できる相

談体制を構築するため、女性関連施設や民間事業者が主催する相談所において相談業務に携わ

る者を対象に、女性の貧困や経済的自立など喫緊の課題解決に必要な智識や相談技能の習得を

内容とした専門的・実践的研修を行う。 

・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からのプラス評価を得る。 

 

④家庭教育・次世代育成指導者研修 

・全国の家庭教育・次世代育成支援の行政担当者、子育て支援に携わる団体のリーダー、企業

の次世代育成支援担当者等を対象に、これまでの調査研究で得られた成果を活用し、社会全体

での家庭教育・次世代育成支援に向け様々な機関、企業が連携して取り組んでいる事例や男性
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の子育て参画に関する事例を研修内容に取上げ、男女共同参画の視点から、参加者が日常抱え

ている課題の解決に向けた専門的・実践的研修プログラムを開発し、実施する。 

・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からのプラス評価を得る。 

 

⑤行政や関係機関と連携した喫緊の課題に対応した研修 

 社会が抱える様々な喫緊の課題を解決するために、行政や関係機関等が実施する研修につい

て、これまで会館が実施してきた研修の経験や女性教育、男女共同参画等に関する専門的知識

を活かし、連携して実施する。 

 

３．男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する調査研究の成果や資料・情報の提供等 

（１）地域の機関で活用しうる男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する基礎的な研究の成

果の提供 

①男女共同参画統計に関する調査研究 

・本調査の成果として「統計リーフレット」を作成し、ホームページ等を通じ普及する。 

・統計調査の成果等を提供する「男女共同参画統計ニュースレター」の配信先を１６００件ま

で拡充する。 

 

②調査研究成果の普及 

・基幹的指導者の資質・能力の向上及び喫緊の課題をテーマとして実施した調査研究の成果に

ついて、ホームページや地域共同リポジトリ等を通じて普及する。 

 

（２）全国的な資料・情報の収集、利用しやすいポータルとデータベースの構築、資料等の提

供 

①男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する情報資料の収集・整理・提供 

・引き続き、地域レベルでは収集困難な広域的、専門的な資料・情報の収集に重点化を図る。 

  本年度は、大学の男女共同参画部署が発行する資料の収集を行い、充実を進める。 

・これら収集資料等を整理し、文献情報データベースを通じて迅速に目録情報を公開・提供す

る。 

・会館の調査研究事業、研修事業の主題に関する資料・情報の収集に努め、会館事業をサポー

トする。 

 

②女性情報ポータル及びデータベースの整備充実 

・文献情報データベース及び独自の調査に基づく各種データベースについて、５４万件以上の

データベース化を達成する。 

・女性情報ポータルへのアクセスについて年間２７万件以上を達成する。 

 

③資料・情報の館外への貸し出し 

 各施設における男女共同参画を推進するため、各施設の活動に沿ったテーマ毎にパッケージ

化した図書の貸し出しを４機関以上に対して実施する。 
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（３）女性アーカイブ機能の充実 

①女性アーカイブ機能の充実 

・歴史的価値、研究資料的価値を有する女性関連史・資料を１千点以上収集・整理し、女性ア

ーカイブセンター及び女性デジタルアーカイブシステムを通じて利用に資するとともに、イン

ターネットを通じて広く一般に公開する。 

・会館のもつ全国の女性センターとのネットワークを活かし、他機関と連携して、東日本大震

災に関する史・資料のアーカイブ化を進める。 

・展示室への入室について、累計１万７千人以上を達成する。 

・女性アーカイブの企画展を他機関と連携して実施する。 

 

②女性情報アーキビスト養成研修（入門） 

・女性アーカイブの具体的な保存技術や整理方法を体系的に学ぶ最初の一歩として、実務者２

０名以上を対象に基礎情報を提供する女性情報アーキビスト養成研修を実施する。また、実務

者同士の情報交換の場を提供することでネットワークづくりを推進する。 

・本年度は、入門研修の修了者１０名を対象に、女性アーカイブの保存や整理に必要な基本的

な実技を学ぶ実技コースを試験的に実施する。 

 

４ 男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する国内の関係機関・団体等との連携協力の推進 

（１）国内の関係機関・団体等との協働事業の実施 

・女性関連施設、女性団体、民間団体、企業、大学等と男女共同参画・女性教育・家庭教育に

関する情報交換を行うとともに、７以上の機関等と協働で事業を実施し、連携効果による多様

な企画や講師の活用を図る。 

・全国の関係機関・団体からの依頼に基づき、積極的に職員を派遣する。 

 

（２）交流機会の提供による会館を中心としたネットワークの構築 

①男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム（ＮＷＥＣフォーラム） 

・全国の男女共同参画・女性教育・家庭教育等の行政担当者、女性関連施設職員、女性団体等

のリーダー、研究者、大学、企業等を対象に交流の機会を提供するため１千名以上の参加を募

るフォーラムを開催する。 

・交流機会の提供については、大学、企業等からの参加を促進する。 

 

②交流学習会議 

 地域における男女共同参画を推進するため、これまで会館の研修・交流事業に参加した者が

地域に戻って実践したことを報告し合い学習する機会を設定し、各地の先進事例や地域におけ

る課題等を共有するとともに、女性関連施設等の関連機関や女性団体・グループ等の連携・協

働の促進に向けての意見交換を行いネットワークを形成し、会館と地域との連携を促進する。 

 

③男女共同参画交流特別週間（らんざん交流ウイーク） 

 女性団体等が相互に参加者同士の交流や情報交換を行える機会として男女共同参画交流特

別週間を提供するなど、その活動を支援する。 
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５ 男女共同参画及び女性教育に関する国際貢献、連携協力の推進 

（１）男女共同参画及び女性教育に関する国際協力、連携に資する研修の実施 

①アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー 

・開発途上国等において男女共同参画の政策策定ならびに政策提言を行う立場にある女性行

政・教育担当者及びＮＧＯのリーダーを対象に、女性の能力開発に係る喫緊の課題をテーマと

した参加型の実践的なセミナーを行う。 

・研修実施にあたり、参加者の９０％以上からプラス評価を得る。 

・研修修了生等による出身国での成果の活用についての調査を行い、同調査の結果等を踏まえ、

研修の効果的な実施の観点から、研修内容等の見直しを行う。 

 

②国際協力機構との連携による研修 

 国際協力機構が実施する開発途上国の行政職員等を対象とした研修について、男女共同参

画、女性教育に関する専門的な観点から連携して実施する。 

 

③ＮＷＥＣ国際シンポジウム 

・女性の人権やエンパワーメントに係る地球規模の課題をテーマに海外の専門家を招へいする

ＮＷＥＣ国際シンポジウムを開催し、アジア太平洋地域の課題分析を行い、海外の研究者や行

政関係者・女性団体等指導者との交流を深めるとともに、意見交換を行う。 

・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。 

 

（２）地球規模の課題についての調査研究の実施 

○外国人女性の困難等への支援に関する調査研究の実施 

 外国人女性の抱える困難等の実態と課題解決に向けた教育・啓発をテーマに３年計画で行う

調査研究の２年次として、１年次の成果を踏まえ、外国人女性の抱える困難等の実態と課題解

決に向けた学習活動等に関する事例について調査を行う。 

 

（３）国際的なネットワークの構築 

・研修修了生等に対し、研修終了後の定期的なメール送信や議論の呼びかけを通じネットワー

ク構築を図る。 

・研修成果について、「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム」におけるパ

ネル展示や英文報告書の会館ホームページへの掲載等の方法により国内外に普及する。 

・これまで実施した調査研究の成果を普及するための会議を、海外の２機関以上と連携して開

催する。 

 

６ 会館利用者への男女共同参画及び女性教育に関する理解の促進・利用の促進 

（１）利用者への学習支援 

・施設を利用する団体・グループ・個人が企画・実施する研修等のプログラムについての学習

相談を受け、研修プログラム作成を支援する。 

・会館が有する専門性を活かして男女共同参画や女性教育に関する学習機会を提供する。 
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・インターネットで提供する学習教材について、平成２３年度の検討結果をもとにテーマを確

定する。 

 

（２）利用の拡大 

・利用拡大戦略（年度）を作成し、企業・大学向けのサンプルプランの作成・提案を行うなど

大学・企業等からの利用を促進する。 

 

Ⅱ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 適切な法人運営体制の充実 

（１）ガバナンス・内部統制の充実 

・原則として毎週、係長以上が参加する運営会議を開催し、理事長のリーダーシップのもと、

会館が担う役割やリスク等の課題について職員全員が情報を共有する。 

・職員の業務遂行に関する資質・能力の向上を目的とした研修を実施する。 

・リスク低減に向けた規程等についての見直しを行い、職員全員に周知徹底する。 

・会館の業務の有効性・効率性、法令の遵守、財務会計の透明性等の観点から職員全員を対象

としたモニタリングを実施するとともに、結果については役職員に周知し、必要に応じて組織

運営の改善に反映させる。 

 

２ 人件費・管理運営の適正化 

（１）人件費・管理運営の適正化 

・政府における総人件費削減の取組を踏まえた見直しを行う。 

・関係機関・団体との連携による経費等の削減に努める。 

・関係機関・団体との人事交流や客員研究員等外部人材の活用など、多様な人材を確保するこ

とにより、組織を活性化する。 

 

（２）保有資産の見直し 

・保有資産について、運営会議等において見直しの検討を行い、外部評価委員会等において検

証する。 

 

３ 業務運営の改善 

（１）業務運営の改善 

・効果的・効率的な業務運営を行う観点から、事務・事業の見直し、検証を定期的運営会議で

行い、業務運営に反映させる。 

・積極的に事務事業の外部委託を進めるとともに、必要に応じて組織の再編等を行う。 

 

（２）人材育成、多様な人材の活用 

・職員の資質・業務遂行能力の向上に資するため研修を実施する。 

・外部人材の活用による組織の活性化について、引き続き検討を行う。 

 

４ 業務運営の点検・評価 
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（１）自己点検・評価等による業務の改善 

・自己点検・評価委員会による評価を実施する。その際、各事業間の有機的連携を重視した自

己点検・評価を行う。 

・自己点検と連動した外部評価を実施する。 

・評価結果をホームページで公表する。 

 

Ⅲ 予算・収支計画及び資金計画 

 収入面に関しては、実績を勘案しつつ、外部資金等を積極的に導入することにより、計画的

な運営を行う。また、管理業務の効率化を進める観点から、各事業年度において、適切な効率

化を見込んだ予算により運営する。 

 

１ 予算（人件費の見積もりを含む。） 

  別紙１のとおり 

２ 収支計画 

  別紙２のとおり 

３ 資金計画 

  別紙３のとおり 

 

Ⅳ 財務内容の改善に関する事項 

（１）契約の点検・見直し 

・引き続き、入札可能な契約案件については一般競争入札を実施する。 

・一者応札となった契約については、公告期間、入札参加条件、仕様書の見直し等の改善を行

い、一者応札の削減を図るとともに、契約監視委員会等による定期的な契約点検を実施する。 

 

（２）外部資金の導入 

 科学研究費補助金等の申請や国・民間企業等からの受託事業等の積極的な受入れを行い、外

部資金を確保する。 

 

（３）自己収入の拡大 

・宿泊室利用率の向上等により、自己収入の拡大を図る。 

・会館の活動について、広報実施計画（年度）を策定し、会館の利用促進を図る。 

 

Ⅴ 短期借入金の限度額 

 短期借入金の限度額は１億４千万円。短期借入金が想定されるのは、運営費交付金の受入れ

に遅延が生じた場合である。 

 

Ⅵ 剰余金の使途 

 会館の決算において、剰余金が生じたときは、研修事業、情報事業、調査研究事業及び交流

事業の充実に充てる。 
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Ⅵ 剰余金の使途 

 会館の決算において、剰余金が生じたときは、研修事業、情報事業、調査研究事業及び交流

事業の充実に充てる。 

 

Ⅶ その他主務省令で定める業務運営に関する事項 

（１）情報セキュリティ体制の充実 

 セキュリティポリシーに関する職員研修を実施する。  

                                     （以上） 
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８．平成２５年度 国立女性教育会館外部評価委員会委員名簿 

 

 

 

  天 野 正 子（東京家政学院大学学長）   
 

 

    犬 塚 協 太（静岡県立大学国際関係学部国際関係学科教授、 

          静岡県立大学男女共同参画推進センター長）        

 

   

  菊 川 律 子（国立大学法人九州大学理事）    

 

                              

  斎 藤 悦 子（お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科准教授）                   

 

 

 ○笹 井 宏 益（国立教育政策研究所生涯学習政策研究部長） 

 

 

  夏 目 智 子（全国地域婦人団体連絡協議会事務局長）      
 

 

                                                 （○座長、五十音順） 
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９．独立行政法人国立女性教育会館外部評価委員会規程 

 

 

 （設置） 

第１条 独立行政法人国立女性教育会館（以下「会館」という。）に、独立行政法人国立女

性教育会館外部評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 

 （役割） 

第２条 委員会は、会館が実施した業務の実績に関し客観性を持った質の高い評価を行うと

共に、評価を踏まえた今後の事業活動の充実及び活動内容の在り方に資する提言を行う。 

 

 （委員） 

第３条 委員会は、会館の業務に関し識見を有するもののうちから、理事長が委嘱する８名

以内の委員で構成する。 

 

 （委嘱期間） 

第４条 前条に規定する委員の委嘱期間は２年とし、再任を妨げない。 

２   委員に欠員を生じた場合の補欠委員の委嘱期間は、前任者の残任期間とする。 

 

 （委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２   委員長及び副委員長は、第３条の委員のうちから、委員の互選により選出する。 

３   委員長は、委員会を召集し、その議長となる。 

４   委員長に事故があるときは、副委員長が、その職務を代理する。 

 

 （関係者の出席） 

第６条 委員会は、必要があるときは関係者の出席を求め、その意見を聴くことができる。 

 

 （庶務） 

第７条 委員会に関する事務は、総務課において処理する。 

 

 （雑則） 

第８条 この規程に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は別に定める。 

 

   附 則 

 １ この規則は平成１８年２月１０日から施行する。 

  ２ この規程の施行後、最初及び委員長が置かれていないときに召集される委員会の会議

は、第５条第３項の規定にかかわらず、理事長が召集する。 

 

 

 

 

 

 

８．平成２５年度 国立女性教育会館外部評価委員会委員名簿 

 

 

 

  天 野 正 子（東京家政学院大学学長）   
 

 

    犬 塚 協 太（静岡県立大学国際関係学部国際関係学科教授、 

          静岡県立大学男女共同参画推進センター長）        

 

   

  菊 川 律 子（国立大学法人九州大学理事）    

 

                              

  斎 藤 悦 子（お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科准教授）                   

 

 

 ○笹 井 宏 益（国立教育政策研究所生涯学習政策研究部長） 

 

 

  夏 目 智 子（全国地域婦人団体連絡協議会事務局長）      
 

 

                                                 （○座長、五十音順） 
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10．自己点検評価調書の記載について 
 
１．定性的評価の観点について 
 
○各業務区分に応じた定性的評価の観点については、基本的な考え方は記のとおり。特段の事情がある

場合などで、このほかの観点を使用する事が適当と思われるときは、任意に観点を設ける事も可能です。 

  

適時性：喫緊の課題を踏まえたプログラムの実施や男女共同参画基本法等の政策との関連点等、時宜

に合わせてその事業を実施することが、男女共同参画の推進等に資することを示すもの。 

 

 独創性：独自の視点による調査研究や先進的なプログラムの作成等、「国立女性教育会館ならでは」

の高い専門性等を示すもの。 

 

  発展性：会館で作成されたプログラム等をモデルとした地方の活動事例、研修やフォーラムをきっか 

 けに拡大した女性関連団体等のネットワーク等、会館が提供した情報等で男女共同参画の展 

開に資するもの。 

 

 効率性：事業をより円滑に実施するための取組等を示すもの。 

 

 

評価の観点 適時性 独創性 発展性 効率性 
観点の考え方 ・政策性 

・必要性 
・国際性 
・緊急性 
・ﾅｼｮﾅﾙｾﾝﾀｰとして 
 の対応 

・独自性 
・新規性 
・先駆性 
・高度専門性 

・影響性 
・汎用性 
・応用性 
・多様性 
・将来性 
・モデル性 

・時間的投資 
・人的投資 
・設備的投資 
・内部資源の活用 
・施設の有効活用 
・他機関との連携 

 

 

 

 

○定性的評価の基準 
 
（Ｓ：極めて顕著な成果が認められる） 
Ａ：十分に成果が認められる               Ｃ：一部成果が認められる 
Ｂ：概ね成果が認められる                 Ｄ：成果が認められない 
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２．定量的評価の観点について 
 
 定量的評価の観点については、原則として、中期計画、年度計画に数値的目標が掲げられているとお

りに文部科学省独立行政法人評価委員会の指標を準用し設定した。なお、それ以外の定量的評価の指標

については、他の指標との整合性等を考慮し独自に作成した。 
 

事業区分 評価観点 評価基準 
Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  研修事業 
応募倍率  100％以上 99～90％ 89～70％ 69％以下 
プログラムの有用度  80％以上 79～70％ 69～60％ 59％以下 
影響評価  80％以上 79～70％ 69～60％ 59％以下 

調査研究事業 
プログラムの有用度  80％以上 79～70％ 69～60％ 59％以下 
情報提供数（※１）  5回以上 4～3回 2～1回 0回 
プログラム・参考資料 
作成数（延べ） 

 4件 3件 2件 1件 

  交流事業 プログラムの有用度  80％以上 79～70％ 69～60％ 59％以下 
影響評価  80％以上 79～70％ 69～60％ 59％以下 

 

  情報事業 
  （※２） 

 
 

資料等利用者数  6,000人 
以上 

5,999～ 
5,800人 

5,799～ 
5,500人 

5,499人 
以下 

利用者の満足度  80％以上 79～70％ 69～60％ 59％以下 
データベース化件数  500,000件 

以上 
500,000件 
以上 

499,999～ 
490,000件 

489,999～ 
480,000件 

アクセス件数 

 
 120,000件 

以上 
119,999～ 
117,000件 

116,999～ 
114,000件 

113,999件 
以下 

資料収集数（延べ）  5,000点 
以上 

3,700点 

以上 
3,699～ 
3,000点 

2,999点 
以下 

資料等利用者数      
 
 

理解・利用の

促進 

学習相談利用者の満足 
度 

 80％以上 79～70％ 69～60％ 59％以下 
プログラム作成数  3種類以上 2種類 1種類 無し 

宿泊利用率  50％以上 45％以上 45％未満 
42.5％以上 

42.5％未満 
4.0％以上 利用者数  122,100人 

以上 
122,099～ 
119,300人 

119,299～ 
116,600人 

116,599人 
以下 

目的利用者数  61,100人 
以上 

61,099～ 
58,700人 

58,699～ 
58,300人 

58,299人 
以下 

利用団体数  2,860団体 
以上 

2,859～ 
2,800団体 

2,799～ 
2,730団体 

2,729団体 
以下 

連携協力 共催・受託件数  6件以上 5件 4件 3件以下 

  

  国際関係 

プログラムの有用度  80％以上 79～70％ 69～60％ 59％以下 
活用可能性  80％以上 79～70％ 69～60％ 59％以下 
連携機関数（延べ）  6機関以上 5機関 4機関 3機関以下 
プログラム・参考資料 
作成数（延べ） 

 2件 1件 0件  

業務の効率化

（平成17年度

の基準金額に

対する割合） 

一般管理費効率化  85％以下   ―  ―  85％以上 

業務経費効率化  95％以下   ―  ―  85％以上 

人件費削減効率化  95％以下   ―   ―  85％以上 
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※１ 男女共同参画に関する統計の調査研究に限る 
※２ 「資料等利用者数」「利用者の満足度」はセンターの運営、「データベース化件数」「アクセス

件数」はポータルの充実、「資料収集数」「アクセス件数」「資料等利用者数」はアーカイブの構築に

限る 

 

 

３．総合評価の判定基準の考え方 
 
 各観点評価の結果を基に、総合的判定を行うが、考え方は次のとおりとする。 
  Ｓ＝５点、Ａ＝４点、Ｂ＝３点、Ｃ＝２点、Ｄ＝１点 
＜例＞ 
  ４つの観点で評価し、Ａが３つ、Ｂが１つの場合 
  （（４点×３）＋（３点×１））÷４＝ ３.７５ ≒ ４ → 総合評価 Ａ 
  
 ※S評価については、文部科学省等からその根拠について詳細な確認を求められる傾向にあります。 
  判定結果をSとする場合、「評価の観点」に応じた明確な理由を「理由欄」に記述してください。 
 
 
４．中期計画の実施状況に関する判定の考え方 
 
 判定に使用する用語は、次のとおりとする。 
 

Ａ 達成    ：計画以上の成果が達成されている 
Ｂ 順調    ：計画通り実施されており、当該年度計画を９５～１００％達成 
Ｃ ほぼ順調  ：ほぼ計画通り実施されており、当該年度計画の達成率は８０～９４％ 
Ｄ 一部要注意 ：一部計画の実施に支障があり、当該年度計画の達成率は５０～７９％ 
Ｅ 要注意  ：計画の実施に注意が必要であり、当該年度計画の達成率は４９％以下 
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④ 
 

平成２４年度 

「女性関連施設・地方公共団体・団体リーダーのための男女共同参画推進研修」 

実施要項 
１．本研修の目的 

 

  本研修は、地域で男女共同参画を実現するために、持続可能な組織のあり方や、第 

3次男女共同参画基本計画を実現するための施策・事業のあり方を学びます。 

また、女性関連施設管理職、地方公共団体職員及び女性団体リーダーとしてのエン 

パワーメントと連携・協働関係の構築を支援することを目的としています。 

 
２．本研修の特徴 

 
①男女共同参画の視点を持ち、実態把握・課題分析を行い、実践に結びつけます。 

  ②男女共同参画の中核となる人材のリーダーの関係力・連携力の向上を図ります。 
③実践事例を重視し、課題解決につなげます。 
④研修の成果を地域に持ち帰って実践し、振り返り、さらなる事業や活動へ活かす、
というサイクルを考えたプログラムとなっています。  

 

３．主  催   
 
独立行政法人国立女性教育会館 
 

４．共  催   
 

NPO法人全国女性会館協議会（女性関連施設管理職コースにおける共催となります） 
 

５．参 加 者 

 
（１) 女性関連施設管理職コース：６０名 

公私立女性会館・女性センター、男女共同参画センター等、男女共同参画社会

の形成に向けた拠点としての女性関連施設の管理職等  
（２) 地方公共団体職員コース： ３０名 

男女共同参画行政責任者 
（３) 女性団体リーダーコース： ３０名 

地域で男女共同参画を推進する団体のリーダー（次世代リーダーを含む） 
 

６．第３次男女共同参画基本計画との関連 

 

この研修は、男女共同参画基本計画（第３次）の、第３分野「男性、子どもにと 

っての男女共同参画」、第４分野「雇用等の分野における男女の均等な機会と待遇の 

確保」、第１１分野 「男女共同参画を推進し多様な選択を可能にする教育・学習の 

充実」、第１４分野「地域、防災・環境その他の分野における男女共同参画の推進」 

の内容に対応しています。 

平成２４年度「女性関連施設・地方公共団体・団体リーダーのための男女共同参画推進研修」
実施要項
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⑤ 
 

７．内容 

第１日 ６月１３日（水） 

（希望者のみ参加）                                               10:30～12:00 
プレ・ワークショップ「男女共同参画社会の基礎知識」 
  主に初任者を対象として、日本における男女共同参画推進の歴史的背景など基礎知識を

学びます。 

      講 師：石崎 裕子  国立女性教育会館事業課専門職員 

 
（１）開会                                        13:00～13:20 

    ①主催者あいさつ        内海 房子 国立女性教育会館理事長 

       ②共催者あいさつ    桜井 陽子 NPO法人全国女性会館協議会理事長 

      

（２）プログラムの趣旨説明                            13:20～13:25 

森下 敏広  国立女性教育会館事業課専門職員 

 

（３）講義「男女共同参画を推進する視点とは」                   13:30～14:00 

★男女共同参画を推進する際に必要な視点について、理解を深めます。 
 講 師：内海 房子  国立女性教育会館理事長 

 
（４）講義「男女共同参画社会形成に向けた今日の政策課題」      14:10～15:40 
★男女共同参画社会形成に向けた施策の現状及び今後の方向性について理解を深め

ます。 
★関係府省からの施策説明に加え、参加者の質疑応答から、今知りたい国の動向や、

男女共同参画推進のポイントを探ります。 
 

講 師：大山 研次 内閣府男女共同参画局総務課課長補佐 

    講 師：笹井 弘之 文部科学省生涯学習政策局男女共同参画学習課課長 
    講 師：篠崎 拓也 厚生労働省雇用均等・児童家庭局雇用均等政策課課長補佐 

      
（５）討議「課題整理のためのディスカッション」                15:50～17:00 

★予算縮小、人員削減、庁内連携、地域住民への啓発、効果的な事業の進め方など、

各施設、地方公共団体及び女性団体が抱える問題を整理し、課題を抽出・共有しま

す。 

＜女性関連施設管理職コース＞  

報告者：納米 恵美子  公益財団法人横浜市男女共同参画推進協会事業本部長 

 

＜地方公共団体職員コース＞ 
報告者：関口 隆 国立女性教育会館総務課長 

 

＜女性団体リーダーコース＞ 
報告者：西山 恵美子 国立女性教育会館客員研究員 
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⑥ 
 

（６）報告「男女共同参画社会形成に向けた課題を知る  
～国立女性教育会館研究・調査事業の報告～」17:10～17:50 

 ★国立女性教育会館で実施した「男性の家庭・地域への参画を促進するための調査研 

究」について聞き、男女共同参画社会形成に向けた課題について視野を広げます。 
    

         講師：飯島 絵理 国立女性教育会館研究国際室客員研究員 
渡辺 美穂 国立女性教育会館研究国際室研究員 
 

（７）情報交換会（＊希望者のみ参加:有料 1,000円）           19:00～20:30 

 ★全国からの参加者と交流し、今後の活動に役立つ関係づくりを図ります。 

     

 

第２日 ６月１４日（木） 

（８）講義「東日本大震災を経た今、男女共同参画の視点から日本を見なおす！」 

8:50～10:20 
★真の男女共同参画社会の実現のために、今、私たちは何をすればよいのかを考えま

す。 

       講師：堂本 暁子   前千葉県知事、「男女共同参画と災害・復興ネットワー 

ク」代表 

 
（９）講義「非営利組織の基盤強化について～いざという時に動ける組織になるために～」  

10:30～12:00 

 ★いざというときの活動は、平時における組織のあり方に大きく左右されます。あら

ゆる場面で、男女共同参画の推進というミッションに沿った活動を実践していくた

めの、組織のあり方、人材育成、他セクターとの連携のあり方等を学び、脆弱とい

われる非営利組織の基盤強化につなげます。 

講師：岸本 幸子   特定非営利活動法人パブリックリソースセンター理事・

事務局長 

 

（10）コース別ワークショップ 

「事例に学ぶ～男女共同参画の視点で地域課題を解決する事業とは～」 

13:00～15:30              

★事例報告に基づきグループワークを行い、実践に役立つ力を付けます。 
＜女性関連施設管理職コース＞テーマ「地域における男女共同参画の推進」 

     ◎地域における男女共同参画の推進を、効果的な事業を実践するための組織運営 
の視点から考えます。 
 
報告者：井出 あゆみ NPO法人浜松男女共同参画推進協会理事長 

報告者：田中 陽子 財団法人大阪市女性協会相談課長代理 

ファシリテーター：青木 玲子 全国女性会館協議会常任理事 

牟田 静香 全国女性会館協議会常任理事 
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＜地方公共団体職員コース＞ テーマ「官官・官民の連携と、施策・事業の推進」 
     ◎第３次男女共同参画基本計画を地域で実現していく施策・手法を考えます。 

報告者：天野 和彦 福島大学 うつくしまふくしま未来支援センター 特任 

准教授 

報告者：川田 康弘 富山県生活環境文化部男女参画・ボランティア課主任    

ファシリテーター：千装 将志 国立女性教育会館事業課専門職員  

 

＜女性団体リーダーコース＞テーマ「地域資源を活かした事業展開」 
      ◎地域課題を事業に結びつける組織運営、人材・施設・財源など地域資源の有効

なネットワークづくりなど、組織活性化に向けた手法を考えます。 
報告者：佐藤 菊子 エンパワーメントいわて 

報告者：富田 久恵 NPO法人アクション・シニア・タンク代表理事  

            地域の茶の間「てまえみそ」代表兼管理人 

ファシリテーター：引間 紀江 国立女性教育会館事業課専門職員心得 

 

（11）事例報告「第 3次男女共同参画基本計画を実現する施策・事業とは」   

15:45～17:15 

  ★事例報告や、質疑応答・意見交換から、第 3次男女共同参画基本計画を地域で具現 

化する視点や手法を見出します。  

報告者：河田 恵子 兵庫県立男女共同参画センター所長   
         報告者：髙橋 洋子 仙台市市民局市民協働推進部男女共同参画課主幹兼 

企画推進係長 

         報告者：星子 邦子 NPO法人ワークショップ「いふ」理事長 

 

コーディネーター：森下 敏広 国立女性教育会館事業課専門職員 

 

                     
 

（12）自由交流  （希望者のみ参加）                    19:00～20:30 
 ★参加者が自由に設定したテーマのもと、有志が集い、情報交換や交流を行います。 
また、テーマの一つとして NWEC職員による「第 56回国連女性の地位委員会につい 

ての報告」を行います。 

 
 
 

（希望者のみ参加） 

見学「女性教育情報センター・女性アーカイブセンターの活用」    17:20～18:00 
国立女性教育会館の２つのセンターを見学し、情報活用の仕方について学びます。 

       講 師:市村 櫻子 国立女性教育会館情報課長 

           森  未知  国立女性教育会館情報課専門職員 

           桂   典子  国立女性教育会館情報課専門職員 
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第３日 ６月１５日（金） 

（13）コース別ワークショップ  

「参加者の事例を検討する～男女共同参画の視点で地域課題を解決する事業とは～」

8:50～11:20                                      

★第３次男女共同参画基本計画に則り、地域で推進するための事業のあり方について、

コース別に検討します。参加者が実践しているまたは、実践予定の１～２事例に沿

った検討を通じて、実務に活かせるヒントを得ます。 
＜女性関連施設管理職コース＞ 

「第３次男女共同参画基本計画に応える事業のあり方」 

 

ファシリテーター：小山内 世喜子 青森県男女共同参画センター副館長 

 

＜地方公共団体職員コース＞ 
「第３次男女共同参画基本計画を地域で実現する事業のあり方」 

 

ファシリテーター：荒巻 千枝子 千葉県環境生活部県民交流・文化課交流事業 

室副主幹 

 

＜女性団体リーダーコース＞ 
「第３次男女共同参画基本計画に応える事業のあり方」 

 

ファシリテーター：相川 康子 特定非営利活動法人 NPO政策研究所専務理事 

 

（14）全体会「第 3次男女共同参画基本計画実現に向けた連携・協働のあり方」 

11:35～12:35 

★ワークショップで話し合われた内容の各コースファシリテーター報告を元に、連 

携・協働のあり方について討議を行います。 

報告者：小山内 世喜子 青森県男女共同参画センター副館長 

報告者：荒巻 千枝子 千葉県環境生活部県民交流・文化課交流事業室副主幹 

報告者：相川 康子 特定非営利活動法人 NPO政策研究所専務理事 

 

     コーディネーター：西山 恵美子 国立女性教育会館客員研究員 

 

（15）ふりかえり                                 

★アンケート記入                        12:35～12:40                                  
 
（16）閉 会                     12:40 

 
 
 
 

―99―



⑨ 
 

８．研修成果の活用プラン 

ご提出いただいた「研修成果の活用プラン」は最終日に返却いたします。研修後、

約６ヶ月後にプランの進捗状況や研修成果の活用状況についてご報告いただく「フォ

ローアップアンケート」をお送りいたします。ご協力のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 

９．その他 

期間中、職員が撮影した写真を、事業記録や広報のために使用することがあります。

あらかじめご了承ください。 
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平成 24 年度「女性関連施設・地方公共団体職員・
女性団体リーダーのための男女共同参画推進研修」参加者概況
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平成２４年度「大学等における男女共同参画推進セミナー」実施要項	 

 
１．趣	 	 旨	 

	 男女共同参画社会の実現は、国、地方公共団体、国民すべてに課せられた責務であり、

高等教育機関としての大学・短期大学・高等専門学校においても、その一翼を担うべき

ことが求められています。文部科学省の「女性研究者研究活動支援事業」などをきっか

けに男女共同参画推進室が設置されるなど、大学等における男女共同参画推進への取組

が進みつつあります。 
しかし、学内全体への男女共同参画意識の浸透や男女共同参画の推進体制はいまだ十

分とは言えません。また、研究者に占める女性の割合も諸外国に比べ依然として低い状

況にあります。 
このような状況を踏まえ、本セミナーでは、大学・短期大学・高等専門学校における

男女共同参画の推進に向けて、意思決定組織に所属する教職員、男女共同参画推進担当

責任者等を対象として、専門的、実践的な研修を行います。 
 
 
２．主	 	 催	 

	 	 	 独立行政法人	 国立女性教育会館 
 
 
３．会	 	 場	 

	 	 	 国立女性教育会館 
	 	 	 〒355-0292	 埼玉県比企郡嵐山町菅谷７２８	 

	 	 	 ＴＥＬ	 ０４９３－６２－６７２４・６７２５	 

	 	 	 ＦＡＸ	 ０４９３－６２－６７２０	 

	 	 	 Ｅメールアドレス	 progdiv@nwec.jp 
	 	 	 ホームページＵＲＬ	 http://www.nwec.jp/ 
 
 
４．期	 	 日	 

	 	 	 平成２４年１１月２９日（木）～１１月３０日（金）	 １泊２日 
 
 
５．参	 加	 者	 

	 	 	 大学・短期大学・高等専門学校における意思決定組織に所属する教職員 
	 	 	 （男女共同参画推進担当責任者も含む） 
 
 
６．定	 	 員	 

	 	 	 ８０名 
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７．日	 	 程（各プログラムの間に５～１０分程度の休憩があります） 
11/29 
（木） 

	 	 	            	 	  12:00 13:00 13:10	 13:40     	 14:30	      16:00  	 17:10  18:00    19:00 

 

 

 

受 
付 

開 
会 
講

義 

 

講義 講

義 

※ 
情

報

提

供 

夕 
食 

※情報 
交換会 

11/30 
（金） 

9:00	 	  10:20	  	 11:50	 	  12:50	 	 	  	 	 	 	 	 	 	 	 	    15:40  15:50	    	 	   	 	     	  

講義 事例 
研究 

昼	 

食 

ワークショップ 

分科会 1・分科会 2･分科会３ 

ふ
り
か
え
り	 

閉 
会 

	 ※	 情報提供、情報交換会は希望者のみのプログラムです。 
	 ※	 当事業は、「第３次男女共同参画基本計画」における「第１１分野	 男女共同参画を

推進し多様な選択を可能にする教育・学習の充実」「第１２分野	 科学技術・学術分野

における男女共同参画」に位置付けられている事業です。 
 
 
８．内	 	 容	 

第１日	 １１月２９日（木）	 

（１）開会	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 １３：００～１３：１０	 	 

	 	 	 ①主催者あいさつ	 	 	 	 	 	 内海	 房子	 国立女性教育会館理事長 
	 	 	 ②プログラムの趣旨説明	 	 	 千装	 将志	 国立女性教育会館事業課専門職員 
 
（２）講義「女性の政策意思決定の場への参画を推進するために」	 

	 	 １３：１０～１３：４０	 

	 	 	 	 これまでの経験から得たリーダーシップやマネジメントの視点を交えた男女共同

参画を推進するための話を聞き、大学における男女共同参画を推進するための基礎

となる考え方を学びます。 
	 	 	 	 講師：内海	 房子	 国立女性教育会館理事長 
 
（３）関係省庁説明と質疑応答「女性研究者支援と研究力強化」	 

１３：４０～１４：２０	 

	 	 	 	 関係省庁の説明を聞き、科学技術・学術分野における男女共同参画を推進する上

での現状及び国の施策について知り、大学における男女共同参画推進に向けた今日

の政策課題についての理解を深めます。 
	 	 	 	 講師：佐藤	 弘毅	 文部科学省科学技術・学術政策局基盤政策課人材政策企画官 
 
（４）講義「なぜ大学における男女共同参画推進が必要なのか」	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 １４：３０～１５：５０	 

	 	 	 	 大学における男女共同参画推進の必要性について理解するとともに、大学におけ

る男女共同参画推進の現状、大学における男女共同参画推進のための組織づくり等

についての理解を深めます。 
	 	 	 	 講師：村松	 泰子	 東京学芸大学学長 

関係省庁

説明 

質疑応答 
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（５）講義「大学における女性研究者への支援：実情と課題」	 

	 	 	 	 	 	 １６：００～１７：１０	 

	 	 	 	 大学内での女性研究者に対する支援はどうあるべきか、何が効果的か、また支援

事業終了後の支援策の継続・定着をどうするか、など女性研究者支援の実際につい

て理解を深めます。 
	 	 	 	 講師：有賀	 早苗	 北海道大学大学院農学研究院教授	 人材育成本部女性研究者

支援室室長 
 
（６）情報提供「大学における男女共同参画についてのアンケートの中間報告」	 

１７：１０～１７：２５	 

	 	 	 	 講師：野依	 智子	 国立女性教育会館研究国際室研究員 
 
（７）情報提供（＊希望者のみ）「大学等における男女共同参画関連情報」	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 １７：３０～１８：００	 

	 	 	 	 男女共同参画社会及び女性・家庭・家族に関する専門図書館である国立女性教育

会館「女性教育情報センター」が収集・提供する関連資料、女性情報ポータル 
	 	 	 Winetからデータベース検索を使った情報の活用について情報提供します。 
	 	 	 	 講師：森	 	 未知	 国立女性教育会館情報課専門職員 
 
（８）情報交換会（＊希望者のみ）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 １９：００～２０：３０	 

	 	 	 	 夕食後、それぞれが抱える課題の解決に向けた方策について情報を交換するとと

もに、参加者同士のネットワークづくりを行います。 
 
 
第２日	 １１月３０日（金）	 

（９）講義「女子学生へのキャリア形成支援」	 	 	 	 	 	 	 	 ９：００～１０：１０	 

	 	 	 	 男女共同参画社会の実現に向けて、女子学生へのキャリア形成の必要性や、学内

でどのように支援を進めていけばよいかについて理解を深めます。 
	 	 	 	 講師：福沢	 恵子	 財団法人女性労働協会専務理事	 昭和女子大学特命教授 
 
（10）ベストプラクティス研究「企業における男女共同参画の取組」	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 １０：２０～１１：５０	 

	 	 	 	 女性が会社で意欲を持って能力を発揮できるような支援をしている企業の取組を

紹介します。 
 
	 	 	 事例①	 株式会社髙島屋 
	 	 	 	 報告者：中川	 荘一郎	 株式会社髙島屋人事部人事政策担当次長 
 
	 	 	 事例②	 株式会社光機械製作所 
	 	 	 	 報告者：千田	 千花	 株式会社光機械製作所総務課主査 
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（11）コース別ワークショップ	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 １２：５０～１５：４０	 

	 	 	 	 大学における男女共同参画推進の主要な課題について、事例報告をもとにディス

カッションを行い、実践力を養います。 
 
	 	 	 ＜分科会１＞「男女共同参画意識を学内に浸透させるための組織づくり」	 

	 	 	 	 事例①	 「男女共同参画推進室と多様性人財活用推進会議の連携－岐阜大学の場

合－」 
	 	 	 	 	 報告者：林	 	 正子	 岐阜大学副学長	 男女共同参画推進室室長 

 
事例②	 「男女共同参画推進のための組織づくりをめざして～大学と法人～」 

	 	 	 	 	 報告者：高橋	 和子	 関西学院大学「Mastery for Service に基づく女性研究 
者支援」事業実施責任者	 理工学部教授 

 
	 	 	 ＜分科会２＞「大学における女性研究者支援」	 

	 	 	 	 事例①	 「おもやいキャンパス－男女共同参画のさらなる推進に向けて－」 
	 	 	 	 	 報告者：竹内	 	 円	 長崎大学男女共同参画推進センターコーディネーター 
 
	 	 	 	 事例②	 「日本大学のキャリアウェイプロジェクト」 
	 	 	 	 	 報告者：野呂	 知加子	 日本大学生産工学部教授 
 
	 	 	 ＜分科会３＞「女子学生へのキャリア形成支援」	 

	 	 	 	 事例①	 「全国高専女子学生の連携による高専女子ブランドの発信事業」	 

	 	 	 	 	 報告者：佐々木	 伸子	 呉工業高等専門学校建築学科准教授 
 
	 	 	 	 事例②	 「立教大学キャリアセンターの女子学生キャリア支援の取り組みについ

て」 
	 	 	 	 	 報告者：佐藤	 一宏	 立教大学キャリアセンターキャリア支援課課長 
 
（12）ふりかえり	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 １５：４０～１５：５０	  
	 	 	 	 研修をふりかえり、参加者それぞれがアンケートに記入します。 
 
（13）閉会	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 １５：５０	 

 
 
９．そ	 の	 他	 

（１）１１月２９日（木）と３０日（金）に国立女性教育会館と東武東上線武蔵嵐山駅と

の間で無料送迎バスを運行いたします。 
 
（２）期間中、職員が撮影した写真を事業記録や広報のために使用することがあります。

あらかじめご了承ください。 
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平成 24 年度「大学等における男女共同参画推進セミナー」
アンケート集計結果
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NWEC
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平成２４年度「男女共同参画の視点に立った多様なキャリア形成支援研修」 

実施要項 

 
１．趣  旨  男女共同参画社会の形成に向けて女性の活躍を推進するためには、職業

活動、社会活動を包括し、個人のキャリアと社会とのつながりから多様

な選択を可能にするキャリア形成支援が求められます。女性関連施設、

ＮＰＯ、大学等のキャリア形成支援者等を対象に、国立女性教育会館の

調査研究や成果等にもとづく新たなキャリア概念のとらえ直しや国の

最新施策の把握、課題解決に向けた事業計画案づくりなど、支援者とし

ての力量形成に資する専門的・実践的な研修を行います。 
 

２．主  催  独立行政法人 国立女性教育会館 

 

３．会  場  国立女性教育会館 

   〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷７２８ 

        ＴＥＬ ０４９３－６２－６７２４・６７２５ 

   ＦＡＸ ０４９３－６２－６７２０ 

   Ｅメールアドレス progdiv@nwec.jp 
   ホームページＵＲＬ http://www.nwec.jp/ 

 
４．期  日  平成２５年１月１０日（木）～１月１２日（土） ２泊３日 

 

５．参 加 者  女性関連施設・社会教育施設等の職員 
団体・グループ・ＮＰＯ等のメンバー 
大学等のキャリア教育担当教職員   等 
 

６．定  員  ６０名 

 

７．日  程 

1/10 

（木） 

                13:00 13:30 14:00        15:45   16:15 17:00   18:00   19:00 

 受 

付 

開 

会 

講 義 施策
説明 

討 

議 

※ 
見学 

夕 

食 

※ 
情報 
交換会 

1/11 

（金） 

9:00 10:15       11:45   13:00     14:15              17:00        19:00 

調査 
報告 実践事例報告 昼 

食 

講 義 
事業（学習） 
計画案づくり１ 

夕 

食 

自由 
交流 

1/12 

（土） 

9:30        11:45   13:00       14:30 

 事業（学習） 
計画案づくり２ 

昼 

食 

全体会 閉 

会 

※各プログラムの間に 10～15分の休憩があります 

※情報センター見学、情報交換会は希望者のみのプログラムです。 
※この研修は第３次男女共同参画基本計画の「第 1 分野 政策・方針決定過程への女性の参画の拡大」

「第１１分野 男女共同参画を推進し多様な選択を可能にする教育・学習の充実」、「第１４分野 地

域、防災・環境その他の分野における男女共同参画の推進」に対応しています。 
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８．内容 

第１日 １月１０日（木） 

（１）開 会        13：30～14:00 

主催者あいさつ：内海 房子 国立女性教育会館理事長 

オリエンテーション：国立女性教育会館職員 

 

（２）講義「男女共同参画社会における女性の活躍とキャリア形成支援の必要性」 

         14:00～15:30 

  ・男女共同参画の視点からこれまでの社会的背景と現代的な課題を踏まえ、女性

の活躍推進に向けたキャリア形成支援の必要性と今後の方向性を考えます。 

     講師：亀田 温子 十文字学園女子大学教授 

 

（３）施策説明「女性の活躍推進に向けたキャリア形成支援に関する文部科学省の 

取組」        15:45～16:15 

  ・文部科学省における女性の活躍推進に向けたキャリア形成支援施策の動向を把

握します。 

  説明者：田才 貴大 文部科学省生涯学習政策局男女共同参画学習課 

            男女共同参推進係長 

 

（４）グループ討議       16:15～16:45 

・参加者同士の自己紹介と研修に対するニーズ、課題などを共有します。 

ファシリテーター：国立女性教育会館職員 

 

（５）「女性情報ポータル Winet紹介および女性教育情報センター見学」 

  （＊希望者のみ参加）       17:00～18:00 

     説明・案内：国立女性教育会館情報課職員 

 

（６）情報交換会（＊希望者のみ参加）           19:00～20:30 

  ・参加者相互の親交を深め、情報交換を行います。 

 

第２日 １月１１日（金） 

（７）調査報告「女性のキャリア形成に関する最新の調査研究から」 09:00～10:00 

  ・国立女性教育会館が行った、女性のキャリア形成に関する新たなキャリア概念

のとらえ直しを含む最新の調査研究の報告をいたします。 
     報告者：野依 智子 国立女性教育会館研究国際室研究員  
 

（８）実践事例報告「キャリア形成支援活動の実際」   10:15～11:45 

  ・様々な実践事例から、事業にあたっての工夫や成果と課題を学びます。 

     コーディネーター：国広 陽子 東京女子大学教授 
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   ・ＮＷＥＣの研修を活用した実践事例 

     事例報告者：石山 由美子 山形県男女共同参画センター企画調整員 

   ・女性社員の活躍推進とキャリア形成支援 

     事例報告者：町田 恭子 社団法人埼玉県経営者協会総務課主事 

   ・社会活動・地域課題に取り組む女性の活躍 

     事例報告者：植田 淳子 NPO法人安心院町ｸﾞﾘ-ﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ研究会事務局長 

      

（９）講義「事業（学習）計画案づくりのポイント」   13:00～14:00 

   ・事業（学習）計画案づくりに向けて、プログラムデザインと関連するワーク

ショップ手法についてポイントを学びます。 

     講師：引間 紀江 国立女性教育会館事業課専門職員心得 

 

※(10)、(12)のコース別ワークショップは、３コースに分かれて行います。 

  ＜Ⅰ 社会活動キャリア支援コース＞ 

  【計画案テーマ】社会活動キャリア、ＮＰＯ活動、地域づくりなど 

     アドバイザー：西山 恵美子 国立女性教育会館客員研究員 

      学習支援者：森下 敏広  国立女性教育会館事業課専門職員 

 

  ＜Ⅱ 職業キャリア支援コース＞ 

  【計画案テーマ】再就職・再チャレンジ、キャリア・アップ、就業継続など 

     アドバイザー：谷口 年江  静岡市女性会館副館長 

      学習支援者：野依 智子  国立女性教育会館研究国際室研究員 

 

  ＜Ⅲ 若年層に対する支援コース＞ 

  【計画案テーマ】大学生・若年社会人のキャリア教育・キャリア形成支援など 

     アドバイザー：大槻 奈巳  聖心女子大学准教授 

      学習支援者：渡辺 美穂  国立女性教育会館研究国際室研究員 

 

（10）「事業（学習）計画案づくり」１ ●コース別ワークショップ 14:15～17:00 
  ・それぞれの地域・組織で実施する、男女共同参画の視点に立ったキャリア形成

に役立つ支援の内容と方策について考え、参加者の立場に沿った事業（学習）

計画案を作成します。 

 

（11）自由交流                         19:00～20:30 

 

第３日  １月１２日（土） 

（12）「事業（学習）計画案づくり」２ ●コース別ワークショップ   9:30～11:45 

  ・前日に引き続き、キャリア形成支援に役立つ支援の内容と方策について、事業

（学習）計画案を作成します。 
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（13）全体会「女性の活躍を推進するキャリア形成支援とは」     13:00～14:30 

  ・各コースからの報告を踏まえ、フロアとの意見交換と共有を行い、キャリア形

成支援の方向性と課題を探ります。 

    報告者：「事業（学習）計画案づくり」１および２ 各アドバイザー 

    進行：国立女性教育会館職員 

 

（14）閉 会        14:30～ 

    主催者あいさつ：国立女性教育会館 

 

９．その他 

（１）１月１０日（木）と１２日（土）に、国立女性教育会館と東武東上線武蔵嵐

山駅間で参加者用送迎バスを運行いたします。 

（２）期間中、職員が撮影した写真を、事業記録や広報のために使用することがあ

ります。あらかじめご了承ください。 
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平成２４年度 男女共同参画の視点に立った多様なキャリア形成支援研修　参加者概況
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平成２４年度「女性関連施設相談員研修」実施要項 
 
１．趣  旨  女性関連施設の相談員を対象に、配偶者からの暴力被害、日本で 

働き生活する外国人が抱える困難や貧困等喫緊の課題解決に必要な知 
識・技能を取得し、相談者への理解の深化や関係機関との連携等の促 

進を図ります。複雑・多様化する女性の悩みに適切に対応できる相談員の 
育成と業務の質の向上を内容とする専門的・実践的研修です。 

 
２．主  催  独立行政法人 国立女性教育会館 
 
３．会  場  国立女性教育会館 
        〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷 728 
        ＴＥＬ ０４９３－６２－６７２４・６７２５   

ＦＡＸ ０４９３－６２－６７２０ 
ホームページ ＵＲＬ http://www.nwec.jp/   
Ｅメールアドレス  progdiv@nwec.jp 

 
４．期  日  平成２４年１０月１７日（水）～ １０月１９日（金） ２泊３日 
 
５．参 加 者  公私立の女性会館・女性センター等の女性関連施設において、女

性の悩みに関する相談業務に携わっている相談員（初任の方から

参加できます） 

 
６．定  員  ８０名 
 
７．日程・内容 
第１日 １０月１７日（水） 

 
☆オリエンテーション（諸連絡）☆         13:00～13:05 

                                
（１）開会                           13:05～13:20 
   ① 主催者あいさつ  山根 徹夫 国立女性教育会館理事   
   ② プログラム説明  森下 敏広 国立女性教育会館事業課専門職員   
    
（２） 講義「女性関連施設における相談業務の意義と役割」        13:20～14:50 
      女性関連施設における相談業務の意義と役割を、女性が抱える問題解決と 

女性のエンパワーメントの視点から学びます。                                                                                                                                                                                                                                                                                                            
      講 師  小柳 茂子 相模女子大学人間心理学科教授 
 

    休憩              14:50～15:00 
 
（３） 講義「配偶者等からの暴力の被害者支援の現状と方向性」   15:00～15:30 

配偶者等からの暴力の被害者支援体制と支援のあり方について、内閣府から 

最新の施策及び政策動向を学びます。 
     講 師  齋藤 由佳  内閣府男女共同参画局推進課暴力対策推進室暴力対 

策調整係長 
 
  休憩                 15:30～15:40 
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（４） 講義「自立支援につなげるための女性相談における関係機関との連携の重要 
性」                                              15:40～17:10

相談を入り口とした来談者の支援には、行政はもとより関係機関との連携
が重要になります。この連携のポイントを学びます。 

     講 師  坂井 美津江 金沢市市民局市民参画課女性相談支援室長                                                               
 

 

【オプションプログラム 希望者のみ】 
★ 見学・説明 「国立女性教育会館情報機能の女性相談事業への活用」  17:15～17:50 
      国立女性教育会館の女性教育情報センター・女性アーカイブセンターを見 

    学し、女性情報ポータルのデータベース等からの情報の活用について学び 

    ます。  
        説  明   国立女性教育会館情報課 職員 
 
★  情報交換会                                                19:00～20:30 

それぞれが抱える課題や情報の交換や、ネットワークをつくります。 

  

第２日 １０月１８日（木） 
 
（５） 講義「女性相談の実態と支援に役立つ法知識」               9:00～10:30 

配偶者からの暴力被害の実態や女性の自立等の支援に役立つ法律について 
学びます。 
講 師  番  敦子  日本弁護士連合会犯罪被害者支援委員会副委員長 

                     弁護士 
 

 
         休憩               10:30～10:40 

 
（６）  講義「相談員のメンタルヘルス」                        10:40～12:10 
        配偶者からの暴力相談に当たっての留意点や相談技法を学びつつ、相談員の

メンタルヘルスに関する知識を学びます。 
講 師  石井 朝子  医療法人社団慶神会武田病院顧問、心理学博士 
 

    ☆昼 食・休 憩☆             12:10～13:15 
 

（７） 講義・事例検討〈分科会１〉「スーパービジョンを体験する」 13:15～15:45                          
       具体事例を用いたスーパービジョンにより、被害者支援の実際を学びます。 
    ・スーパービジョンの意義と行う際の留意点（講義） 

・参加者よりご提出いただいた事例、もしくは想定ケースを用いて、スー 
パービジョンの実施 

      スーパーバイザー  
     １組 
     ・川喜田 好恵   日本 DV防止･情報センター運営委員 
 
     ２組  

・丹羽  雅代    NPO法人女性の安全と健康のための支援教育センター 
運営委員、大学セクシャルハラスメント専門相談員 

３組 
・平川  和子   性暴力救援センター・東京事務局長、東京フェミニストセ 

  ラピィセンター所長 
 

平成２４年度「女性関連施設相談員研修」実施要項 
 
１．趣  旨  女性関連施設の相談員を対象に、配偶者からの暴力被害、日本で 

働き生活する外国人が抱える困難や貧困等喫緊の課題解決に必要な知 
識・技能を取得し、相談者への理解の深化や関係機関との連携等の促 

進を図ります。複雑・多様化する女性の悩みに適切に対応できる相談員の 
育成と業務の質の向上を内容とする専門的・実践的研修です。 

 
２．主  催  独立行政法人 国立女性教育会館 
 
３．会  場  国立女性教育会館 
        〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷 728 
        ＴＥＬ ０４９３－６２－６７２４・６７２５   

ＦＡＸ ０４９３－６２－６７２０ 
ホームページ ＵＲＬ http://www.nwec.jp/   
Ｅメールアドレス  progdiv@nwec.jp 

 
４．期  日  平成２４年１０月１７日（水）～ １０月１９日（金） ２泊３日 
 
５．参 加 者  公私立の女性会館・女性センター等の女性関連施設において、女

性の悩みに関する相談業務に携わっている相談員（初任の方から

参加できます） 

 
６．定  員  ８０名 
 
７．日程・内容 
第１日 １０月１７日（水） 

 
☆オリエンテーション（諸連絡）☆         13:00～13:05 

                                
（１）開会                           13:05～13:20 
   ① 主催者あいさつ  山根 徹夫 国立女性教育会館理事   
   ② プログラム説明  森下 敏広 国立女性教育会館事業課専門職員   
    
（２） 講義「女性関連施設における相談業務の意義と役割」        13:20～14:50 
      女性関連施設における相談業務の意義と役割を、女性が抱える問題解決と 

女性のエンパワーメントの視点から学びます。                                                                                                                                                                                                                                                                                                            
      講 師  小柳 茂子 相模女子大学人間心理学科教授 
 

    休憩              14:50～15:00 
 
（３） 講義「配偶者等からの暴力の被害者支援の現状と方向性」   15:00～15:30 

配偶者等からの暴力の被害者支援体制と支援のあり方について、内閣府から 

最新の施策及び政策動向を学びます。 
     講 師  齋藤 由佳  内閣府男女共同参画局推進課暴力対策推進室暴力対 

策調整係長 
 
  休憩                 15:30～15:40 
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       休憩                           15:45～16:00 
 

（８） 講義「外国人女性の困難等の実態と支援」                  16:00～17:30 

日本で働き生活する外国人女性は、複合的に困難な状況に置かれている場合 

が少なくありません。困難等の実態と支援について学びます。 
講 師  後藤 美樹  一般社団法人社会的包摂サポートセンター 外国人 

ホットラインコーディネーター、中京大学非常勤講師 
         講 師  渡辺 美穂 国立女性教育会館研究国際室研究員 
 

   ☆夕 食・休 憩☆           17:30～18:30 
  

 
【オプションプログラム 希望者のみ】  
                                                                                 

★ セルフケア・プログラム「体の内面から強くしなやかに」       18:30～20:00 
心と体を解放させてリラックス出来るボディーワーク。「ムリをしない」「気持ち 
がいい」ことを最大の目標とした、椅子に座りながらできるエクササイズを、体 
験いただければと思います。 
         
講 師  ジョンカス 山岡 有美   日本女子体育大学非常勤講師、公益社団法 
                 人日本フィットネス協会参与 

 
★ 自由交流                                                    18:30～21:00 
      参加者の自由なテーマで集い、情報交換や地域に活かせるネットワークづくりを

行います。 
      (テーマや内容を開催時間までに、ホワイトボードにご記入いただきます) 
                                           
 

第３日 １０月１９日（金） 
 
（９）講義・意見交換〈分科会２〉「問題を抱えた当事者への支援を考える」 
                                                                9:00～11:00 

３つのテーマから１つを選択し、問題を抱えた当事者の支援について、テー 
マごとに支援の実際について講義をいただき、参加者間でテーマに関する意 
見交換を行います。 
 

Ａ:外国人女性の困難に対する支援と留意点 
講 師  武藤 かおり  特定非営利活動法人女性の家サーラ事務局長 
 

Ｂ: 配偶者暴力被害者への支援と留意点 
講 師  松本 和子   女性ネット saya-saya代表理事 
 

Ｃ:人間関係に関する悩みを抱える相談者への支援と留意点 
講 師  海渡 捷子   フェミニストセラピィ“なかま”カウンセラー 
 

      休憩                11:00～11:15 
 
（10）全体会 

「現代的な課題に対応する相談とは～女性のエンパワーメントをめざして～」 
                                11:15～12:15 
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 分科会２で話し合われた内容を元に、現代的な課題を解決に導く相談業務の 
  あり方、女性のエンパワーメントにつながる支援について意見交換、共有を 
 行い、これからの相談業務の意義と役割を考えます。 

                                               
   コーディネーター  戒能 民江  お茶の水女子大学名誉教授 
 
   報告者    武藤 かおり  特定非営利活動法人女性の家サーラ事務局長 
          松本 和子   女性ネット saya-saya代表理事 
          海渡 捷子     フェミニストセラピィ“なかま”カウンセラー 

                             
（11）振り返り                                                  12:15～12:20 
        アンケートへ記入し、研修をふりかえります。 
 
（12）閉会                                                      12:20～12:25 
         ①主催者あいさつ   山下 勝弘 国立女性教育会館事業課長 
 
８.所 要 経 費 
（１） 参加費          無 料 
 
（２） 宿泊費     研修期間中は１泊 1,000 円（前・後泊を含みます。） 
  
（３） 食 費     １食 700 円～1,000 円程度（カフェテリア方式） 
 
（４） 情報交換会費  １,000 円（飲み物、お菓子、消費税を含みます） 
  ＊ 研修期間中の宿泊及び食事は、会館をご利用ください。 
  ＊ 交通費・宿泊費の主催者からの支給はありませんのでご注意ください。 
 
９．女性教育情報センター（本館２階） 
   開室時間  １０月１７日（水） 9:00 ～ 19:00 
         １０月１８日（木） 8:30 ～ 18:30 
         １０月１９日（金） 8:30 ～ 17:00  
 
１０．女性アーカイブセンター展示室（本館１階）※ 
   開室時間    １０月１７日（水）  9:00 ～ 19:00 

１０月１８日（木） 8:30 ～ 19:00 
１０月１９日（金） 8:30 ～ 19:00 

     ※企画展示「建築と歩む～チャレンジした女性たちからチャレンジする女性たち 
    へ～」を開催中です。ぜひご覧ください。 

 
１１．情報交換コーナー（研修棟２階大会議室前 展示コーナー） 

セミナー期間中、施設に関するパンフレット等を自由に交換する情報交換コーナ 
ーを設置します。所属する施設のパンフレット、チラシ等をお持ちください。 

 
１２．その他 
（１）１０月１７日（水）・１９日（金）の両日とも東武東上線武蔵嵐山（むさしらん 
   ざん）駅と「国立女性教育会館」間で無料送迎バスを運行いたします。 

 
（２）期間中、職員が撮影した写真を、事業記録や広報に使用することがあります。 
   ご了承ください。 
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平成 2 ４年度「女性関連施設相談員研修」アンケート集計結果
平成 2 ４年度「女性関連施設相談員研修」参加者概況
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平成 2 ４年度「女性関連施設相談員研修」アンケート集計結果
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平成２４年度「家庭教育・次世代育成指導者研修」実施要項 

 

１．趣旨 

社会全体での家庭教育・次世代育成支援に向け、様々な機関、企業が連携して

取り組んでいる事例や男性の子育て参画に関する事例を研修内容に取り上げ、男

女共同参画の視点から、参加者が日常抱えている課題の解決に向けた専門的・実

践的な研修です。 

 
２．主題 「社会全体で支える子育ち・子育て」 

  家庭教育・次世代育成に関する支援の取り組みとして、社会全体で子育てを支

援する必要性が増しています。国立女性教育会館では、これまで男女共同参画の

視点に立った地域全体で取り組む次世代育成支援事業についての調査研究を行

ってきました。さらに、平成２３年度からは男性の家庭・地域への参画促進に関

する調査研究に取り組んでいます。本年度は、調査研究の成果も活かし、男女共

同参画の視点をふまえた社会全体でになう子育て支援のあり方や様々な課題に

ついて検討します。 

  

３．主催   

独立行政法人国立女性教育会館 
 

４．参加者 

   ・家庭教育・次世代育成支援・子育て支援関係行政職員 
   ・子育てネットワーク、子育てサポーター等のリーダー等 
   ・企業の次世代育成支援担当者      
   ・女性関連施設職員・社会教育施設職員             120 名 

 
５．日程（各プログラムの間に 10分～15分の休憩があります） 

5/18 
（金） 

10:00 10:30  12:00     13:00   14:40       17:00     17:20   19:00  20:30 

 受 

付 

開 

会 

講義 昼食 
関係省庁 
説明 

パネルディス 
カッション 

課題共有

のための

ディスカ

ッション 

 夕 

食 

情報 
交換会 

 

5/19 
（土） 

9:00 10:10 10:50    11:50   13:00    15:10 15:40 15:45       

講義と 
質疑 

調査 
研究 
報告 

報告と 
質疑 

昼食 分科会 
全
体
会 

閉 

会 

 

＊当事業は、「第 3 次男女共同参画基本計画」における「第２分野 男女共同参画の視

点に立った社会制度・慣行の見直し、意識の改革」および「第３分野 男性、子どもに

とっての男女共同参画」に位置づけられている事業です。  
＊情報交換会は、希望者のみのプログラムです。 
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６．内容 

第１日 ５月１８日（金） 

開会                              10:00～10:15 

   ①主催者あいさつ        内海 房子 国立女性教育会館理事長 

   ②オリエンテーション  石崎 裕子 国立女性教育会館事業課専門職員 

    

（１）講義「社会全体でになう子育て支援」           10:30～12:00 
★男女共同参画の視点から、子育て支援に関わる女性のエンパワーメントや、

男性の参画、地域での連携・協働などの重要性をふまえ、家庭を支える社会

全体でになう子育て支援のあり方について学びます。 
   

講 師：汐見 和恵 新渡戸文化短期大学生活学科教授 

 
（２）関係省庁説明「国の家庭教育・次世代育成支援の施策の最新動向」 

13:00～14:30 

★家庭教育・次世代育成支援に関わる国の施策・動向についての情報を得る

とともに、家庭教育・次世代育成支援の指導者として取り組むべき事業内容・

方策について考えます。 
講 師：松川 伸治 内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付少子化

対策担当参事官補佐 

講 師：巣瀬 博臣 厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課少子化対

策企画室子育て支援係長 

講 師：横田 玲子  文部科学省生涯学習政策局男女共同参画学習課家

庭教育支援室長 

                                                      
（３）パネルディスカッション「子育て支援のあり方とワーク・ライフ・バランス

の推進」                                  14:40～16:50  

★保育園に子どもを預けて働く親のネットワークの代表者、仕事と子育ての

両立支援に力を入れている企業、両立支援に取り組む企業を支援する地方公

共団体からの問題提起や報告を聞き、パネリスト同士の意見交換、参加者と

の質疑応答を通して、社会全体で子育てを支えていく上で必要とされる充実

した子育て支援のあり方をワーク・ライフ・バランスの視点から検討しあい

ます。 

パネリスト：普光院 亜紀 保育園を考える親の会代表 

パネリスト：金咲 もと子 ボッシュ株式会社人事部門人材開発グループ セクションマネージャー 

パネリスト：鈴木 和朗  秋田県企画振興部少子化対策局少子化対策推進監 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：大沢 真知子 日本女子大学人間社会学部教授 
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（４）課題共有のためのディスカッション                17:00～17:20  

   ★周りの人と自己紹介や日頃の地域での仕事や活動について話し合いをし、

課題を共有します。 

 

（５）情報交換会 （＊希望者のみ）                      19:00～20:30 

   ★全国からの参加者と交流し、それぞれが抱える課題の話し合いや日頃の活

動成果の語り合いを通して、今後の活動に役立つ関係づくりを図り、交流を

深めます。 

 

第２日 ５月１９日（土） 

（６）講義と質疑「男女共同参画の視点からみたワーク・ライフ・バランスと生活

時間」                             9:00～10:00 
★国立女性教育会館では、『男女共同参画統計データブック―日本の女性と男

性―2012』（ぎょうせい、平成 24 年 3 月）を刊行しました。この成果をふま

え、男女共同参画の視点からワーク・ライフ・バランスと生活時間をめぐる

現状と課題を把握します。 
      

講 師：伊藤 純 昭和女子大学人間社会学部准教授 

 
（７）調査研究報告「国立女性教育会館の男性の家庭･地域への参画促進に関する

全国調査より」                         10:10～10:40  

   ★国立女性教育会館が実施している調査研究の報告から、男性の家庭・地域

への参画促進に関する現状と課題を把握します。 

          

    講 師：飯島 絵理 国立女性教育会館研究国際室客員研究員 

 

（８）報告と質疑「災害と子育て支援」                  10:50～11:50              

★東日本大震災で被災した地域の子育て支援施設担当者の報告を聞き、災害

時における地域ぐるみの子育て支援の課題、震災を通して顕在化した子育て

支援の課題などについて理解を深めます。 
 

講 師：伊藤 仟佐子 仙台市子育てふれあいプラザのびすく仙台館長 

 

（９）分科会「家庭を支える社会全体での子育て支援」          13:00～15:00  

 ★行政・地域・企業との連携・協働、子育て支援に関わる女性のエンパワー

メント、男性の子育て支援活動への参画という３つのテーマから、社会全体

での子育て支援のあり方について学びます。各分科会で、事例報告を聞いた

上で、参加者それぞれの抱える課題などについて協議し、今後の取り組みの

方向性を見出します。 
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＜分科会１＞「行政・地域・企業との連携・協働」 

     
報 告 者  ：田口 陽子 ＮＰＯ法人子育て応援ナビぽっかぽか理事長  

コーディネーター：千装 将志 国立女性教育会館事業課専門職員 

 

＜分科会２＞「子育て支援に関わる女性のエンパワーメント」 

 

報 告 者  ：伊庭 節子 ＮＰＯ法人まいづるネットワークの会理事長 

コーディネーター：引間 紀江 国立女性教育会館事業課専門職員心得 

 
＜分科会３＞「男性の子育て支援活動への参画」 
   

    報 告 者  ：森   健也 練馬イクメンパパプロジェクト代表 
コーディネーター：森下 敏広 国立女性教育会館専門職員           

  

（１０）全体会（分科会報告）                 15:10～15:40 

   ★各分科会の報告を通して、社会全体で子育ち・子育てを支える取り組みを

実践していくための方向性・方策を共有します。 
 
アンケート記入・閉会                       15:40～15:45 

 

 

７．その他 

  以下の点につきまして、あらかじめご了承ください。 

①期間中、職員が撮影した写真を、事業記録や広報のために使用することが 

あります。 

②電力需要等の影響により、一部のプログラムに変更が生じる場合がござい 

ます。 

（４）課題共有のためのディスカッション                17:00～17:20  

   ★周りの人と自己紹介や日頃の地域での仕事や活動について話し合いをし、

課題を共有します。 

 

（５）情報交換会 （＊希望者のみ）                      19:00～20:30 

   ★全国からの参加者と交流し、それぞれが抱える課題の話し合いや日頃の活

動成果の語り合いを通して、今後の活動に役立つ関係づくりを図り、交流を

深めます。 

 

第２日 ５月１９日（土） 

（６）講義と質疑「男女共同参画の視点からみたワーク・ライフ・バランスと生活

時間」                             9:00～10:00 
★国立女性教育会館では、『男女共同参画統計データブック―日本の女性と男

性―2012』（ぎょうせい、平成 24 年 3 月）を刊行しました。この成果をふま

え、男女共同参画の視点からワーク・ライフ・バランスと生活時間をめぐる

現状と課題を把握します。 
      

講 師：伊藤 純 昭和女子大学人間社会学部准教授 

 
（７）調査研究報告「国立女性教育会館の男性の家庭･地域への参画促進に関する

全国調査より」                         10:10～10:40  

   ★国立女性教育会館が実施している調査研究の報告から、男性の家庭・地域

への参画促進に関する現状と課題を把握します。 

          

    講 師：飯島 絵理 国立女性教育会館研究国際室客員研究員 

 

（８）報告と質疑「災害と子育て支援」                  10:50～11:50              

★東日本大震災で被災した地域の子育て支援施設担当者の報告を聞き、災害

時における地域ぐるみの子育て支援の課題、震災を通して顕在化した子育て

支援の課題などについて理解を深めます。 
 

講 師：伊藤 仟佐子 仙台市子育てふれあいプラザのびすく仙台館長 

 

（９）分科会「家庭を支える社会全体での子育て支援」          13:00～15:00  

 ★行政・地域・企業との連携・協働、子育て支援に関わる女性のエンパワー

メント、男性の子育て支援活動への参画という３つのテーマから、社会全体

での子育て支援のあり方について学びます。各分科会で、事例報告を聞いた

上で、参加者それぞれの抱える課題などについて協議し、今後の取り組みの

方向性を見出します。 
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平成 24 年度 家庭教育・次世代育成指導者研修　参加者概況
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平成 24 年度「家庭教育・次世代育成指導者研修」アンケート集計結果
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平成 24年度独立行政法人科学技術振興機構委託事業 

平成２４年度 女子中高生夏の学校 2012 
～科学・技術者のたまごたちへ～ 

 
１ 趣  旨   女子中高生が科学技術の世界の楽しさを「体験する」、そこで生き

生きと活躍する女性たちと「交流する」、科学技術に関心のある仲

間や先輩と「知り合う」ための機会として「女子中高生夏の学校 2012

～科学・技術者のたまごたちへ～」を開催します。 

このプログラムは、科学研究者・技術者、大学生・大学院生と女

子中高生が少人数を単位として親密に交流し、理系進路選択の魅力

を伝えるものです。理系の分野も様々です。すでに理系の道を進ん

でいる女子中高生も、これから夢を追い求める人も、ちょっと不安

な人も、より深くより広く自分たちの視野を広げてみませんか？  

また、女子中高生の進路選択に影響力があり、身近な支援者でも

ある保護者・教員向けのプログラムもそれぞれ設定しております。

子どもの将来像が描けるよう、よきアドバイスができるように理系

進路支援についての理解を進めます。 

 
２ 主  催  独立行政法人 国立女性教育会館 

  日本学術会議 「科学と社会委員会 科学力増進分科会」 

「科学者委員会 男女共同参画分科会」 

 

３ 共催・協賛 

  INWES Japan WiN-Japan 応用物理学会 地盤工学会 女性技術士の会 

  地球電磁気・地球惑星圏学会 日本宇宙生物科学会 日本化学会  

  日本火災学会 日本機械学会 日本金属学会 日本原子力学会  

  日本女性科学者の会 日本女性技術者フォーラム 日本森林学会 

  日本数学会 日本生態学会 日本生物物理学会 日本蛋白質科学会 

  日本畜産学会 日本鉄鋼協会 日本天文学会 日本バイオイメージング学会 

  日本発生生物学会 日本物理学会 日本分子生物学会 土木学会 

  日本植物学会 日本遺伝学会 国立高等専門学校機構 

 

４ 協  力  男女共同参画学協会連絡会 

 

５ 会  場   独立行政法人国立女性教育会館 

〒355－0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷 728番地 

TEL：0493-62-6724  FAX：0493-62-6720 

                 ホームページ：http://www.nwec.jp/  

    E-mail：progdiv@nwec.jp  
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６ 期  日  平成２４年８月９日（木）～８月１１日（土） ２泊３日 

 

７ 参 加 者  科学・技術の分野に興味・関心のある女子中学３年生・女子高校生 

１００名 

        保護者・教員等 ５０名 

 

８ 日  程 

 【共通】…女子中高生、保護者、教員共通のプログラム 

 【女子中高生】…女子中高生用プログラム 

 【保護者】…保護者用プログラム 

 【教員】…教員用プログラム 

 

 

＜第１日 ８月９日（木）＞ 

【共通】開校式                       13：00～13：30 

開会宣言    野呂 知加子  企画委員長（日本女性科学者の会） 

   あいさつ    内海 房子   国立女性教育会館理事長 

           生源寺 眞一  日本学術会議会員（名古屋大学大学院教授） 

   オリエンテーション    古澤 亜紀   茨城県水城高等学校教諭 

 

【共通】サイエンスアンバサダーⅠ「自分の将来について考えよう」 
13：30～14：30 

    夏学に参加するに当たり、これからの自分の将来などについて他の参加者と話 
し合い、自分を見つめるとともに、地域に戻ってサイエンスアンバサダー（学ん 

だことを普及したり、発信したりする人）として報告するための心構えを学びま 
す。 

 
【共通】キャリア講演                    14：30～15：30 

理系分野で活躍している先輩から、現在の生活や仕事のことなど理系進路の魅

力についてお話を伺います。講演後にグループ内ディスカッションを行い、質疑

応答の時間も設けます。 

講師  柳   優 日本アイビーエム（株） 

          研究開発．ソフトウェア開発研究所 

    永松 愛子 独立行政法人宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ） 

          有人宇宙環境利用ミッション本部 

          宇宙環境利用センター 

 

 

 

 

―161―



 

【共通】女性研究者・技術者の職場訪問「ハヤブサの故郷は宇宙のゲートウェイ！」 

15：45～17：45 

   ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）の宇宙科学研究所と国立女性教育会館をイ

ンターネットで結びます。小惑星探査衛星「はやぶさ」や金星探査機「あかつき」

など、宇宙開発の現場について、女性研究者・技術者の方にご紹介頂きます。会

場からの質疑応答も予定しています。 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ   廣瀬 史子  宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所 航法・誘

導・制御グループ 開発員 

         垰  千尋  宇宙航空研究開発機構 学際科学研究系 宇宙航空 

研究員 

 

夕 食                       18：00～19：00 

 

【女子中高生】学生企画 サイエンスバトル！？        19：15～20：45 

   グループで協力し合い、学生スタッフ（女子大学生・大学院生ＴＡ（ティーチ 

ングアシスタント））の出題する課題・クイズに挑戦しながらグループの親交を深 

めます。 

同時に会館内オリエンテーリングと参加者、スタッフ間の交流も行います。 

 

【保護者】【教員】夏の学校を知る               19：15～20：45 
今までの夏学のＤＶＤを視聴し、夏学の学びのポイントを知ります。 

講師  小川 順子 東京都市大学工学部原子力安全工学科准教授 

    （日本原子力学会、WiN-Japan） 

 

【共通】天体観望会＜オプション企画＞             21：00～ 

天体望遠鏡で武蔵嵐山の空を観測します。 

 

 

＜第２日 ８月１０日（金）＞ 

【共通】学生企画 才媛双六                   9：00～10：00 

 学生スタッフが作成したサイエンスクイズに答え、理系キャリアゲームを疑似 

体験します。キャリアは夏学卒業後からはじまり、進学、就職や結婚、育児など 

理系女子特有の悩みや人生に関わるさまざまな出来事を盛り込み、参加者に理系 

女子の夢やライフプランについて具体的なイメージを抱いてもらいます。 

理系進路選択の支援となるヒントを得られるプログラムです。 
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【女子中高生】サイエンスアドベンチャーⅠ「ミニ科学者になろう」 

10：00～12：00 

実験・実習にじっくりと取り組み、研究者・技術者と交流しながら自分なりの

発見をします。今年度は文理選択を迷っている生徒向けの不思議体験コース（実

験Ａ～Ｅ）と専門性の高いチャレンジコース（実験Ｆ～Ｋ）の２種類の実験を用

意します。 

実験Ａ 金属の不思議 

  Ｂ 宇宙の星から学ぶエネルギー－基礎から学ぶ福島の事故－ 

  Ｃ 水辺の生態系を観察しよう 

  Ｄ 電子回路を作って遊んでみよう！ 

  Ｅ 重力健康科学入門～自分の身体のシステムを知る 

  Ｆ 数学ソフトと歩く曲線の世界 

  Ｇ 結びのゲームを作って遊ぼう 

  Ｈ 大気圧を測ろう 

  Ｉ コンピュータで探す健康や環境浄化に係わる遺伝子 

  Ｊ オリジナルのＤＮＡストラップを作ろう－遺伝暗号のしくみを学ぶ－ 

  Ｋ 心臓を染めよう－心臓から学ぶ発生と進化－ 

 

【保護者】【教員】サイエンスカフェⅠ ポスター・キャリア相談 ＜一般公開＞ 
10：00～12：00 

   女子中高生が目指す理系分野の大学や研究の現状について知り、理解を図りま

す。ここでは、男女共同参画学協会連絡会や企業、大学等のポスターブースを見

学して、最先端の科学技術や理系教育の現状を知ります。 
 
     昼 食                       12：00～13：00 

 

【女子中高生】サイエンスアドベンチャーⅡ 国際交流     13：00～13：50 

  韓国の女子高校生とインターネットで交流を行い、学校や日ごろの生活、お互い 

の夢を語り合います。（希望者のみ参加します。終了後は、集合写真の撮影、ポス

ター・キャリア相談への参加となります。) 

 

【女子中高生】サイエンスアドベンチャーⅡ ポスター・キャリア相談 

     13：00～17：45 

男女共同参画学協会連絡会、企業や大学、研究所や行政など様々な立場の研究

者・技術者との進路相談や大学生・大学院生による学生生活アドバイスコーナー、

最先端科学技術を紹介する体験型のブースを回り、科学のおもしろさを発見し、自

分の進路を探索します。(国際交流を希望しない中高生は最初からの参加となります。

途中、集合写真の撮影があります。) 
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【保護者】サイエンスカフェⅡ                13：00～17：45 

   女子中高生の保護者を対象に、理系に進路選択することの魅力や現状について

研究者による講演を行います。また、理系に進んだ女子大学生・大学院生や新社

会人のショートストーリーを聞き、座談会を行います。 

 

【教員】サイエンスカフェⅡ                 13：00～17：45 

   中学・高校の理科や数学の授業で使える簡単で安全な実験や実習について、現

役研究者が紹介します。 

 

集合写真の撮影                   14：00～14：15 

 

【共通】交流パーティー                   18：00～19：00 

夕食をとりながら、講師、実行委員、女子大学生・大学院生との交流を深めます。 

 

【女子中高生】学生企画 キャリア・プランニング       19：15～20：45 

各チームでお互いのこれからのキャリア（進学や就職など）について話し合い、

最終日に予定されている自分自身の才媛双六を作るための準備をします。研究者・

技術者の方へのインタビューなどを通し、具体的な進路について考えます。 

 

【保護者】【教員】サイエンスカフェⅢ             19：15～20：45 

   日本学術会議、男女共同参画学協会連絡会、大学、企業等の研究者を囲んで理

系女子の活躍の現状と期待について語り合います。 

 講師  渡辺 政隆   日本学術会議連携会員（筑波大学教授） 

 司会  為近 恵美   ＮＴＴ（応用物理学会人材育成委員） 

永合 由美子  東京大学工学部広報室、元ライオン(株) 

（ＪＷＥＦ運営委員） 

町田 芽久美  日本化薬(株)（ＪＷＥＦ運営委員) 

森岡 由紀子  ＮＥＣ（応用物理学会人材育成委員) 

 

 【共通】研究者や学生ＴＡへのキャリア・進学懇談会＜オプション企画＞ 

                              21：00～ 

研究者・技術者や学生ＴＡから将来のことについて自由な形で話を聞きます。 
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＜第３日 ８月１１日（土）＞ 

【女子中高生】学生企画 サイエンスアンバサダーⅡ 

「自分の将来について考えよう」        9：00～11：00 

第２日に行った「才媛双六」のオリジナル版を作成します。これまでのプログ 

ラムから学んだこと、考えたことを生かし、これからの自分の将来について双六 

に表現します。また、作った双六についての感想やこれからの将来への希望など 

について「夏学タイムズ」という新聞にまとめます。 

【保護者】応援します！サイエンティストへの道（NWECプログラム） 

9：00～11：00 

   女子中高生に対する長期的なライフプランニングや男女共同参画について考え 

ます。 

 

【教員】応援します！サイエンティストへの道（NWECプログラム） 9：00～11：00 

   これまでのプログラムを振り返り、女子中高生の理系進路選択にどのように取 

り組むかについて考えます。また、自分自身の授業改革についても考えます。 

 

 

 

【共通】学生企画 表彰式                  11：15～12：00 

この３日間を振り返り、学生企画の成果をグループごとに発表、表彰を行いま

す。 

 

【共通】サイエンスアンバサダー任命式・閉校式        12：00～12：45 

  女子中高生の参加者全員がサイエンスアンバサダーに任命されます。自分の学

校や地域に戻った後、アンバサダーとして夏学の体験を伝えます。  

   任命       野呂 知加子   企画委員長（日本女性科学者の会） 
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2012 年 8 月 13 日
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118 名
115 件

97.5 ％

１．あなた自身についてお聞かせください。
◆都道府県

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
北海道 - - 石川県 1 0.9 岡山県 - -
青森県 1 0.9 福井県 - - 広島県 1 0.9
岩手県 4 3.5 山梨県 2 1.7 山口県 4 3.5
宮城県 7 6.1 長野県 2 1.7 徳島県 - -
秋田県 - - 岐阜県 4 3.5 香川県 1 0.9
山形県 6 5.2 静岡県 3 2.6 愛媛県 - -
福島県 - - 愛知県 1 0.9 高知県 1 0.9
茨城県 - - 三重県 - - 福岡県 2 1.7
栃木県 10 8.7 滋賀県 - - 佐賀県 3 2.6
群馬県 3 2.6 京都府 2 1.7 長崎県 7 6.1
埼玉県 9 7.8 大阪府 7 6.1 熊本県 1 0.9
千葉県 4 3.5 兵庫県 3 2.6 大分県 - -
東京都 8 7.0 奈良県 - - 宮崎県 - -
神奈川県 7 6.1 和歌山県 3 2.6 鹿児島県 - -
新潟県 1 0.9 鳥取県 - - 沖縄県 3 2.6
富山県 3 2.6 島根県 1 0.9 無回答 - -

合計 115 100.0

◆今後の具体的な進路
（※は「無回答」を除いた割合）

人数 ％ ※％
81 70.4 70.4
8 7.0 7.0
26 22.6 22.6
- -

115 100.0 100.0

２．今回の企画を何で知りましたか?該当するものすべてに○をつけてください（複数回答）。

人数 ％
(115名中)

①学校・先生から 88 76.5
②国立女性教育会館の広報（HP、メルマガ等）で見て 6 5.2
③新聞の記事 - -
④親、家族、親戚から 22 19.1
⑤その他 7 6.1

３．あなたが「女子中高生夏の学校２０１２」に参加した理由を教えてください（複数回答）。

人数 ％
(115名中)

①科学・技術分野に興味があるから 69 60.0
②将来の進路を考える参考にするから 61 53.0
③講師の先生に関心があるから 1 0.9
④おもしろそうなプログラムがあるから 62 53.9
⑤他校の生徒と話をしてみたかったから 24 20.9
⑥大学生と話をしてみたかったから 16 13.9
⑦先生に勧められたから 31 27.0
⑧親等に進められたから 20 17.4
⑨その他 9 7.8

文系
まだ決めていない
無回答
合計

参加者
アンケート回答数
アンケート回答率

理系

「女子中高生夏の学校２０１２　～科学・技術者のたまごたちへ～」
アンケート集計結果（女子中高生用）
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４．各プログラムの内容はいかかがでしたか？

【1日目】

サイエンスアンバサダーⅠ （※は「参加していない」「無回答」を除いた割合）

人数 ％ ※％
非常に有用だった 43 37.4 37.4
有用だった 62 53.9 53.9
あまり有用ではなかった 8 7.0 7.0
有用でなかった 2 1.7 1.7
参加していない - -
無回答 - -

115 100.0 100.0
＜感想＞

・ この会の事がよくわかった（7件）
・ 夏学で学ぶべきこと、メモの取り方、文章の書き方など、とても参考になった
・ サイエンスアンバサダーのことをよく知ることができた

キャリア講演①柳優さん
人数 ％ ※％

非常に有用だった 50 43.5 43.5
有用だった 59 51.3 51.3
あまり有用ではなかった 4 3.5 3.5
有用でなかった 2 1.7 1.7
参加していない - -
無回答 - -

115 100.0 100.0
＜感想＞

・ 好きなことをやりながら好きな仕事と両立できてすごい（5件）
・ いろんな将来があるのだと感じた。やはり1番は好きであること、興味があること
・ 仕事と興味・家庭を両立する事が自分磨きにつながることを知った

キャリア講演②永松愛子さん
人数 ％ ※％

非常に有用だった 60 52.2 52.2
有用だった 53 46.1 46.1
あまり有用ではなかった 1 0.9 0.9
有用でなかった 1 0.9 0.9
参加していない - -
無回答 - -

115 100.0 100.0
＜感想＞

・ 子供がいる科学者が私の最終目標になった
・ 女磨きをしっかりしてるのがすごいと思った
・ 理系の女性の話をなかなか聞くことができないのでよかった

女性科学者・技術者の職場訪問
人数 ％ ※％

非常に有用だった 81 70.4 70.4
有用だった 33 28.7 28.7
あまり有用ではなかった - - -
有用でなかった 1 0.9 0.9
参加していない - -
無回答 - -

115 100.0 100.0
＜感想＞

・ 楽しく仕事をやっているようで、私もそんな仕事に就きたいと思った。（2件）
・

・ JAXAの貴重な女性の方の話はすごく良い経験だった

合計

合計

合計

合計

いろいろ宇宙について知ることができ面白かった。結構わかり易い内容で仕事をする上で、どの職業にも共通
することがあってとても為になった
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学生企画　サイエンスバトル！？
人数 ％ ※％

非常に有用だった 81 70.4 70.4
有用だった 33 28.7 28.7
あまり有用ではなかった - - -
有用でなかった 1 0.9 0.9
参加していない - -
無回答 - -

115 100.0 100.0
＜感想＞

・ 班活動の一番初めで、みんなのいろいろな面が見れて楽しかった
・ 他校の人たちと関われグループの人とは仲良くなれて良かった
・ とても楽しかった（20件）

天体観測会
人数 ％ ※％

非常に有用だった 5 4.3 15.6
有用だった 8 7.0 25.0
あまり有用ではなかった 17 14.8 53.1
有用でなかった 2 1.7 6.3
参加していない 81 70.4
無回答 2 1.7

115 100.0 100.0
＜感想＞

・ 望遠鏡の仕組みが分かって楽しかったが星が見えなかったのが残念（2件）
・ 星が見えなかったので家でチャレンジしたい
・ 星が見れたら、絶対必要だったものと思う。星が見たかった

【2日目】

学生企画　才媛双六
人数 ％ ※％

非常に有用だった 69 60.0 60.0
有用だった 42 36.5 36.5
あまり有用ではなかった 3 2.6 2.6
有用でなかった 1 0.9 0.9
参加していない - -
無回答 - -

115 100.0 100.0
＜感想＞

・

・ 問題に答えるとマスが進められるという、アイディアいっぱいの活動で楽しかった
・ 理系のクイズがとても面白かった。班との交流が深められた

合計

合計

合計

自分の知らない知識を知ることもでき、将来に関わる自分の人生も少し考えられた。また、班でも協力性が高
まった
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サイエンスアドベンチャーⅠ　実験・実習

人数 ％ ※％
A 5 4.3 5.8
B 9 7.8 10.5
C 8 7.0 9.3
D 12 10.4 14.0
E 7 6.1 8.1
F 4 3.5 4.7
G 9 7.8 10.5
H 7 6.1 8.1
I 9 7.8 10.5
J 9 7.8 10.5
K 7 6.1 8.1
無回答 29 25.2

115 100.0 100.0

人数 ％ ※％
1 41 35.7 47.7
2 45 39.1 52.3
無回答 29 25.2

115 100.0 100.0

人数 ％ ※％ 人数 ％ ※％ 人数 ％ ※％
非常に有用だった 81 70.4 73.6 2 40.0 40.0 8 88.9 88.9
有用だった 27 23.5 24.5 3 60.0 60.0 1 11.1 11.1
あまり有用ではなかった - - - - - - - - -
有用でなかった 2 1.7 1.8 - - - - - -
参加していない - - - - - -
無回答 5 4.3 - - - -

115 100.0 100.0 5 100.0 100.0 9 100.0 100.0

人数 ％ ※％ 人数 ％ ※％ 人数 ％ ※％
非常に有用だった 6 75.0 85.7 9 75.0 81.8 7 100.0 100.0
有用だった 1 12.5 14.3 2 16.7 18.2 - - -
あまり有用ではなかった - - - - - - - - -
有用でなかった - - - - - - - - -
参加していない - - - - - -
無回答 1 12.5 1 8.3 - -

8 100.0 100.0 12 100.0 100.0 7 100.0 100.0

人数 ％ ※％ 人数 ％ ※％ 人数 ％ ※％
非常に有用だった - - - 6 66.7 66.7 6 85.7 85.7
有用だった 4 100.0 100.0 3 33.3 33.3 1 14.3 14.3
あまり有用ではなかった - - - - - - - - -
有用でなかった - - - - - - - - -
参加していない - - - - - -
無回答 - - - - - -

4 100.0 100.0 9 100.0 100.0 7 100.0 100.0

人数 ％ ※％ 人数 ％ ※％ 人数 ％ ※％
非常に有用だった 7 77.8 77.8 6 66.7 66.7 7 100.0 100.0
有用だった 2 22.2 22.2 3 33.3 33.3 - - -
あまり有用ではなかった - - - - - - - - -
有用でなかった - - - - - - - - -
参加していない - - - - - -
無回答 - - - - - -

9 100.0 100.0 9 100.0 100.0 7 100.0 100.0

Ａ Ｂ

コース

合計

コース区分

合計

Ｉ Ｊ Ｋ

Ｆ Ｇ Ｈ

全体

合計

合計

Ｃ Ｄ Ｅ

合計

合計
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〈コース別〉

人数 ％ ※％ 人数 ％ ※％
非常に有用だった 32 78.0 82.1 32 71.1 71.1
有用だった 7 17.1 17.9 13 28.9 28.9
あまり有用ではなかった - - - - - -
有用でなかった - - - - - -
参加していない - - - -
無回答 2 4.9 - -

41 100.0 100.0 45 100.0 100.0
＜感想＞

・

・ ますます生物に興味が持てた貴重な時間だった
・ 普通ではできない実験ができて楽しかった（2件）

サイエンスアドベンチャーⅡ　国際交流
人数 ％ ※％

非常に有用だった 20 17.4 27.4
有用だった 31 27.0 42.5
あまり有用ではなかった 15 13.0 20.5
有用でなかった 7 6.1 9.6
参加していない 40 34.8
無回答 2 1.7

115 100.0 100.0
＜感想＞

・ 外人としゃべるのってすごい。韓国の人は英語ペラペラ（3件）
・ 国は違ってもお互いに交流できてうれしかった
・ 韓国人の人達と会話するという、貴重な体験ができてとてもよかった

人数 ％ ※％
非常に有用だった 77 67.0 68.8
有用だった 31 27.0 27.7
あまり有用ではなかった 2 1.7 1.8
有用でなかった 2 1.7 1.8
参加していない - -
無回答 3 2.6

115 100.0 100.0
＜感想＞

・

・ 研究者の方と直接話ができるよい機会になった（3件）
・ 自分の将来の選択を行うに当たって役立つ話ばかりだった

交流パーティー
人数 ％ ※％

非常に有用だった 63 54.8 55.3
有用だった 45 39.1 39.5
あまり有用ではなかった 5 4.3 4.4
有用でなかった 1 0.9 0.9
参加していない - -
無回答 1 0.9

115 100.0 100.0
＜感想＞

・ 班の人や他の班の人たちとも沢山話せて良かった（8件）
・ 楽しく交流ができる。食事もおいしい。他のグループの人と話せるのもいい。もっと交流できたら良かった
・ 自分とは違った分野を研究している人と話せて良かった

合計

サイエンスアドベンチャーⅡ

興味のあるものを体験することができるのはとても面白い。工作などもできとても楽しかった。もっとDNAについ
て知りたかった

合計

いろんな分野のことについて知れて良かった。分かり易いし直接質問できて楽しかった。将来には一番有用

サイエンスアドベンチャーⅡ

合計

不思議 チャレンジ

合計

ポスター・キャリア相談
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学生企画　キャリア・プランニング
人数 ％ ※％

非常に有用だった 67 58.3 59.8
有用だった 41 35.7 36.6
あまり有用ではなかった 3 2.6 2.7
有用でなかった 1 0.9 0.9
参加していない - -
無回答 3 2.6

115 100.0 100.0
＜感想＞

・

・ みんなと改めて将来について話すことによって良い刺激になった（2件）
・ 自分を見直すいい機会になった（3件）

研究者やＴＡへのキャリア・進学相談会
人数 ％ ※％

非常に有用だった 62 53.9 72.9
有用だった 20 17.4 23.5
あまり有用ではなかった 2 1.7 2.4
有用でなかった 1 0.9 1.2
参加していない 29 25.2
無回答 1 0.9

115 100.0 100.0
＜感想＞

・

・ 学生のTAさんと仲良くなれて、大学について知ることができて良かった
・ 同じ価値観を持つTAがいたので悩みを話すことができた

【3日目】

学生企画　サイエンスアンバサダーⅡ
人数 ％ ※％

非常に有用だった 60 52.2 62.5
有用だった 33 28.7 34.4
あまり有用ではなかった 2 1.7 2.1
有用でなかった 1 0.9 1.0
参加していない - -
無回答 19 16.5

115 100.0 100.0
＜感想＞

・

・ 皆で作れて、最後の共同作業楽しかった
・ 楽しかった。みんなで協力できて良かった（7件）

学生企画　夏学振り返りと表彰式
人数 ％ ※％

非常に有用だった 56 48.7 58.3
有用だった 38 33.0 39.6
あまり有用ではなかった 1 0.9 1.0
有用でなかった 1 0.9 1.0
参加していない - -
無回答 19 16.5

115 100.0 100.0
＜感想＞

・ どの班もそれぞれ個性にあふれていてとても楽しい表彰式だった（2件）
・ 色んなことが思い出されて良かった
・ 振り返ってみると短かったけれど楽しかった

合計

やはり、自分達の考えだけでは甘いところがあることが分かる。現実的にいろんな情報を教えてもらえて良かっ
た

合計

グループの子と協力して、双六を作ることができ楽しかった。自分達で自分達の人生を決めることはとてもすご
いことだ

合計

自分の将来をもう一度深く考えることができるし、グループでいろんな意見を出し合えて盛り上がれたので楽し
かった。先輩方の意見も聞けてより考えられた

合計
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サイエンスアンバサダー任命式と閉校式
人数 ％ ※％

非常に有用だった 51 44.3 54.3
有用だった 40 34.8 42.6
あまり有用ではなかった 1 0.9 1.1
有用でなかった 2 1.7 2.1
参加していない - -
無回答 21 18.3

115 100.0 100.0
＜感想＞

・ サイエンスアンバサダーとして学校の人に色々伝えたい
・ 今日来ていない人にも夏学について伝えたいと思った
・ 皆と離れるのはさびしいけれど頑張りたい

５．「女子中高生夏の学校２０１２」全体についてお聞きします。
（※は「無回答」を除いた割合）

人数 ％ ※％
非常に満足した 87 75.7 79.1
満足した 21 18.3 19.1
少し物足りなかった - - -
物足りなかった 2 1.7 1.8
無回答 5 4.3

115 100.0 100.0

６．理系への進路や科学・技術分野の職業選択について、参加して感じたことを自由にご記入下さい。
・

・

・

・

・

初めて参加したが、ＴＡのお姉さんも先生もグループのみんなもよくしてくれて良かった。大学進学することを
決めた。今度は「ＴＡ」になって来たい。来年も来たい。ありがとうございました
夏学に初めて参加して、理系の仕事について改めて詳しく知ることができた。また、初めて知り合った仲間とも
交流を深め、友だちになることができ、とても嬉しかった。貴重な体験ができてよかった。ありがとうございました

合計

合計

理系の女性研究者の立ち位置について、あまり深く考えたことがなかったので、今回、夏学に参加してみて自
分の中の意識が大きく変わったのを実感した。生の声というのはなかなか聞くことができないしTAの方とは年も
近かったので気軽に相談できた。深く印象に残ったことは、まず、結婚・出産といった女性特有のイベントを人
生ステージのどこにおくのかしっかり前もって考えておくべきだということ、そして女性研究者の数を増やそうと
いう風が吹いている今がチャンスだということ
私は最初、文系より理系の方がまだ好きというだけで、そこまで強く理系に進みたい思いはなかった。でも、夏
学の3日間を通して短い期間ではあったものの、本当に多くの事を学んだ。実際にその分野に進む大学院生
のTAをはじめ、そういった分野に進み実際に働いている方の話など、自分の進路選択に大きく関われた。そし
て結果的にやっぱり理系は面白い、まだ明確な夢はないが理系に進みたい。そう思うことができた。この夏学
は本当に身になった。本当に良かった。また参加したい
今まで理系というととにかく男というイメージが強く、理系を選択しながらも少し迷いがあった。しかし、夏学に参
加して男女はあまり関係ないという印象を受けた。また、今まで興味のなかった分野の面白さに気付き自分の
視野が広がった
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「女子中高生夏の学校２０１２　～科学・技術者のたまごたちへ～」
アンケート集計結果（教員用）
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・

【2 日目】
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特になし
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「女子中高生夏の学校２０１２　～科学・技術者のたまごたちへ～」
アンケート集計結果（保護者用）

・
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「企業を成長に導く女性活躍促進セミナー」実施要項 

 
 
 
１．趣  旨 
  本セミナーは、企業において女性の活躍が一層推進されることを目的として、企業 
における人材活用の推進者、管理職、チームリーダーを対象に実施します。 

  講演によりダイバーシティの本質について理解を深め、パネルディスカッションで 
女性の活躍推進のため何をすべきか考えます。そして、ワークショップにより参加者 
一人一人が課題に向き合い解決の方向を探ります。 

  さらに、夜の情報交流会において参加者同士による情報交換やネットワーク作りの 
場を提供します。 
 
２．主  催   

独立行政法人 国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 
 
３．後  援 

 財団法人 ２１世紀職業財団 
 
４．会  場 
   国立女性教育会館 
   〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷 728 
   TEL:0493-62-6718・6724  Eメールアドレス:progdiv@nwec.jp 
   FAX:0493-62-6720     ホームページ URL：http://www.nwec.jp/ 
 
５．期  日 

平成２４年１２月１４日（金）～１２月１５日（土） １泊２日（※） 
(※) 初日のみの参加も可能です。 
 

６．参 加 者 
企業における人材活用の推進者、管理職及びチームリーダー 

 

７．定  員  ８０名 
 

８．日程 
 

12/14 
（金） 

           12:30 13:00 13:20  14:30      16:40       18:15  19:00    20:30 

 受 
付 

開 
会 

基調 
講演 

ﾊﾟﾈﾙ 
ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

ワーク 
ショップⅠ 

※女性 
教育情報 
ｾﾝﾀｰ 
見学 

※情報 
交流会 

 
 
12/15 
（土） 
 

9:00       11:10     12:20  12:30 

ワーク 
ショップⅡ 

ﾜｰｸ 
ｼｮｯﾌﾟⅢ 

閉 
会 

 

 ※女性教育情報センター見学、情報交流会は希望者のみのプログラムです。 

   各プログラムの間に 10分の休憩があります。 
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９．内  容 

第１日 １２月１４日（金） 

 
（１）開会（大会議室）                                  13:00～13:20 

主催者あいさつ    内海 房子   国立女性教育会館理事長   

 

（２）基調講演「経済活性化とワーク・ライフ・バランスをともに 

実現する鍵 －ダイバーシティの本質を学ぶ」（大会議室）         13:20～14:20 

  

講 師：山口 一男 氏 シカゴ大学 ハンナ・ホルボーン・グレイ記念特別 

社会学教授 

★国内外のデータや事例分析により「ダイバーシティ、特に女性の活躍推進は企業に 

多面的な経営効果をもたらす」ことが確認されています。ところがほとんどの企業で 

取り組みがなされていない状況で、山口氏はこれを野球にたとえて「“空振りの三振” 

ではなく“見送りの三振”」であると指摘されています。 

日本社会にダイバーシティ推進が切実に求められる背景と意義、現状と課題から具 

体的方策をふまえて、ダイバーシティの本質と、なぜ今「女性の活躍推進」が求めら 

れるのか、いったい私たちは何をなすべきなのか、視野を広げて学びましょう。 

【講師紹介】 

  山口 一男 氏 

   1971年東京大学理学部卒業後、1971年総理府に勤務。1981年シカゴ大学社会 

学博士取得、1983年コロンビア大学公共衛生大学院助教授、1985年カリフォル 

ニア大学ロサンジェルス校社会学部助教授及び准教授を経て 1991年よりシカ 

ゴ大学社会学部教授、現在に至る。 

＜主な著書＞『ワーク・ライフ・バランス －実証と政策提言』（日本経済新聞社） 

『ダイバーシティ 生きる力を学ぶ物語』（東洋経済新報社） 

    

（３）パネルディスカッション「企業の成長は女性が握る」（大会議室） 

14:30～16:30 

★企業における女性の活躍の取り組み事例などをもとに、女性の活躍を促進するため 

の課題や、女性の活躍を創出していく上で、何が求められるかについて議論します。 

パネリスト：古道 義成 氏   NECソフト株式会社 

パネリスト：古道 義成    代表取締役執行役員社長 

パネリスト：高松 和子 氏   財団法人２１世紀職業財団理事 

  YAMAGATA INTECH株式会社顧問 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ  ： 山口 一男 氏   シカゴ大学 ハンナ・ホルボーン・グレイ記念特別 

 社会学教授 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ ：内海 房子    国立女性教育会館理事長 
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【パネリスト紹介】 

   古道 義成 氏 

    1976年静岡大学大学院工学研究科修了。1976年日本電気ソフトウェア（現 

NECソフト）入社。2001年執行役員、2006年執行役員常務兼第一ｿﾘｭｰｼｮﾝ事 

業本部長、2008年取締役執行役員常務を歴任し、2009年 6月代表取締役執行 

役員社長に就任、現在に至る。 

女性活躍促進に熱心に取り組み、女性管理職の数を増やしている。 

 

    高松 和子 氏 

     1974年東京大学卒業後ソニー株式会社入社。1987年統括課長、1992年統括 

部長、1996年経営戦略部事業企画担当部長、2000年ｿﾆｰﾃﾞｼﾞﾀﾙﾈｯﾄﾜｰｸｱﾌﾟﾘｹｰ 

ｼｮﾝｽﾞ株式会社を設立し、取締役として出向、2003年同社代表取締役就任。 

2008年よりソニー株式会社環境担当ＶＰとなる。2005年よりDIVI(Diversity  

Initiative for Value Innovation）プロジェクトが発足し、2012年 3月ま 

で代表幹事を務めた。 

2012年 3月ソニー株式会社を定年退職。2012年 4月 YAMAGATA INTECH株式会 

社顧問に就任、現在に至る。2010年 7月より 21世紀職業財団理事を務めて 

いる。 

 

（４）ワークショップⅠ （110研修室） 
               16:40～18:10 

★小グループに分かれて討議します。講演やパネルディスカッションを参考に、ダイ 

バーシティ(女性活躍)推進やワーク・ライフ・バランス推進などに関する職場の課題 

を出し合い、その中から検討テーマを選定してじっくり向き合います。 

日頃の経験や思い、アイディアをぶつけ合いながら、課題の根底に潜む真の原因が 

浮かぶまで深く掘り下げ検討します。 

 
（５）女性教育情報センターの活用 （希望者のみ参加） 

    18:15～18:45 

★企業におけるダイバーシティの取り組みに関する新聞記事情報の入手方法、女性の

活躍促進に関する資料の探し方など、女性教育情報センターの活用方法について見学

とあわせてご紹介します。 

 
（６）情報交流会（※希望者のみ参加）（本館食堂）           19:00～20:30 
 

 ★全国からの参加者と交流し、参加者同士の情報ネットワークづくりを行います。夕 

食を兼ねた立食形式の情報交流会です。 

 

第２日 １２月１５日（土） 

（７）ワークショップⅡ （110研修室）              9:00～11:00 

 

★グループ単位にワークショップⅠにおける検討結果を受けて解決策を探ります。 

短時間により大きな成果を生み出すことを目的として「アクションラーニング」手法
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を適用します。参加者の多様な視点からの問いかけによって、考えを広げたり深めた

りしながら検討成果をまとめ上げます。受容と共感、相互の変化、シナジー効果など

ワークショップならではの高揚感あるプロセスを体感します。 

 

（８）ワークショップⅢ  （110研修室）                     

11:10～12:20 

★グループ毎に検討結果を発表して全員でシェアします。 

思いがけない発見や気づき等も得られることと思います。ワークショップ活動全体 

を通した「振り返り」も行いますので、明日の行動、意志決定へと繋がる気づき、成 

果などたくさんお持ち帰り下さい。 

 

（９）閉会・アンケート記入（110研修室）               12:20～12:30              

  

10．所要経費 

（１）受 講 料   ３，０００円 

 

（２）情報交流会費 ３，０００円（希望者のみ） 

※１日目に夕食を兼ねた情報交流会を立食形式で行います。 

 

11．その他 

期間中、職員が撮影した写真を、事業記録や広報のために使用することがあり 

ます。あらかじめご了承ください。 
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平成 24年度「企業を成長に導く女性活躍推進セミナー」　参加者概況
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平成 24年度「企業を成長に導く女性活躍推進セミナー」　アンケート集計結果
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第２回「企業を成長に導く女性活躍促進セミナー」実施要項
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第 2回「企業を成長に導く女性活躍推進セミナー」　アンケート集計結果
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女性アーカイブ機能の充実	 

	 

資料の収集・デジタル化	 

	 

コレクション名	 収集点数	 目録データ入力件数	 

全国婦人新聞社取材写真コレクション	 	 	 	 	 	 	 	 697	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 697	 

志熊敦子資料	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 193	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 611	 

礒部幸江資料	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 39	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 106	 	 

婦人学級関係資料	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 246	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 248	 	 

九重年支子資料	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 81	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 85	 

	 合	 計	 1,256	 点	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 1,747	 件	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （平成24年度合計）	 	 	 	 	 	 【1,068】	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 【1,899】	 

	 

展示	 

	 	 (1)	 所蔵展示では、生誕120年を迎える市川房枝(1893-1981)に関する記事を「全国婦人新聞社取材写真コ	 

レクション」から展示し、同時に「稲取婦人学級資料」、「塩ハマ子・春秋会コレクション」等の所	 

蔵資料を紹介した。	 

	 	 (2)	 企画展示は、さまざまな分野においてチャレンジした女性たちのあゆみから日本の男女共同参画社会	 

を考えるシリーズ企画の第5回目として開催した。日本の女性建築家のパイオニア6氏（土浦信子・吉	 

田文子・浜口ミホ・林雅子・中原暢子・飯島静江）、現代に活躍する3氏（長谷川逸子・後藤眞理子・	 

阪東美智子）を取りあげ、建築模型や雑誌記事、図面など、様々な資料の展示を通して紹介した。	 

	 

	 	 【平成24年度	 企画展示3,100件、所蔵展示8,176件：合計11,276件】	 	 累計：10,617＋11,276＝21,893件	 
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「女性情報アーキビスト養成研修（入門）＋（実技コース）」実施要項	 

	 

女性の歴史を今に生かし、未来につないでいくためには、女性に関わる原資料（女性アーカイブ）の

適切な保存と活用が必要です。独立行政法人国立女性教育会館では、女性アーカイブの保存・提供に携

わる実務者の方を対象に、平成２１･２２年度に「女性情報アーキビスト入門講座」、それを引き継いで

平成２３年度に「女性情報アーキビスト養成研修（入門）」を実施しました。今年度は、（入門）にお

いて女性アーカイブの基礎的な保存技術や整理方法をご紹介するとともに、実習を通してより実践的に

学んでいただく（実技コース）を新たに設けました。	 

アーカイブの保存や整理について新しい情報をお求めの方、これから業務にとりくむ方、関心をお持

ちの方のご参加をお待ちしております。	 

	 

	 

１．期	 	 日	 	 平成２４年１２月５日（水）～１２月７日（金）	 

	 	 ①入	 	 	 門：１２月５日（水）～１２月６日（木）	 １泊２日	 

	 	 ②実技コース：１２月６日（木）～１２月７日（金）	 １泊２日	 

	 

２．主	 	 催	 	 	 独立行政法人	 国立女性教育会館	 

	 

３．会	 	 場	 	 	 国立女性教育会館	 

〒355-0292	 埼玉県比企郡嵐山町菅谷 728 番地	 （東武東上線武蔵嵐山駅下車徒歩 12分）	 

URL: http://www.nwec.jp/	 
	 

４．募集人員	 	 女性史関係者、女性関連施設職員、図書館の実務担当者など(機関・団体の図書室・	 

図書館に所属している方を優先します）	 

①入門：３０名	 

②実技コース：１０名	 なお、次のa)、b)いずれかにあてはまる方	 

a)①（平成２４年度（入門））との同時受講が可能であること。	 

b)平成２１/２２年度「女性情報アーキビスト入門講座」または	 

平成２３年度「女性情報アーキビスト養成研修（入門）」を受講済であること。	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 応募者多数の場合は、a)の方を優先します。	 

	 

＊実技コース参加の方には、事前課題（デジタル化する資料の目録データを別途送付	 

するExcelファイルに入力）の提出と、その資料の当日持参をお願いします。受講決	 

定後、詳細をお知らせします。	 

５．日程・内容	 

１２月５日（水）	 

＜入門	 第１日＞	 

１２：３０～１３：００	 受付	 	 

１３：００～１３：１０	 開会	 

挨拶	 

	 

国立女性教育会館理事長	 

内海房子	 

１３：１０～１３：１５	 オリエンテーション	 	 

１３：１５～１４：３０	 女性アーカイブ概論	 

女性に関わる原資料および組織の役割とその

可能性について学びます。	 

	 

東京大学史料編纂所教授	 

久留島典子	 

平成 24年度「女性情報アーキビスト養成研修（入門）＋（実技コース）」実施要項
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１４：４５～１５：３０	 写真の保存の実際	 

写真資料の保存について、基礎知識と具体的

な方法を学びます x	 

	 

東京国立博物館保存修復課

主任研究員	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 荒木臣紀	 	 	 	 	 

１５：４５～１７：００	 アーカイブの活用	 Ⅰ	 

「3 がつ 11 にちをわすれないためにセンタ

ー」の事例をもとに、市民参加型のアーカイ

ブの構築・運営について学びます。	 

	 

せんだいメディアテーク企

画・活動支援室長	 

甲斐賢治	 

１９：００～２０：３０	 情報交換会（希望者のみ）	 

参加者相互の情報交換やネットワークづくり

の場を提供します。	 

	 

	 

１２月６日（木）	 

＜入門	 第２日＞	 

９：００～１０：１５	 アーカイブと著作権	 

アーカイブに関わりの深い情報公開に関連す

る部分を中心に学び、著作権に対する理解を

深めます。	 

	 

横浜国立大学教授	 

川瀬真	 

１０：３０～１１：１５	 アーカイブの活用	 Ⅱ	 

国立女性教育会館女性アーカイブセンターの

概要や活用事例（復興支援女性アーカイブ

(仮)）を紹介します。	 

	 

国立女性教育会館情報課長	 

市村櫻子	 

１１：１５～１１：２０	 閉会	 	 

１１：２０～１２：００	 女性教育情報センター、女性アーカイブセ

ンター見学（希望者のみ）	 

	 

	 

＜実技コース	 第１日＞	 

女性デジタルアーカイブシステムの構築事例を学び、ブックスキャナーを使って持参した資料のデジタ

ル化を実習します。ここで作成したデータは NWEC 女性デジタルアーカイブシステムに格納し、今回の研

修成果をインターネット上で閲覧できます。	 

１３：４５～１４：００	 受付	 	 

１４：００～１４：１５	 開会	 

オリエンテーション	 

	 

１４：１５～１４：４５	 アーカイブの実践	 

デジタルアーカイブ構築の実践事例を紹介し

ます。	 

	 

エセナおおた	 

	 	 	 	 	 	 	 	 牟田静香	 

１４：４５～１５：００	 デジタルアーカイブシステムについて	 

デジタルアーカイブシステムの事例を紹介

し、質問・疑問にお答えします。	 

	 

インフォコム（株）	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 栗原浩	 

１５：１５～１６：３０	 資料のデジタル化実習	 

ブックスキャナの実演を経て、デジタルデー

タの作成方法を実習します。	 

	 

（株）極東書店	 

	 	 	 雨谷好倫,	 石原政学	 

	 	 

１２月７日（金）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

＜実技コース	 第２日＞	 

紙資料の保存に必要な知識と技術を実習を通して学びます。	 

９：００～１２：００	 紙資料保存の実践	 

実技を通して本の構造を学び、簡単な製本や	 

資料の保存方法を学びます。	 

	 

（株）資料保存器材	 

木部徹, 伊藤美樹	 

１２：００～１３：００	 昼休み	 	 

―204―



 

 

１３：００～１５：００	 	 

午前の実習の続きを行います。	 

	 

	 

（株）資料保存器材	 

木部徹, 伊藤美樹	 

１５：００～１５：０５	 閉	 会	 	 

	 

６．所要経費	 	 	 

（１）参	 	 加	 	 費	 	 	 ①入門：無料、②実技コース：実習用材料費等実費（5,000 円程度）	 

（２）宿	 	 泊	 	 費	 	 １泊 1,000 円（前・後泊とも同額）	 

（３）食	 	 	 	 	 	 	 	 費	 	 １食あたり 800 円程度（カフェテリア方式）	 

（４）情報交換会費	 	 500 円	 

	 

７．申込み手続	 

（１）方	 法	 次の①～③いずれかにてお申込みください：	 

	 	 	 	 ①	 ホームページから申込書をダウンロードしてご記入のうえ、FAX または電子メールのファイル添	 	 

	 	 付にてお送りください。電子メールでお申込みの場合は、件名を「女性情報アーキビスト養成研修	 

	 	 申込」としてください。	 

	 	 	 	 	 	 ホームページのアドレスは次のとおりです：	 

	 http://www.nwec.jp/jp/archive/archivist2012.html	 

	 	 ②	 チラシ裏面の申込書を FAX でお送りください。	 

	 	 ③	 次の必要事項を FAX または電子メールでお送りください。電子メールでお申込みの場合は、件

名を「女性情報アーキビスト養成研修申込」としてください。	 

１）氏名(フリガナ)	 ２）住所（郵便番号含む）	 ３）TEL	 	 	 	 	 ４）FAX	 

５）電子メールアドレス	 ６）性別・年齢	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ７）所属機関・団体名	 

８）参加コースおよび参加日	 

入門のみ	 /	 実技コースのみ	 /	 両方とも	 

入門の参加日は	 全日	 /	 5 日のみ	 /	 6 日のみ	 

【実技コースは全日参加していただきます。一部のみの参加はできませんのでご了承く

ださい】	 

９）平成２１～２３年度に開催した講座・研修の受講歴	 

10）宿泊および食事の要・不要	 

入門：宿泊、5 日昼食	 /	 5 日夕食	 /	 5 日情報交換会	 /	 6 日朝食	 

前泊(4 日)希望の場合は	 4 日夕食	 /	 5 日朝食	 

後泊(6 日)希望の場合は	 6 日夕食	 /	 7 日朝食	 

実技コース：宿泊、6 日昼食	 /	 6 日夕食	 /	 7 日朝食	 

後泊(7 日)希望の場合は	 7 日夕食	 /	 8 日朝食	 

実技コースのみ参加で前泊(5 日)希望の場合は	 4 日夕食	 /	 5 日朝食	 

11）ご自身またはご所属の機関・団体で保管している女性アーカイブ資料について内容や	 

数量等、概要を簡単にご紹介ください。	 

12）この研修で特に学びたいこと	 

お申込みの FAX/電子メールに、受付完了の旨返信を差し上げます。3 日以上経っても返信がな

い場合は、届いていない可能性がありますので、お問い合わせください。	 

（２）期	 限	 	 平成２４年１１月１２日（月）	 

定員を著しく超えた場合は、期限前に締め切ることもあります。	 

	 

※記載された個人情報については、国立女性教育会館の事業の企画・実施・連絡のみに使用いた

します。今後、国立女性教育会館女性アーカイブセンターの事業実施のご案内を差し上げる場

合があります。ご不要な場合はその旨お書き添えください。	 

※氏名、住所の都道府県名、所属機関・団体名は参加者名簿に記載し、参加者に配布いたします。	 

８．申込み・問合わせ先	 

国立女性教育会館情報課	 桂典子・赤嶺良子	 

TEL:	 0493-62-6727	 	 FAX:	 0493-62-6721	 	 電子メール:	 infodiv@nwec.jp	 
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1 

平成２４年度女性情報アーキビスト養成研修（入門）＋（実技コース）アンケート集計結果 
 
参加者・回答者数  1)「入門」 ３２名 （女性３０名、男性２名） 

アンケート回収率 １００％ 
2)「実技コース」 １２名（女性１２名）  
アンケート回収率 １００％ 

 
１．満足度    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．有用度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．意見・感想等（自由記述欄より抜粋） 
 
「入門」 

女性アーカイブ概論 アーカイブスとは何かということ、又、女性センターとしてのアーカイブスにつ
いて学ぶことが出来た。今後の課題としてしっかり取り組みたいと思った。 

写真の保存の実際 写真の保存は大変奥が深く、その技術も短時間で学べるものではないことを実感
しました。 

アーカイブに取り組む 
～市民参加型アーカ
イブの構築と運営 

映像を地域の方々とつくり、集め、保存していく、その仕組みを教えていただき、
参考になりました。 

「実技コース」  １００．０％ 「入門」  ９３．１％ 

「入門」  ９７．４％ 「実技コース」  １００．０％ 

物足りなかった
　　　　3.4%

有用で
なかった
0.5%あまり有用で

なかった
2.1%

少し物足り
なかった
3.4%

概ね満足した
41.4%

概ね有用
だった
34.2%

概ね有用だった
20.8%

非常に有用
だった
63.2%

非常に有用だった
79.2%

非常に満足した
51.7%

非常に満足した
70.0%

概ね満足した
３0.0%
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2 

アーカイブと著作権 
身近の例をあげての講演とても効果的でした。著作権については仕事に直接かか

わるので、何度も勉強していきたいと改めて感じました。 

女性アーカイブの連

携をめざして 

意欲が感じられるプレゼンでした。全国からの参加により広がることがアーカイ

ブの強化につながると思います。 

全体の感想 

いま現在はどこにも所属しておりませんが、これから図書館で仕事をするにあた

っての心の持ち方、資料へのあたり方、活用方法について考える良いきっかけと

なり、学んだ事を積極的に活かしていきたいと強く感じました。 

国立女性教育会館女

性アーカイブセンター

に期待すること 

  

各地の女性センターのみならず、大学図書館、公共図書館としっかりリンクする

ことを望みます。 

活動が全国に広がるよう期待します。この様な研修で異なる地域、異なる分野（機

関）の方と共に研修できることでアーカイブが広がることをも効果的であると思

います。 

 

「実技コース」 

アーカイブの実践 

情報をデジタル化することの必要性を理解してもらうことの難しさを痛感して

います。また記録に残していくための作業に時間をとれない現状を打破していき

たいと思います。 

デジタルアーカイブ 

システムについて 

デジタルアーカイブシステムによる女性関連施設の連携以外に、それ以外の施

設、企業等横のつながりが広がることがわかった。 

資料のデジタル化 

実習 

  

実際にスキャナを使いデータを保存し、機器を使うことで作業量（時間）が大幅

に減少できると思いました。 

現在講座資料をスキャンして作成・保存しており、形式的には同じ事であると思

ったが、アーカイブのための保存方法として楽に作業が行えると思った。 

紙資料保存の実践 

  

紙媒体を保存していくための知識を学び実習することで、職場に戻り活かしてい

くことができる内容だった。とても楽しく実践的でした。 

書籍の修理等すぐに役立つ方法を教えていただき大変参考になった。寄贈本の清

掃もすぐに行えると喜んでいます。ありがとうございました。 
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平成 24年度 埼玉大学連携授業 テーマ教育プログラム＜社会と出会う＞ 

「男女共同参画社会を考える」について 

 

１．趣 旨  

社会の中でも家庭でも男女がともに主体であり、対等に協力できる男女共同参画社

会をつくることが求められている。しかし、私たちはいつの間にか様々な場面で「男

らしさ」「女らしさ」を内面化している。そのことがいかに男女の生き方を拘束して

いるのか、どうすればそれらを変えることが出来るのかについて、様々な方法や考え

方を学ぶ。 

  埼玉大学と国立女性教育会館が連携したキャリア教育プログラムにより、会館が持

つ最新の国際・国内情報を始め、「女性情報ポータル Winet」を使った検索実習、「女

性と男性に関する統計データベース」を活用して統計グラフを作るなど実技実習を行

うほか、女性アーカイブセンター資料等の情報資料、および調査研究の資料を活用す

る。グループワークを主体に授業を進める。 

 なお、学生等への学習支援のため NWEC 図書パッケージサービスを埼玉大学教養学

部資料センターで活用する。 

２．開講学期（期別） 前期 水３限(13:00～14:30) 

３．単位数  ２ 

４．対象年次 １～４年次（全学共通） 

５．授業スケジュール 15コマのうち、３コマの講義を国立女性教育会館が担当する。 

第  1回 4月 11日(水) ガイダンス（埼玉大学、国立女性教育会館） 

第  2回 4月 18日(水) ジェンダー論入門① 

第  3回 4月 25日(水) ジェンダー論入門② 

第  4回 5月 2日(水) 
「男女共同参画社会の実現にむけて」 

国立女性教育会館 内海理事長 

第  5回 5月 9日(水) 

「専門情報を使う」 国立女性教育会館 市村情報課長 

「男女共同参画統計を学ぶ・女性と男性に関する統計デー

タベースを使う」 国立女性教育会館 森情報課専門職員 

第  6回 5月 16日(水) 労働とジェンダー① 

第  7回 5月 19日(土) 労働とジェンダー② 

第  8回 5月 23日(水) 政治とジェンダー① 

第  9回 5月 30日(水) 政治とジェンダー② 

第 10回 6月 6日（水） 『男女共同参画統計データブック』を読む 

        国立女性教育会館 中野研究国際室長 

第 11回 6月 13日(水) 学生アンケートの結果を読む 

第 12回 6月 20日(水) こどもとジェンダー① 

第 13回 6月 23日(土) ジェンダーとセクシュアリティ～男性の〈性〉を考える～ 

第 14回 6月 27日(水) こどもとジェンダー② 

第 15回 7月 4日(水) まとめ 
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埼玉県私立短期大学協会・国立女性教育会館連携「キャリア教育」プログラム実施要項                  

１．趣旨 

 埼玉県私立短期大学協会に加盟する短期大学と国立女性教育会館が連携し、学生と教職

員の交流を図りながら進める「キャリア教育」の一環として、「男女共同参画の視点に基

づくキャリア教育プログラム」を実施する。 

 

２．主題「キャリアを考える～これからの人生を意義あるものとするために～」 

 本講座は、男女共同参画型社会における女性としての生涯（ライフキャリア）形成の考

え方を学び、人間と人間の関わり合いとその方法の基礎を学ぶ（関係力の育成）とともに、

他大学の学生と交流することなどにより、多様性（ダイバーシティ）をお互いに認め、他

の文化や人などを尊重する態度を養うことを目標とする。 

 

２．主催 

 埼玉県私立短期大学協会、ＮＷＥＣ（国立女性教育会館） 

 

３．会場 

 独立行政法人国立女性教育会館 

 〒３５５－０２９２ 

 ＴＥＬ ０４９３－６２－６７２４・６７２５ 

 ＦＡＸ ０４９３－６２－６７２０ 

 ＵＲＬ http://www.nwec.jp/ 
 

４．期日 

 平成２３年９月５日（火）～９月７日（金）２泊３日 

 

５．参加者 

 埼玉県私立短期大学協会会員校学生１０名 

 

６．科目名と単位数 

 各短期大学の該当科目（「キャリアデザイン」等）において単位認定を行う。 

 講義・演習科目として２単位 

 

７．日程 

  別添のとおり 

 

 

平成 24 年度埼玉県私立短期大学協会・国立女性教育会館連携
「キャリア教育」プログラム実施要項
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平成２４年度「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム 

（NWECフォーラム）」実施要項 

 

１．趣旨    

男女共同参画社会の形成に向け、私たちが自らの意思で社会に参画し、新たな

社会を創出していく上での課題とその解決方法を見出す機会とするとともに、

“研究”“学習”“実践”を結び、女性のエンパワーメントをめざす交流の場とし

ます。 

 

２．主題  

「男女共同参画社会への展望」 

  

３．主催   

独立行政法人 国立女性教育会館 

 

４．会場    

   国立女性教育会館 

       〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷 728番地 

         

５．期日    

平成２４年８月２４日（金）～８月２６日（日） ２泊３日 

 

６．参加者    

女性団体等のリーダー、研究者、男女共同参画・女性教育・家庭教育等の行政

担当者、女性関連施設職員、企業、団体関係者、ＮＰＯ、学生等  1,000名 

 

７.日程   

 

 
8/24 
（金） 

12:30  13:00    15:00  15:30   17:30  18:30       20:00 

 開 
会 

シンポ 
ジウム  ワーク 

ショップ 1  交流会  

 
8/25 
（土） 

9:30  11:30  12:30       14:30   15:30   17:30        19:00       20:30 

ワーク 
ショップ２ 

昼 
食 

ワーク 
ショップ３  ワーク 

ショップ４  自由交流  

 
8/26 
（日） 

10:00   12:00 

 ワーク 
ショップ５  

 

＊当事業は、「第３次男女共同参画基本計画」における「第 14分野 地域、防災・環

境その他の分野における男女共同参画の推進」の「1地域における男女共同参画推進

の基盤づくり」に位置づけられている事業です。 

 

 

 

８.内容   

 ＊各ワークショップのタイトル、運営団体・グループ名、日時等につきましては、

「ワークショップ一覧」をご覧ください。 

 ＊展示ワークショップの会場は、110研修室（研修棟１階）です。 

  

第１日 ８月２４日（金）（受付：11:30～17:00 本館ロビー） 

（１）開会 主催者あいさつ                  12:30 ～ 12:50 

 

（２）シンポジウム                      13:00 ～ 15:00 

  「女性の活躍による新たな社会の創出に向けて」 

    少子・高齢化という人口構造の大きな変化が進む中で、私たちは、価値観の

転換、既存の社会システムの見直しをせまられています。女性の活躍により、

新たな社会を創出していく上で、何が求められているのか、男女共同参画社会

を展望しながら、多角的な視点から議論します。 

    

    シンポジスト 

     宮田安彦  大妻女子大学家政学部ライフデザイン学科 教授 

小林洋子  ＮＴＴコム チェオ株式会社 代表取締役社長 

杉本彰子  特定非営利活動法人活き生きネットワーク 理事長 

      

    コーディネーター 

     宗像道子  一般社団法人共同通信社 編集委員・論説委員 

 

（３）ワークショップ１                    15:30 ～ 17:30  

    全国から募集したワークショップと会館提供ワークショップを行います。 

 

（４）交流会                         18:30 ～ 20:00 

夕食を兼ねた交流会（参加費 3,000円、要事前申込、立食形式）です。 

 

第２日 ８月２５日（土）（受付：9:00～17:00 本館ロビー） 

（５）ワークショップ２                     9:30 ～ 11:30 

    全国から募集したワークショップと会館提供ワークショップを行います。 

 

（６）ワークショップ３                    12:30 ～ 14:30 

       全国から募集したワークショップと会館提供ワークショップを行います。 

 

（７）ワークショップ４                                      15:30 ～ 17:30 

        全国から募集したワークショップと会館提供ワークショップを行います。 

 

（８）自由交流                        19:00 ～ 20:30 

     

 

 

 

埼玉県私立短期大学協会・国立女性教育会館連携「キャリア教育」プログラム実施要項                  

１．趣旨 

 埼玉県私立短期大学協会に加盟する短期大学と国立女性教育会館が連携し、学生と教職

員の交流を図りながら進める「キャリア教育」の一環として、「男女共同参画の視点に基

づくキャリア教育プログラム」を実施する。 

 

２．主題「キャリアを考える～これからの人生を意義あるものとするために～」 

 本講座は、男女共同参画型社会における女性としての生涯（ライフキャリア）形成の考

え方を学び、人間と人間の関わり合いとその方法の基礎を学ぶ（関係力の育成）とともに、

他大学の学生と交流することなどにより、多様性（ダイバーシティ）をお互いに認め、他

の文化や人などを尊重する態度を養うことを目標とする。 

 

２．主催 

 埼玉県私立短期大学協会、ＮＷＥＣ（国立女性教育会館） 

 

３．会場 

 独立行政法人国立女性教育会館 

 〒３５５－０２９２ 

 ＴＥＬ ０４９３－６２－６７２４・６７２５ 

 ＦＡＸ ０４９３－６２－６７２０ 

 ＵＲＬ http://www.nwec.jp/ 
 

４．期日 

 平成２３年９月５日（火）～９月７日（金）２泊３日 

 

５．参加者 

 埼玉県私立短期大学協会会員校学生１０名 

 

６．科目名と単位数 

 各短期大学の該当科目（「キャリアデザイン」等）において単位認定を行う。 

 講義・演習科目として２単位 

 

７．日程 

  別添のとおり 
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８.内容   

 ＊各ワークショップのタイトル、運営団体・グループ名、日時等につきましては、

「ワークショップ一覧」をご覧ください。 

 ＊展示ワークショップの会場は、110研修室（研修棟１階）です。 

  

第１日 ８月２４日（金）（受付：11:30～17:00 本館ロビー） 

（１）開会 主催者あいさつ                  12:30 ～ 12:50 

 

（２）シンポジウム                      13:00 ～ 15:00 

  「女性の活躍による新たな社会の創出に向けて」 

    少子・高齢化という人口構造の大きな変化が進む中で、私たちは、価値観の

転換、既存の社会システムの見直しをせまられています。女性の活躍により、

新たな社会を創出していく上で、何が求められているのか、男女共同参画社会

を展望しながら、多角的な視点から議論します。 

    

    シンポジスト 

     宮田安彦  大妻女子大学家政学部ライフデザイン学科 教授 

小林洋子  ＮＴＴコム チェオ株式会社 代表取締役社長 

杉本彰子  特定非営利活動法人活き生きネットワーク 理事長 

      

    コーディネーター 

     宗像道子  一般社団法人共同通信社 編集委員・論説委員 

 

（３）ワークショップ１                    15:30 ～ 17:30  

    全国から募集したワークショップと会館提供ワークショップを行います。 

 

（４）交流会                         18:30 ～ 20:00 

夕食を兼ねた交流会（参加費 3,000円、要事前申込、立食形式）です。 

 

第２日 ８月２５日（土）（受付：9:00～17:00 本館ロビー） 

（５）ワークショップ２                     9:30 ～ 11:30 

    全国から募集したワークショップと会館提供ワークショップを行います。 

 

（６）ワークショップ３                    12:30 ～ 14:30 

       全国から募集したワークショップと会館提供ワークショップを行います。 

 

（７）ワークショップ４                                      15:30 ～ 17:30 

        全国から募集したワークショップと会館提供ワークショップを行います。 

 

（８）自由交流                        19:00 ～ 20:30 

     

 

 

 

 

第３日 ８月２６日（日）（受付：9:30～11:00 本館ロビー） 

（９）ワークショップ５                    10:00 ～ 12:00 

     全国から募集したワークショップと会館提供ワークショップを行います。 

 

９.ワークショップのテーマ 

「第３次男女共同参画基本計画」に示されている施策を参考に、以下の５つの

テーマを設定しました。 

 

①【女性のキャリア形成】 
政策・方針決定過程への女性の参画、雇用等における機会の均等と待遇の確保、継続就業、

再就職、起業への支援、女性管理職への支援、社会活動キャリアに対する評価、女性の能

力開発への支援、大学における男女共同参画の推進、科学技術・学術分野への女性の参画、

ポジティブ・アクションの推進 等 
 

②【男性にとっての男女共同参画】 
男性の男女共同参画に対する理解の促進、企業における男性管理職等への意識啓発、仕事

と生活の調和のとれた働き方の推進、男性の家庭・地域への参画、男性に対する相談体制

の確立 等 

 

③【安全・安心と男女共同参画】 
女性に対する暴力の根絶、人身取引、災害・震災への取組、生活上の困難に直面する男女

への支援、高齢者、障害者、外国人等が安心して暮らせる環境の整備、国際規範の尊重 等 

 

④【男女共同参画の地域づくり】 
地域における男女共同参画の推進、地域経済の活性化とコミュニティビジネスにおける女

性の参画、地域や分野を横断するネットワークづくり、子ども・子育てにおける地域の役

割、農山漁村女性のエンパワーメント、環境分野における女性の参画、災害からの復興と

地域づくり 等 
 

⑤【男女共同参画の拠点】 
男女共同参画意識づくりに向けた取組、女性関連施設・社会教育施設の機能の充実、団体・

グループ・ＮＰＯ活動の支援、指定管理者制度のあり方、男女共同参画情報の発信・活用、

女性関連施設における危機管理 等 

 

１０．交流推進の支援 

   参加者同士の交流推進を支援するため、会館ボランティアの参画による交流推

進プログラムを実施します。参加は自由です。 

  【さんかくカフェ】（試食室 実技研修棟） 

    参加者同士の出会いと交流の場です。 

  【情報のひろば】（110研修室 研修棟１階） 

    参加者が無料の広報物、チラシ等の配布、有料の資料、書籍等の頒布を通し

て情報交換を行う場です。＊展示ワークショップと同じ会場です。 

  【交流推進プログラム】 

    朝や夜の時間帯に、会館ボランティアの企画によるモーニング・アクティビ

ティやナイト・プログラムなどを行います。また、フォーラム期間中、地元

の女性起業家や自立を目指す障害者を支援する事業体の手がける製品やフ

ェア・トレード製品の販売を行い、参加者と地域の活動をつなぎます。 
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１１．企画委員  ５名（五十音順・敬称略）  

    本フォーラムの企画を会館と協働で行います。 

    ・内田 洋子  埼玉県男女共同参画推進センター所長 

・田中 雅文  日本女子大学教授 

・中畔 都舍子 全国地域婦人団体連絡協議会顧問 

    ・根岸 茂文  社団法人埼玉県経営者協会専務理事・事務局長 

    ・矢澤 澄子  元東京女子大学教授（企画委員長） 

 

１２．交流推進委員 ９名（五十音順・敬称略） 

    テーマワークショップを企画・運営し、同テーマに関心のある参加者のネッ

トワークづくりをすすめます。 

・青木 玲子    国立女性教育会館客員研究員 

・渥美 由喜    厚生労働省 政策評価に関する有識者会議委員・ 

株式会社東レ経営研究所研究部長 

・土橋 秀子   国立女性教育会館ボランティア 

・中田 芳恵   国立女性教育会館ボランティア 

・西山 恵美子  国立女性教育会館客員研究員 

・松下 光恵   静岡市女性会館長 

・宮本 紀子   国立女性教育会館ボランティア 

・森  豊吉   国立女性教育会館ボランティア 

・吉田 容子   弁護士・立命館大学教授 

 

１３．女性教育情報センター（本館２階） 

    男女共同参画および女性・家庭・家族に関する専門図書館です。全国各地の

ミニコミ誌などＮＷＥＣならではの資料もそろえております。ぜひご利用くだ

さい。開室時間は、以下のとおりです。 

   ８月２４日（金）９：００～１８：３０ 

   ８月２５日（土）９：００～１９：００ 

   ８月２６日（日）９：００～１７：００ 

 

１４．女性アーカイブセンター展示室（本館１階） 

    女性アーカイブセンターでは、男女共同参画社会の形成に顕著な業績を残し

た女性・全国的な女性団体や女性教育・男女共同参画施策等に関する史・資料

を収集しています。 

    平成２４年度企画展示「建築と歩む～チャレンジした女性たちからチャレン

ジする女性たちへ～」を開催中です。ぜひご覧ください。 

   開室時間：９：００～１９：００（３日間共に）  

 

１５．アンケート   

    今後の事業を企画する上での参考といたしますので、アンケートのご協力をお

願いいたします。お帰りの際、ご記入いただいたアンケート用紙は、所定の箱に

ご提出ください。 

 

 

 

１１．企画委員  ５名（五十音順・敬称略）  

    本フォーラムの企画を会館と協働で行います。 

    ・内田 洋子  埼玉県男女共同参画推進センター所長 

・田中 雅文  日本女子大学教授 

・中畔 都舍子 全国地域婦人団体連絡協議会顧問 

    ・根岸 茂文  社団法人埼玉県経営者協会専務理事・事務局長 

    ・矢澤 澄子  元東京女子大学教授（企画委員長） 

 

１２．交流推進委員 ９名（五十音順・敬称略） 

    テーマワークショップを企画・運営し、同テーマに関心のある参加者のネッ

トワークづくりをすすめます。 

・青木 玲子    国立女性教育会館客員研究員 

・渥美 由喜    厚生労働省 政策評価に関する有識者会議委員・ 

株式会社東レ経営研究所研究部長 

・土橋 秀子   国立女性教育会館ボランティア 

・中田 芳恵   国立女性教育会館ボランティア 

・西山 恵美子  国立女性教育会館客員研究員 

・松下 光恵   静岡市女性会館長 

・宮本 紀子   国立女性教育会館ボランティア 

・森  豊吉   国立女性教育会館ボランティア 

・吉田 容子   弁護士・立命館大学教授 

 

１３．女性教育情報センター（本館２階） 

    男女共同参画および女性・家庭・家族に関する専門図書館です。全国各地の

ミニコミ誌などＮＷＥＣならではの資料もそろえております。ぜひご利用くだ

さい。開室時間は、以下のとおりです。 

   ８月２４日（金）９：００～１８：３０ 

   ８月２５日（土）９：００～１９：００ 

   ８月２６日（日）９：００～１７：００ 

 

１４．女性アーカイブセンター展示室（本館１階） 

    女性アーカイブセンターでは、男女共同参画社会の形成に顕著な業績を残し

た女性・全国的な女性団体や女性教育・男女共同参画施策等に関する史・資料

を収集しています。 

    平成２４年度企画展示「建築と歩む～チャレンジした女性たちからチャレン

ジする女性たちへ～」を開催中です。ぜひご覧ください。 

   開室時間：９：００～１９：００（３日間共に）  

 

１５．アンケート   

    今後の事業を企画する上での参考といたしますので、アンケートのご協力をお

願いいたします。お帰りの際、ご記入いただいたアンケート用紙は、所定の箱に

ご提出ください。 

 

 

第３日 ８月２６日（日）（受付：9:30～11:00 本館ロビー） 

（９）ワークショップ５                    10:00 ～ 12:00 

     全国から募集したワークショップと会館提供ワークショップを行います。 

 

９.ワークショップのテーマ 

「第３次男女共同参画基本計画」に示されている施策を参考に、以下の５つの

テーマを設定しました。 

 

①【女性のキャリア形成】 
政策・方針決定過程への女性の参画、雇用等における機会の均等と待遇の確保、継続就業、

再就職、起業への支援、女性管理職への支援、社会活動キャリアに対する評価、女性の能

力開発への支援、大学における男女共同参画の推進、科学技術・学術分野への女性の参画、

ポジティブ・アクションの推進 等 
 

②【男性にとっての男女共同参画】 
男性の男女共同参画に対する理解の促進、企業における男性管理職等への意識啓発、仕事

と生活の調和のとれた働き方の推進、男性の家庭・地域への参画、男性に対する相談体制

の確立 等 

 

③【安全・安心と男女共同参画】 
女性に対する暴力の根絶、人身取引、災害・震災への取組、生活上の困難に直面する男女

への支援、高齢者、障害者、外国人等が安心して暮らせる環境の整備、国際規範の尊重 等 

 

④【男女共同参画の地域づくり】 
地域における男女共同参画の推進、地域経済の活性化とコミュニティビジネスにおける女

性の参画、地域や分野を横断するネットワークづくり、子ども・子育てにおける地域の役

割、農山漁村女性のエンパワーメント、環境分野における女性の参画、災害からの復興と

地域づくり 等 
 

⑤【男女共同参画の拠点】 
男女共同参画意識づくりに向けた取組、女性関連施設・社会教育施設の機能の充実、団体・

グループ・ＮＰＯ活動の支援、指定管理者制度のあり方、男女共同参画情報の発信・活用、

女性関連施設における危機管理 等 

 

１０．交流推進の支援 

   参加者同士の交流推進を支援するため、会館ボランティアの参画による交流推

進プログラムを実施します。参加は自由です。 

  【さんかくカフェ】（試食室 実技研修棟） 

    参加者同士の出会いと交流の場です。 

  【情報のひろば】（110研修室 研修棟１階） 

    参加者が無料の広報物、チラシ等の配布、有料の資料、書籍等の頒布を通し

て情報交換を行う場です。＊展示ワークショップと同じ会場です。 

  【交流推進プログラム】 

    朝や夜の時間帯に、会館ボランティアの企画によるモーニング・アクティビ

ティやナイト・プログラムなどを行います。また、フォーラム期間中、地元

の女性起業家や自立を目指す障害者を支援する事業体の手がける製品やフ

ェア・トレード製品の販売を行い、参加者と地域の活動をつなぎます。 
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１１．企画委員  ５名（五十音順・敬称略）  

    本フォーラムの企画を会館と協働で行います。 

    ・内田 洋子  埼玉県男女共同参画推進センター所長 

・田中 雅文  日本女子大学教授 

・中畔 都舍子 全国地域婦人団体連絡協議会顧問 

    ・根岸 茂文  社団法人埼玉県経営者協会専務理事・事務局長 

    ・矢澤 澄子  元東京女子大学教授（企画委員長） 

 

１２．交流推進委員 ９名（五十音順・敬称略） 

    テーマワークショップを企画・運営し、同テーマに関心のある参加者のネッ

トワークづくりをすすめます。 

・青木 玲子    国立女性教育会館客員研究員 

・渥美 由喜    厚生労働省 政策評価に関する有識者会議委員・ 

株式会社東レ経営研究所研究部長 

・土橋 秀子   国立女性教育会館ボランティア 

・中田 芳恵   国立女性教育会館ボランティア 

・西山 恵美子  国立女性教育会館客員研究員 

・松下 光恵   静岡市女性会館長 

・宮本 紀子   国立女性教育会館ボランティア 

・森  豊吉   国立女性教育会館ボランティア 

・吉田 容子   弁護士・立命館大学教授 

 

１３．女性教育情報センター（本館２階） 

    男女共同参画および女性・家庭・家族に関する専門図書館です。全国各地の

ミニコミ誌などＮＷＥＣならではの資料もそろえております。ぜひご利用くだ

さい。開室時間は、以下のとおりです。 

   ８月２４日（金）９：００～１８：３０ 

   ８月２５日（土）９：００～１９：００ 

   ８月２６日（日）９：００～１７：００ 

 

１４．女性アーカイブセンター展示室（本館１階） 

    女性アーカイブセンターでは、男女共同参画社会の形成に顕著な業績を残し

た女性・全国的な女性団体や女性教育・男女共同参画施策等に関する史・資料

を収集しています。 

    平成２４年度企画展示「建築と歩む～チャレンジした女性たちからチャレン

ジする女性たちへ～」を開催中です。ぜひご覧ください。 

   開室時間：９：００～１９：００（３日間共に）  

 

１５．アンケート   

    今後の事業を企画する上での参考といたしますので、アンケートのご協力をお

願いいたします。お帰りの際、ご記入いただいたアンケート用紙は、所定の箱に

ご提出ください。 

  

１６．その他 

（１）ＮＷＥＣフォーラム期間中、国立女性教育会館と東武東上線武蔵嵐山駅間で無

料送迎バスをピストン運行いたしますのでご利用ください。 
 
（２）以下の点につきまして、あらかじめご了承ください。 
   ①期間中、職員が撮影した写真を事業記録や広報のために使用することがあり

ます。 
   ②電力需要等の影響により、一部のプログラムに変更が生じる場合があります。 
    
（３）参加者相互の交流・情報交換の促進を目的としたフォーラムですので、行き過

ぎた勧誘や署名運動、募金等はご遠慮願います。 
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平成 24 年度「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム」参加者概況
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平成 24 年度「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム」

―217―



―218―



―219―



平成 24 年度「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム」
ワークショップ運営者アンケート集計
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平成 24 年度「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム」
フォローアップアンケート集計
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平成２４年度 交流学習会議 実施要項 

１ 目 的  

男女共同参画の視点に立って地域づくりを推進する人材の育成を目的として、

これまで会館の研修・交流事業に参加した者が地域に戻って実践したことを報告

し合い学習する機会を設定し、循環型の人材育成システムを構築するとともに、

各地の先進事例や地域における課題等を共有して、課題解決へのステップを進め

る。また、女性関連施設等の関連機関や女性団体・グループ等の意見交換を行い、

会館と地域とのネットワーク形成と連携・協働の促進をはかる。これらの企画・

実施について「交流学習会議協働連絡会」と協働して行うことで、地域づくりを

推進する核人材の育成を促進する。 

 

２ テーマ  『地域で男女共同参画を推進するために 

―実践交流を通して社会参画力を高める―』 

         

３ 期 日  平成２５年２月８日（金）～２月１０日（日）２泊３日 

         

４ 主 催  独立行政法人国立女性教育会館 

 

５ 会 場  国立女性教育会館 

       〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷７２８ 

        TEL ０４９３－６２－６７２４（事業課直通） 

        FAX ０４９３－６２－６７２０（事業課） 

         E-mail progdiv@nwec.jp（事業課） 

 

６ 出席者  これまで、国立女性教育会館の研修事業・交流事業等に参加された

のち、地域でネットワークを構築し、実践活動を行っている女性団

体・グループのリーダー、男女共同参画・女性教育行政担当者、女

性関連施設関係者 等  １００名 

７ 日 程 （各プログラムの間に 10～15分程度の休憩があります） 

2/8 

（金） 

              13:00 14:00 14:15  15:00    16:45 17:15    18:00   20:00 

 
受 

付 

開 

会 

情報

提供 特別講演 情報
提供 

 交流会 

2/9 

（土） 

8:50 9:30        12:00  13:15              16:00     17:00       19:00 

＊ 
情報

事業

紹介 

分科会１ 
昼 

食 

分科会２ 全体会 夕 食 ＊ 
報告 

2/10 

（日） 

9:30  10:40  11:45 

 
実践事
例報告 

全体 
討議 

 

閉 
会 

＊2/9のＮＷＥＣ情報事業の紹介及び報告は希望者のみのプログラムです。 

―225―



 

８ 内 容 

【第 1日】 ２月８日（金） 

（１）開会                            14:00～14:15 

①主催者あいさつ  内海 房子 国立女性教育会館理事長 

②「交流学習会議協働連絡会」メンバー紹介 

③日程等説明      国立女性教育会館事業課 

 

（２）情報提供「これからの国立女性教育会館の役割について」 14:15～14:45 

     報告者：山根 徹夫 国立女性教育会館理事 

 

（３）特別講演「地域における男女共同参画の推進に向けて」  15:00～16:30 

     講 師：柿沼 トミ子 全国地域婦人団体連絡協議会会長 

 

（４）情報提供「国立女性教育会館のアーカイブ関連事業 」   16:45～17:15  

     報告者：市村 櫻子 国立女性教育会館情報課課長 

 

（５）交流会                              18:00～20:00 

    参加団体・グループの自己紹介を通して関係づくりをすすめるとともに、自

由に自分たちの活動について情報交換・意見交換を行います。 

 

 

【第２日】 ２月９日（土） 

（６）ＮＷＥＣ情報事業の紹介（＊希望者のみ。先着 30名） 

8:50～ 9:20 

   女性教育情報センター、女性アーカイブセンター、女性情報ポータル“Ｗｉ

ｎｅｔ”（ウィネット）を実際に見学しながら、最先端の情報事業について紹

介します。 

案 内：国立女性教育会館事業課・情報課 

 

（７）分科会１『社会参画力のある地域人材養成の実践事例』とグループワーク 

9:30～12:00 

   地域における特徴的な実践事例報告を聞き、参加者同士の意見交換や討議等

のグループワークにより、課題解決へのステップを進めます。 

 

     分科会Ａ「学習を活かした、次代のまちづくりを担う地域人材の育成」 

    報告者：徳永 京子 東広島ボランティアガイドの会会長（広島県） 

    コーディネーター：荒谷 信子 交流学習会議協働連絡会 

    学習支援：高橋 由紀 国立女性教育会館客員研究員 
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分科会Ｂ「外国人女性とともに男女共同参画社会をつくる～「We Do！」の

活動を中心に～」 

    報告者：大倉 美恵 「We Do！」代表（岡山県） 

        尹 甲辰  「We Do！」前代表（岡山県） 

    コーディネーター：真邉 和美 交流学習会議協働連絡会 

    学習支援：渡辺 美穂 国立女性教育会館研究国際室研究員 

             

（８）分科会２『社会参画力のある組織・団体の実践事例』とグループワーク 

13:15～15:45 

地域における特徴的な実践事例報告を聞き、参加者同士の意見交換や討議等

のグループワークにより、課題解決へのステップを進めます。 

 

分科会 C「学びから起業へ 地域課題の解決と経済的自立へ向けて」 

報告者：辻 悦子 企業組合でる・そーれ理事（青森県） 

コーディネーター：小山内 世喜子 交流学習会議協働連絡会 

学習支援：千装 将志 国立女性教育会館事業課専門職員 

     

分科会 D「大学生ボランティアによる「宿題カフェ」の取組」 

報告者：白谷 素子 静岡学習支援ネットワーク代表（静岡県） 

天池 優斗 静岡学習支援ネットワーク（静岡県） 

コーディネーター：久門 正子 交流学習会議協働連絡会 

学習支援：森下 敏広 国立女性教育会館事業課専門職員 

       

分科会 E「行政との協働による千葉市女性フォーラム 10年のあゆみ」 

 報告者：仙波 慶子 千葉市女性団体連絡会会長（千葉県） 

 コーディネーター：松田 敏子 交流学習会議協働連絡会 

 学習支援：石崎 裕子 国立女性教育会館事業課専門職員 

         

（９）全体会                        16:00～17:00 

   各分科会の報告を通して、地域で男女共同参画を推進していく上での課題と

その解決に向けた方向性・方策を共有します。 

    進 行：竹中 佳子 交流学習会議協働連絡会 

    報告者：各分科会コーディネーター 

 

（10）調査研究報告（＊希望者のみ）             19:00～20:00 

   国立女性教育会館が行った最新の調査研究に関する報告を行います。 

    報告者：渡辺 美穂 国立女性教育会館研究国際室研究員 
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【第３日】 ２月１０日（日） 

（11）実践事例報告                      9:30～10:30 

   昨年度の交流学習会議報告後の成果や、地域での実践活動について共有しま

す。 

  報告１「苫小牧市男女平等参画社会都市宣言に向けた行政との連携・協働」 

   報告者：髙橋 雅子 苫小牧男女平等参画推進協議会会長（北海道） 

 

  報告２「草津市男女共同参画市民会議い～ぶん学舎のあゆみ」 

   報告者：重原 文江 草津市男女共同参画市民会議い～ぶん学舎会長（滋賀県） 

 

（12）全体討議「社会参画の具体化と交流学習会議」       10:40～11:40  

     今後、さらに地域における男女共同参画を推進するため、新たな課題で

ある社会参画の具体化について考えます。 

   進行：大島 煦美子 交流学習会議協働連絡会 

 

（13）閉会                                             11:45～12:00 

主催者挨拶 

 

11 「交流学習会議協働連絡会」（敬称略） 

 本事業の企画・運営を会館と協働で行います。 

 北海道 髙橋 雅子   苫小牧男女平等参画推進協議会会長 

伴辺 久子   苫小牧男女平等参画推進協議会事務局長 

西島 美智子  らんざんの会会長 

青森県 前田 みき   あおもりヌエック友の会代表 

小山内 世喜子 青森県男女共同参画センター副館長 

岩手県 平賀 圭子   ＮＰＯ法人参画プランニング・いわて理事長 

田端 八重子  もりおか女性センターセンター長 

福島県 山崎 捷子   国際女性教育振興会福島県支部長 

星  倭女子  国際女性教育振興会福島県支部相談役 

茨城県 城倉 純子   茨城県女性団体連盟 

埼玉県 青木 和子   ヌエック・ポターノットの会 

宮本 紀子   ＮＷＥＣボランティアの会と利用者の会代表 

千葉県 松田 敏子   ちば菜の花会世話人代表 

東京都 青木 千惠   ＮＰＯ法人男女共同参画おおた副理事長 

新潟県 小野 庸子   新潟けやきの会、新潟県社会教育協会理事 

大島 煦美子  財団法人新潟県女性財団理事長 

静岡県 松下 光恵   ＮＰＯ法人男女共同参画フォーラムしずおか副代表理事 

愛知県 渋谷 典子   ＮＰＯ法人参画プラネット代表理事 

滋賀県 若杉 貞子   滋賀ＮＷＥＣの会 

竹中 佳子   滋賀ＮＷＥＣの会 
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岡山県 真邉 和美   岡山市男女共同参画社会推進センター企画調整監 

広島県 荒谷 信子   広島県紅葉会 

山口県 岡本 早智子  シンクロナイズネット副代表 

香川県 小野 泰子   全国女性教育懇話会 

福岡県 三隅 佳子   ＮＰＯ法人北九州サスティナビリティ研究所理事長 

久門 正子   北九州婦人教育研究会 

熊本県 緒方 洋子   ＮＰＯ法人チェンジライフ熊本理事長 

沖縄県 上原 美智子  六十美会代表、全国女性教育懇話会 

 

12 その他 

（１）２月８日（金）および１０日（日）に、国立女性教育会館と東武東上線武蔵

嵐山駅間で無料送迎バスを運行いたします。 

（２）期間中、職員が撮影した写真を、事業記録や広報のために使用することがあ

ります。あらかじめご了承ください。 
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平成 24 年度　交流学習会議　参加者概況
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平成２４年度 男女共同参画交流特別週間（らんざん交流ウィーク） 

実施要項 

１ 趣旨 

   国立女性教育会館では、男女共同参画交流特別週間（らんざん交流ウィーク）を設け、この 
  期間に全国の地方自治体・女性関連施設・団体・グループ等が企画する研修・学習による利用 
  を積極的に受入れ、男女共同参画に関する講演、講義、国立女性教育会館の施設や事業等に関 
  する情報提供、施設見学等を行うとともに、各団体が相互に参加者同士の交流や情報交換を行 
  える機会を提供します。 

 

２ 主催 独立行政法人国立女性教育会館 
    協力 女子栄養大学、日本女子体育大学、ヌエック・ボランティア、ヌエック・ノット 
     の会 
      

３ 会 場 

  国立女性教育会館 

 〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町大字菅谷７２８番地 

 

４ 期 間  平成２４年１１月６日（火）～９日（金）  ４日間 

 

５ 対 象  期間中、国立女性教育会館を利用する団体及び個人 

 

６ プログラムについて 

・国立女性教育会館からは、以下のような様々なプログラムを提供いたしますので、研修や交

流の促進のためにぜひご活用ください。詳細を「別添１ 男女共同参画交流特別週間（らん

ざん交流ウィーク）申込書」でご覧の上、お申し込みください（会場の都合等がありますの

で、原則として事前申し込み制となります）。 
・会館提供プログラムにご参加の方は、この期間中に会館施設を利用して、各団体のプログラ

ムを行っていただくこともできます。 
・本研修プログラムは、国立女性教育会館と連携協定を締結しております女子栄養大学ならび

に日本女子体育大学の協力を得て実施しております。 
 

〔国立女性教育会館提供プログラム〕 

 

 A 男女共同参画について学ぶための講座   

 

①「人と人をつなぐ・まちをつくる～男女共同参画の視点から～」 

   講師：セーラ・マリ・カミングス 株式会社桝一市村酒造場代表取締役 

     ②「男女共同参画の推進とこれからの国立女性教育会館の役割」 

         講師：山根 徹夫  国立女性教育会館理事  

③「ビアトリクス・ポターの社会活動キャリア」 

   講師：神田 道子 国立女性教育会館前理事長  企画：ヌエック・ノットの会 

④「国立女性教育会館情報機能の活用」  
   講師：国立女性教育会館情報課職員 

      ⑤「男女共同参画に関する 最新の調査・研究から」 

   講師：国立女性教育会館研究国際室研究員 
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 B 時事プログラム   

 

      ①「あの時避難所は・・・“おだがいさま”が支えた 169日間～ビックパレットふくしま 

     避難所が教えてくれたこと～」 

           講師：天野 和彦  福島大学うつくしまふくしま未来支援センター特任准教授   

      ②「今、放射線と食について学ぶ～放射線防護食について～」 
        講師：香川 靖雄  女子栄養大学副学長 

 

 C 文化プログラム   

 

   ①「アクティビティーダンスで無理なく楽しく健康づくり」     
           講師：坂本 秀子  日本女子体育大学准教授  
      ②「響茶会（震災復興支援チャリティー茶会）～茶室で交流を～」 
      企画・運営：ヌエック・ボランティア※１名500円のチャリティー参加費あり 

③「能の世界の女性達」 
      講師：小島 英明  観世流能楽師、皐風会主宰 
 

   D NWEC・比企紹介プログラム   
 
   ①「万葉集に詠まれた植物の観察」 

②「万葉集に詠まれた植物及び落葉広葉樹の押し葉を使った作品づくり」 

  ※１作品につき100 円の材料費あり 

③「自分でつくるオリジナル名刺 ～パソコンを使って～｣ 

  ※１名につき100円の材料費あり 
   ①②③企画・運営：ヌエック・ボランティア 
   

７ 参加申し込み 
交流ウィークにご参加を希望される団体・個人は、必ず事前に申し込みを行ってください。 

 

（１）申込方法 

 ①「国立女性教育会館提供プログラム」への申込み 
・「申込書」に必要事項をご記入のうえ、郵便、FAX にてお申し込みください。 
・各提供プログラムは、先着順とします。申込み多数の場合は調整させていただく場合があ

りますので、あらかじめご了承ください。 
  

 ②研修施設及び宿泊室のお申込み 
・利用を希望する研修施設および宿泊を、下記のいずれかの方法によりお申込みください。 
また、各団体等の研修等で施設利用をご希望の場合、研修室等の空き状況については、予

約係までお問い合わせください。 
 

a.利用申込書によるお申込み 
添付の利用申込書に必要事項をご記入のうえ、郵便またはFAXにてお申し込みください。 
研修室をご利用の場合は、研修内容を「利用目的」の欄に記載願います。  

b.インターネットによるお申込み 
  当会館ホームページよりお申し込みください。 

http://www.nwec.jp/jp/topics/vacancy.html 
 
 

c.電話による申込み（仮予約） 
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 電話による仮予約が可能です。下記予約係までご連絡ください。 
   ＊利用予約係専用電話：０４９３－６２－６７２３ 
 
【申込み用紙送付先】 

〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷 728  
国立女性教育会館事業課「らんざん交流ウィーク」担当：森下、小嶋、高橋 

    ＦＡＸ： ０４９３－６２－６７２０ 
 

   （２）申込期限： 
平成２４年１１月 １日（木）  
定員がありますので、お早めにお申込みください。 
  

（３）決定通知：随時、先着順（宿泊者優先）でご参加いただけるプログラムについてお知らせ

します。 
 
８ 所要経費 

（１）参加費：「響茶会（震災復興支援チャリティー茶会）～茶室で交流を～」は500円のチャリ 
     ティー参加費をいただきます。｢万葉の植物及び落葉広葉樹の押し葉を使った作品づく 
          り｣は１作品につき100円の材料費がかかります。「自分でつくるオリジナル名刺 ～パ 

     ソコンを使って～｣は１名につき100円の材料費がかかります。その他、会館提供プロ 
     グラムについては無料です。 

 

（２）宿泊費：会館提供プログラムにご参加の団体・個人は、お一人当たり１泊 1,000円でご宿

泊いただけます。※１、２ページ〔国立女性教育会館提供プログラム〕Ａ～Ｄ参照 

 

（３）研修施設使用料：会館提供プログラムにご参加の団体・個人は、研修施設使用料が無料

になります。※１、２ページ〔国立女性教育会館提供プログラム〕Ａ～Ｄ参照 
 

（４）食費・交通費：参加者のご負担となります。 
 
９ 問合せ先  

〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷 728 国立女性教育会館事業課 
「らんざん交流ウィーク」担当：森下、小嶋、高橋  

ＴＥＬ：０４９３－６２－６７２４  ＦＡＸ： ０４９３－６２－６７２０ 
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平成 24年度アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー開催要項 

 

１．趣 旨 

「アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー」は会館の第三期

中期目標・中期計画において、開発途上国において男女共同参画の政策策定・政策提言を

行う立場にある女性行政・教育担当者、NGOのリーダーを対象に、女性の能力開発を目的と

している集団研修である。平成 24年度のリーダーセミナーでは、女性に対する暴力の根絶

をテーマとして設定し研修を行う。 

 

２．主 題 女性に対する暴力の根絶に向けて 

 

３．主 催 独立行政法人国立女性教育会館  

 

４．期 間 平成 24年 10月 18日（木）～10月 27日（土）  

（受入れ期間 10月 17日（水）～10月 28日（日）） 

 

５．募集人員 10名程度 

 

６．募集対象国  

アジア・太平洋諸国の ESCAP加盟国・準加盟国のうちの ODA対象国等 

 

７．応募資格 

 以下の 12項目を満たす者 

(1) 女性 

(2) 下記のいずれかに該当する者 

① 女性に関する行政機関に所属する者  

② 女性の地位向上に関する NGOに所属する者 

③ 女性学関連研究に携わる者 

(3) 所属機関の長から推薦が得られる者 

(4) 大学卒またはそれと同等の学力及び経験を有する者 

(5) 原則として、平成 24年 4月 1日現在で満 45歳未満の者 

(6) 講義を理解するのに十分な英語の能力を有する者 

(7) 原則として、研修の全日程に参加できる者 

(8) 男女共同参画及び女性に対する暴力に関わる課題について十分な関心を持ち、課題解

決に熱意のある者 

(9) 本国の担当部署で女性の能力向上に関わる事業を立ち上げる裁量・権限を持つ者 

(10) 研修終了後も、会館及び参加者との持続的情報交換や連携事業について積極的に関

わることができる者 

(11) 平成 24年度の研修テーマに沿った事前課題を提出することが可能な者 

2 

 

(12) 心身ともに健康である者（なお、妊娠中の女性の参加は、渡航・移動及び研修参加への

医者の許可がある場合に限る） 

 

８．応募方法 

申込みは国立女性教育会館研究国際室宛に必要書類（応募書類・所属長の推薦状）を提出

する。 

 

(1) 締切日 平成 24年 6月 2５日（月） 日本時間 24時必着 

(2) 提出書類 

a．様式１PART A：応募用紙（貼付する写真は、半年以内に撮影したものであること） 

b．様式１PART B：所属長からの推薦状 

c. 様式１PARTC:カントリーレポート 

d．様式１PART D：健康に関する質問票 

e．所属団体の活動内容の記載されたパンフレット 

f．提出書類チェックリスト 

g．有効なパスポートの顔写真貼付ページのコピー（所持者のみ） 

＊行政機関以外の所属の場合は以下の書類及び資料を併せて提出のこと。 

ｈ．様式２：NGO団体概要 

 

 提出書類は返却しない。応募書類に記載された個人情報は本研修の実施の目的のみに使用す

る。合否に関する問い合わせには応じない。 

 

９．選考方法及び決定通知 

対象国はアジア・太平洋諸国の ESCAP 加盟国・準加盟国のうち ODA対象国 35 カ国等から

5 ヵ国程度を選定し、国立女性教育会館の調査研究事業等で関係を深めている国の機関を中

心に、女性問題・女性教育に関するナショナルマーシナリー及びフォーカルポイント、女性団体

等に研修生の推薦を依頼する。 

 

１０．研修日程 

  別紙参照 

 

１１．研修内容・方法 

(1) カントリーレポートの発表・討議 

(2) 講義・グループワーク 

(3) 省庁・女性関連施設等の視察 

研修成果の発表：研修最終日に会館が主催する「平成 24 年度 NWEC 国際シンポジウム」

（10月 27日）に研修生代表がパネリストとし、成果発表を行う。 

 

１２．事前提出課題 
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研修参加者は、研修開始以前に、出身国における男女平等政策及び女性に対する暴力根

絶の取組みに関するカントリーレポートとポスターを提出する。研修中に提出したカントリーレポ

ートとポスターをもとに討議を行う。 

 

１３．使用言語 

講義、演習はすべて英語で行う。日本語による講義・演習・施設訪問の場合には英語の通訳

を配置する。 

 

１４．研修費用 

研修のための下記費用は、国立女性教育会館が負担する。それ以外のすべての費用は研修

生の負担とする。 

(1) 最寄りの国際空港から成田空港までの往復航空運賃、日本国内のホテル及び国立女性

教育会館の宿泊費 

(2) 研修実施にかかる費用 

(3) 自国出国日から入国日までの滞在経費 

 

１５. 研修成果の普及 

   国立女性教育会館は、本研修の成果物（紙及び電子媒体の資料、論文、パワーポイントスラ 

イド、カントリーレポート等）を研修終了後、会館のホームページ及び大学・行政機関が運営する 

レポジトリ等に掲載し報告書を出版する。また国立女性教育会館が運営するメールリスト等で、 

研修テーマ及び各国の男女共同参画政策や最新の取組みに関する情報交換や議論を継続し 

て行う。 

 

１６．連絡先、応募書類の提出先 

独立行政法人国立女性教育会館研究国際室  

「平成 24年度アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー担当」宛 

〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷 728 

Tel: +81-493-62-6437 

Fax: +81-493-62-9034 

E-mail: rese2@nwec.jp 

（電子メールでの問い合わせは、件名の頭に「平成 24年度リーダーセミナー」と入れる）。 

 

１７．その他 

(1) 海外から日本への渡航に必要なすべての手続きは、研修生自身の責任において行う。

パスポート及びビザの入手に必要な招へい状等の書類は、国立女性教育会館が送付す

る。日本までの航空便、到着日時、交通手段等に関する詳細は、決定通知時に併せて

知らせる。研修生の意向による航空便の変更は認めない。 

(2) 家族等の同伴は不可。 

(3) 研修期間中は日本国内に留まる。 
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(12) 心身ともに健康である者（なお、妊娠中の女性の参加は、渡航・移動及び研修参加への

医者の許可がある場合に限る） 

 

８．応募方法 

申込みは国立女性教育会館研究国際室宛に必要書類（応募書類・所属長の推薦状）を提出

する。 

 

(1) 締切日 平成 24年 6月 2５日（月） 日本時間 24時必着 

(2) 提出書類 

a．様式１PART A：応募用紙（貼付する写真は、半年以内に撮影したものであること） 

b．様式１PART B：所属長からの推薦状 

c. 様式１PARTC:カントリーレポート 

d．様式１PART D：健康に関する質問票 

e．所属団体の活動内容の記載されたパンフレット 

f．提出書類チェックリスト 

g．有効なパスポートの顔写真貼付ページのコピー（所持者のみ） 

＊行政機関以外の所属の場合は以下の書類及び資料を併せて提出のこと。 

ｈ．様式２：NGO団体概要 

 

 提出書類は返却しない。応募書類に記載された個人情報は本研修の実施の目的のみに使用す

る。合否に関する問い合わせには応じない。 

 

９．選考方法及び決定通知 

対象国はアジア・太平洋諸国の ESCAP 加盟国・準加盟国のうち ODA対象国 35 カ国等から

5 ヵ国程度を選定し、国立女性教育会館の調査研究事業等で関係を深めている国の機関を中

心に、女性問題・女性教育に関するナショナルマーシナリー及びフォーカルポイント、女性団体

等に研修生の推薦を依頼する。 

 

１０．研修日程 

  別紙参照 

 

１１．研修内容・方法 

(1) カントリーレポートの発表・討議 

(2) 講義・グループワーク 

(3) 省庁・女性関連施設等の視察 

研修成果の発表：研修最終日に会館が主催する「平成 24 年度 NWEC 国際シンポジウム」

（10月 27日）に研修生代表がパネリストとし、成果発表を行う。 

 

１２．事前提出課題 
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研修参加者は、研修開始以前に、出身国における男女平等政策及び女性に対する暴力根

絶の取組みに関するカントリーレポートとポスターを提出する。研修中に提出したカントリーレポ

ートとポスターをもとに討議を行う。 

 

１３．使用言語 

講義、演習はすべて英語で行う。日本語による講義・演習・施設訪問の場合には英語の通訳

を配置する。 

 

１４．研修費用 

研修のための下記費用は、国立女性教育会館が負担する。それ以外のすべての費用は研修

生の負担とする。 

(1) 最寄りの国際空港から成田空港までの往復航空運賃、日本国内のホテル及び国立女性

教育会館の宿泊費 

(2) 研修実施にかかる費用 

(3) 自国出国日から入国日までの滞在経費 

 

１５. 研修成果の普及 

   国立女性教育会館は、本研修の成果物（紙及び電子媒体の資料、論文、パワーポイントスラ 

イド、カントリーレポート等）を研修終了後、会館のホームページ及び大学・行政機関が運営する 

レポジトリ等に掲載し報告書を出版する。また国立女性教育会館が運営するメールリスト等で、 

研修テーマ及び各国の男女共同参画政策や最新の取組みに関する情報交換や議論を継続し 

て行う。 

 

１６．連絡先、応募書類の提出先 

独立行政法人国立女性教育会館研究国際室  

「平成 24年度アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー担当」宛 

〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷 728 

Tel: +81-493-62-6437 

Fax: +81-493-62-9034 

E-mail: rese2@nwec.jp 

（電子メールでの問い合わせは、件名の頭に「平成 24年度リーダーセミナー」と入れる）。 

 

１７．その他 

(1) 海外から日本への渡航に必要なすべての手続きは、研修生自身の責任において行う。

パスポート及びビザの入手に必要な招へい状等の書類は、国立女性教育会館が送付す

る。日本までの航空便、到着日時、交通手段等に関する詳細は、決定通知時に併せて

知らせる。研修生の意向による航空便の変更は認めない。 

(2) 家族等の同伴は不可。 

(3) 研修期間中は日本国内に留まる。 
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(4) 研修終了後は直ちに帰国する。 

(5) 応募用紙の記入方法等、不明の点は、独立行政法人国立女性教育会館研究国際室に

照会のこと。 
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1. Why did you apply for this seminar? (Please circle as many as you like.)

1 8 89%

2 8 89%

3 9 100%

4 9 100%

5 3 33%

4 3 2 1
5 4 0 0

56% 44% 0% 0%

4 3 2 1
6 3 0 0

67% 33% 0% 0%

4 3 2 1
6 3 0 0

67% 33% 0% 0%

Build a collaborative network with NWEC and the seminar participants

Others(pleasespecify: )

2. To what extent did the content of this program in general deepen your views on gender equality and help you execute your work duties?
←Very useful Not useful→

3. How satisfied were you with the program in general? Please provide details.
←Satisfied Unsatisfied→

4. Will you be able to apply information and knowledge gained through this program at work upon returning to your country?
←Very useful Not useful→

Enhance your ability to implement what you have learned from this seminar in your
country

2012 The Seminar for Gender Equality Officers and Women Leaders
in the Asia and Pacific Region

Enhance your knowledge and practical skills for promoting gender equality

Capacity development as a women’s leader for promoting gender equality

67% 33% 0% 0%

very good good poor very poor
8 1 0 0

89% 11% 0% 0%
4 3 2 1
6 3 0 0

67% 33% 0% 0%
4 3 2 1
6 3 0 0

67% 33% 0% 0%
4 3 2 1
8 1 0 0

89% 11% 0% 0%
4 3 2 1
8 1 0 0

89% 11% 0% 0%

4 3 2 1
7 2 0 0

78% 22% 0% 0%

Lecture
facilities

Accomodation

Staff

8. What did you think of the general administration and management of the training program?
←Very good Very poor→

Training
equipment

7. What did you think of the textbooks, training equipment and lecture facilities used for the program?
←Good Poor→

Textbooks very good

very good

very good

very good

very good

good

good

good

good

1 3 5 7 9 11

Textbooks

Training equipment

Lecture facilities

Accomodation

Staff
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平成２４年度 地域別研修「アジア諸国における人身取引対策協力促進セミナー」実施要項 
 
 
１．趣 旨 

国際協力機構（JICA）がアジア太平洋地域において実施する「人身取引被害者保護・自立支

援促進プロジェクト」の一環として、プロジェクトのカウンターパートおよび近隣地域の人身

取引対策に携わる関係者を対象としたワークショップ型研修を実施する。３年計画の第１年次。    

人身取引撲滅と被害者保護は一国のみで対応できる課題ではなく、国境を越えた広域的課題

として対応するためにも、アジア地域におけるネットワーク形成が重要である。参加者が日本

を含め、互いの国の人身取引対策に関する取り組みについて相互理解を深め、特に予防、被害

者の保護と自立支援に携わる関係機関の役割や協力体制等について把握し、参加者間で人身取

引対策に取り組む機関の機能強化や連携、国を越えたネットワークの強化に資する方策を検討

することを目的として行われる。 

 

２．主  催    独立行政法人国際協力機構(JICA） 

 

３．実施機関    独立行政法人国立女性教育会館 

 

４．協力 内閣官房、内閣府男女共同参画局、外務省、厚生労働省、警察庁、法務省、 

東京都、埼玉県、長野県、福岡県、国際移住機関(IOM)、人身売買禁止ネットワーク(JNATIP)

ほか  

 

５．期 日     全体受入期間：平成 24年 10月 28日～平成 24年 11月 11日 

全体研修（Part 1）：10月 28日～11月 7日研修員全員が同一プログラムに参加。 

国別研修（Part 2）: 11月 8日～11日 タイ、ミャンマー、ベトナムの研修員に対し、国

別に別プログラムの研修をそれぞれ実施する。 

＊ラオス、カンボジア、フィリピンの研修員は、全体研修終了後（11月 8日）に帰国する。   

 

６．対象  ２４名（男女） 

タイ、ミャンマー、ベトナム、ラオス、カンボジア、フィリピンの人身取引対策の予防と保

護の分野に携わっている者（中央・地方政府機関行政関係者）。 

 

７．研修項目 

（１）日本政府の人身取引対策および日本の人身取引被害者保護支援策について理解する。 

（２）日本・参加国における人身取引予防・被害者保護・帰還・社会復帰の一連のプロセスおよ

び関連機関の関係を把握し、グッドプラクティスや課題について検討する。 

（３）アジア地域における人身取引対策のネットワーク強化に向けて各国の状況やアプローチが

理解され、改善策やネットワーク連携・強化に資する方策を検討する。 

 

８．使用言語  英語（11月 8－10日の国別研修および全体研修の 11月 6日は、 

ミャンマー語、ベトナム語、タイ語の各言語を使用。） 

 

９．研修日程  別添参照  

平成２４年度 地域別研修「アジア諸国における人身取引対策協力促進セミナー」実施要項
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平成２４年度 地域別研修「アジア諸国における人身取引対策協力促進セミナー」日程
【10 月 28 日 ( 日 ) ～ 11 月 10 日 ( 土 )】

平成24年度　地域別研修「アジア諸国における人身取引対策協力促進セミナー」日程　【10月28日（日）～11月10日(土）】

月日 曜日 時間 研修項目 研修内容 講師・参加者 研修場所 宿泊先

10月
28日

日 来日
移動　成田／羽田国際空港→幡ヶ谷(ＴＩＣ)

ＴＩＣ

月
9：30-12：00

オリエンテーショ
ン

JICAオリエンテーション ブリーフィング担当(JICE)／日程説明(JICA)

13：00-14：30
オリエンテーショ
ン

プログラムオリエンテーション
山田　真理、吉田進一郎(JICA)、,研修員自己紹介、
(日程説明：渡辺　美穂（NWEC研究員））

14：30-15：00
講義・意見交換
Ｅ

日本の人身取引問題とアジア 渡辺　美穂(NWEC研究員）

15：00-16：30
講義・意見交換
Ｅ

アジア太平洋地域の人身取引問題
山田美和（アジア経済研究所 新領域研究センター・
グループ長）

16：30-18：00 準備 カントリーレポート準備＋カントリーレポート ＪＩＣＡ、渡辺　美穂（NWEC研究員）

30日 火
9：30-11：00 講義・意見交換 日本政府の人身取引対策：内閣官房

淡路　恵介(内閣参事官補佐) ,
八幡浩紀(内閣官房副長官補室)

内閣府

発表・意見交換 カントリーレポート 研修生

講義・意見交換 カントリーレポートファシリテート

講義・意見交換 カントリーレポートファシリテート

31日 水
10：00-11：30 講義・意見交換 日本政府の人身取引対策：被害者保護

斉藤　克也（厚生労働省雇用均等・児童家庭局家庭
福祉課母子家庭等自立支援室女性保護専門官）

JICA研究所

13：00-14：30 講義 日本の人身取引対策：女性相談所の外国人保護 竹内　景子（東京都女性相談センター所長） ＪＩＣＡ研究所

14：30-15：30 見学・意見交換 日本の人身取引対策：女性相談所の外国人保護 小林　弘和（東京都女性相談センター係長） 東京都女性相談センター

木
 9：30-9：50

職員紹介・あい
さつ

理事長挨拶、理事、課室長紹介 会館職員

9：50-10：40 講義 国立女性教育会館の役割と機能 山根　徹夫（NWEC理事）

10：45-11：35 講義・意見交換 女性に対する暴力への国立女性教育会館の取組（1） 森下　敏広（NWEC専門職員）

11：40-12：30 講義・意見交換 女性に対する暴力への国立女性教育会館の取組（2） 越智　方美（NWEC専門職員）

14：00-15：00 講義・意見交換 日本の人身取引対策：外務省の取組
宮田　高（外務省総合外交政策局 国際安全・治安
対策協力室）

15：00-17：30 講義・意見交換 国際機関の取組：被害者保護のソーシャルワーク ウィリアム・バリガ（国際移住機関(IOM)駐日代表）

2日 金
10：00-12：00 講義・意見交換 日本の人身取引対策：警察庁

早川　昌宏（警察庁生活安全局保安課　警察庁警
視）

NWEC

13：00-14：00 見学・講義 女性の就労支援とフェアートレード 長谷川輝美（パッチワーク代表） NWEC

14：30-17：00 講義・意見交換 民間の取組　労働現場における課題
鳥井　一平（移住労働者と連帯する全国ネット ワー
ク事務局長、全統一労働組合・書記長）

NWEC

3日 土
民間シェルター 複数グループにわかれて訪問 NWEC発

11：00-12：30 講義・意見交換 民間シェルターの取組（社会福祉法人　一粒会)
花崎みさを（社会福祉法人　一粒会理事長、児童養
護施設　「野の花の家」　施設長）

13：30-16：15 講義・意見交換 民間の取組（Ａ)シェルター　チーム１
古賀　幸子（社会福祉法人　一粒会　「FAH（フレンド
シップアジアハウス）　こすもす」　施設長）

16：15-16：30 講義・意見交換 民間の取組（Ａ)シェルター　チーム２
フランク・オカンポス（社会福祉法人　一粒会　「ファミ
リーセンター・ビオラ」　外国人ソーシャルワーカー）

10：00-12：00 講義・意見交換 民間の取組（Ｂ）ホットライン
和久井みちる（一般社団法人社会的包摂センター全
国コーディネーター）

社会的包摂センター

13：00-14：00 講義・意見交換 民間の取組（Ｂ）当事者支援団体の取組 ウェラワーリー代表 ウェラワーリー

14：00-14：30 講義・意見交換 民間の取組（Ｂ）ホットライン
一般社団法人社会的包摂センター外国人相談スー
パーバイザー

ウェラワーリー

10：30-12：30 講義・意見交換 民間の取組（Ｃ）シェルター 女性の家サーラー事務局長 女性の家サーラー

4日 日
自由研究・成果発表会準備 TIC

5日 月
9：40-10：40 講義・意見交換 日本政府の人身取引対策：法務省(刑事局） 法務省刑事局担当官 法務省

10：50-11：50 講義・意見交換 日本政府の人身取引対策：法務省(入管局） 法務省入管局担当官 法務省

14：00-15：30 見学・意見交換 日本政府の人身取引対策：東京入国管理局 入国管理局担当官 東京入国管理局

P
A
R
T
１

Cグループ（タイ語)

ＴＩＣ

ＴＩＣ

ＴＩＣ

ミャンマー2名、ベトナム2名　来日　(計　24名）

Aグループ(英語)

山田　美和（アジア経済研究所 新領域研究セン
ター・グループ長）、渡辺　美穂（NWEC研究員）

NWEC

NWEC

Bグループ(英語）　

11月
1日

P
A
R
T
１

13：30-17：30 TIC

29日

ＴＩＣ

ＴＩＣ ＴＩＣ

千葉

NWEC

ＴＩＣ

ＴＩＣ
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平成２４年度 地域別研修「アジア諸国における人身取引対策協力促進セミナー」日程
【10 月 28 日 ( 日 ) ～ 11 月 10 日 ( 土 )】

平成24年度　地域別研修「アジア諸国における人身取引対策協力促進セミナー」日程　【10月28日（日）～11月10日(土）】

月日 曜日 時間 研修項目 研修内容 講師・参加者 研修場所 宿泊先

6日 火
9：30-10：00 ワークショップ 概要・参加者説明

10：00-10：45 ワークショップ 国別ディスカッションと発表

13：00-15：00 質疑応答・討議 日本の人身取引対策に関する質疑応答・討議

15：00-16：00 ワークショップ
テーマ別グループ討議‐①各国の起訴や被害者認定、②保護の
課題と現在の人身取引の状況、③タイと日本の人身取引対策の
比較

16：00-18：00 発表・意見交換 グループ発表と意見交換

9：30-12：30 発表・意見交換 意見交換会＋成果発表会
人身取引関係省庁連絡会議関係者、民間団体、
JICA、NWEC

14：00-15：30 評価 評価会 ジェンダー平等・貧困削減推進室長、JICA、NWEC

15：45-16：15 閉校式 JICA挨拶、NWEC挨拶、研修生挨拶、修了証書授与

8日 木 帰国（ラオス、カンボジア、フィリピン）

8日 木
10：00-11：30 講義・意見交換Ｔ タイ人ネットワークの活動と大使館との連携

タイ人ネットワークＴＮＪ会長、茨城県国際交流協会
相談員

TIC

15：00-16：00 表敬・意見交換 タイ大使館表敬 長野市

9日 金  9：15-9：45 表敬訪問 長野県国際交流推進協会 常務理事・事務局長 長野県国際交流協会

10：00-12：00 講義 長野県警、長野県女性相談センター 長野県警人身取引担当、婦人相談員 長野県庁

13：30-14：30 見学説明 １１０番指令室 長野県警 長野県警

14：30-16：30 意見交換 長野県警、長野県女性相談センター
長野県警人身取引担当、長野県婦人相談員
タイ発表

長野県庁

18：00-19：30 見学 松本市街 松本市

10日 土 9：30-10：00 施設説明見学 松本市多文化共生プラザ 松本市多文化共生プラザ担当者

10：00-11：00 講義・意見交換 松本市におけるタイ人ネットワークの活動 タイ人ネットワークin松本

11：00-12：30 講義・意見交換 長野県におけるタイ人ネットワークの活動
長野県国際交流推進協会　多文化共生くらしのサ
ポーター

ＴＩＣ

11日 日 帰国

7日 水 移動(飛行機)　東京 → 福岡 福岡市

8日 木 10：00-11：45
表敬・見学説明・
意見交換

副知事表敬、福岡県庁の取組について 交流第一課政策班主任他 福岡県庁

13：00-14：30
見学説明・意見交
換

福岡県警の取組について 生活安全部生活保安課長他 県警本部

9日 金 10：20-10：50 表敬 久留米市長 久留米市役所

10：50-12：10
施設見学・施策説
明・意見交換

男女平等政策課、家庭子ども推進課、国際交流推進課 久留米市協働推進部男女平等政策課長

13：30-17：30
見学説明・意見交
換

久留米市男女平等推進センター
久留米市男女平等推進センター長、男女平等推進
コーディネーター

16：30-17：30 講義・意見交換 民間シェルターについて講義と説明 Ｓ・ぱーぷるリボン

10日 土 10：30-14：30
講義・意見交換・
施設見学

民間団体による外国人女性支援活動（シェルターと電話相談） アジア女性センター
カフェ・アニパニ
（春日市）

福岡市

11日 日 帰国 移動(飛行機)　福岡 → 帰国

8日 木 9：30-12：00 講義・意見交換 日本のホットライン事業 一般社団法人社会的包摂センター事務局長 社会的包摂センター

14：00-14：30 見学 埼玉県男女共同参画推進センター　表敬 所長表敬

14：30-16：00 講義・意見交換
埼玉県男女共同参画推進センター　センターの取組および相談
事業について

Ｗｉｔｈ　Ｙｏｕ　さいたま事業コーディネーター、相談担
当者

16：00-17：00 講義・意見交換 埼玉の外国人相談：埼玉県国際交流協会 財団法人埼玉県国際交流協会主幹

9日 金 10：00-12：00 講義・意見交換 日本政府の取組：匿名通報ダイヤルについて 警察庁生活安全局保安課　警察庁警視 ＪＩＣＡ麹町

13：30-15：00 講義・意見交換 日本のホットライン事業（外国人と支援）
一般社団法人社会的包摂センター　外国人相談
スーパーバイザー

15：30-17：30 見学・説明 民間団体の取組：日本キリスト教婦人矯風会 女性の家ＨＥＬＰディレクター

10日 土
10：00-12：00 講義・意見交換

民間団体による日本人女性・児童の性的搾取に対するホットライ
ンおよび支援活動

ポラリスプロジェクト（人身取引対策ホットライン）駐
日事務所代表

TICセミナールーム ＴＩＣ

11日 日 帰国

P
A
R
T
１

P
A
R
T
2
ベ
ト
ナ
ム
：
研
修
員
3
人

埼玉県男女共
同参画推進セ

ンター

JICA研究所

松本市多文化
共生プラザ

久留米市男女
平等推進セン

ター

福岡市

7日 水

ＴＩＣ

P
A
R
T
2
ミ

ン
マ

：
研
修
員
5
人

日本キリスト
教婦人矯風会

ファシリテーター：渡辺美穂（NWEC研究員）、齋藤百
合子(明治学院大学)、山田美和（アジア経済研究所
新領域研究センター・グループ長）、吉田容子(日本
弁護士連合会）、大津恵子（ＪＮＡＴＩＰ共同代表）

ＴＩＣ

福岡市

TIC

P
A
R
T
2
タ
イ
：
研
修
員
1
0
人

ＴＩＣ
TIC
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1 
 

 

平成２４年度 NWEC国際シンポジウム開催要項 

 
１．趣  旨 

本事業の目的は女性の人権、女性の能力開発、人材育成等地球規模の課題をテーマに海外

専門家を招へいし、アジア太平洋地域の課題分析を行い、海外の研究者や行政関係者、女性

団体等指導者との交流を深めるとともにネットワークづくりを進めることです。 
平成２４年度の「国際シンポジウム」では、「女性に対する暴力の根絶」をテーマとして設定します。

海外の研究機関ならびにナショナルマシーナリー、NGO でリーダーとして活躍している専門家/実践

家を招聘し、基調講演とパネルディスカッションを通じて、アジア・太平洋諸国における女性に対する

暴力根絶のための好事例について議論をおこないます。 
 
２．主  題 
女性に対する暴力のない社会の構築に向けて  

 
３．主  催 
独立行政法人 国立女性教育会館 

  
４．後  援  
独立行政法人 国際協力機構 

 
５．会  場  
独立行政法人 国際協力機構 JICA研究所 
東京都新宿区市谷本村町 10-5 
 

６．期  日   
平成２４年１０月２７日（土）１３：００－１７：３０ 

 
７．使用言語   
日本語、英語 （同時通訳付き） 

 
８．募集人員 
男女共同参画、女性教育、家庭教育等の行政担当者、女性関連施設職員、駐日大使館職員、

女性団体等のリーダー、研究者、国際交流・開発援助に関わる者、企業関係者等 100名程度 
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2 
 

 
９．プログラム 
   開会 １３：００－１３：２０   主催者挨拶・イントロダクション 
 
第一部 基調講演 １３：３０―１４：３０ 
 ・ナンシー キャラウェイ（ハワイ大学グローバリゼーション研究センター 人権特別

研究員、教授） 
“ 乖離した他者とつながるということ”  

グローバル化した世界におけるジェンダーと人身取引に係る課題の再考と新たなるコ

ミットメント 

 

休憩 １４：３０－１４：４５ 
 
第二部 パネルディスカッション １４：４５－１７：２０ 
「アジア諸国における女性に対する暴力根絶のための取り組み」 
・「平成２４年度 アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー」

研修生による報告 (カンボジア、韓国、フィリピン、タイ、ベトナム) 
・竹信三恵子 （ジャーナリスト、和光大学教授、内閣府 女性に対する暴力に関する
専門調査会 委員） 

・大津 恵子（JNATIP 人身売買禁止ネットワーク 共同代表） 
・カムルン ナハール（弁護士、ナリポッコ メンバー） 
 

    閉会 １７：２０－１７：３０ 
 
１０． 申込方法・申込期限 
①申込方法 
ア．電子メール 
下記の必要事項を入力のうえ、rese2@nwec.jpまでお申し込みください。 
（メールのタイトルを「平成２４年度国際シンポジウム参加希望」としてください。） 
イ．ファックス ホームページから申込用紙をダウンロードのうえ、 

1）お名前・フリガナ、2）郵便番号・住所、3）電話番号、4）ファックス番号、 
5) メールアドレス、6) 所属先を記入し、下記までお送りください。 
独立行政法人国立女性教育会館研究国際室 国際シンポジウム担当 
FAX番号 ０４９３－６２－９０３４ 

②申込期限 平成２４年１０月２３日（火）必着 
③決定通知 参加される方が決定次第、メールもしくはファックスにて参加証をお送りします。

当日ご持参ください。 
 

１１．所要経費     参 加 費：  無料 
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参加者 80名
アンケート提出者 46通
アンケート回収率 58%

１．このシンポジウムに参加された動機は何ですか。最もあてはまるもの2つに○をつけてください。

What do you expect from the symposium? Please choose up to 2 reasons from below which best matches your interest.

38

22

11

4
Others (Please specify.）

とても有用
Very useful

少し有用
Useful to some

extent

あまり
有用でない

Not
so useful

全く
有用でない
Useless

35 8 1 0 44

79.5% 18.2% 2.3% ―

22 17 1 0 40

55.0% 42.5% 2.5% ―

42 3 0 0 45

93.3% 6.7% ― ―

・ 市民活動創造プラザや県のコンベンションビューローイベントで今日のシンポジウムの報告を伝えたい。

・ 日本での「女性に対する暴力」問題は海外でも同様だと具体的に理解できた。

・ あまりにも沢山あって書ききれません。

・ グローバル化の弊害についての自覚や弱者への配慮は外部にいる人の方が適切にできることへの理解。

①第Ⅰ部 基調講演 PartⅠ Keynote Speech

②ポスター展示 Poster Exhibition

③第Ⅱ部 パネルディスカッション
PartⅡ Panel Discussion

2-a 今後の研究・仕事・活動に活用できそうな点を具体的にお書きください。

Please specify how you could reflect the outcomes of the symposium to your research, work or activities in future.

２．このシンポジウムの内容はご自身の研究や活動に有用でしょうか。
次の各項目について最も近いものに○をつけ、その理由もお書き下さい。

How do you evaluate the symposium in relation to your research, work or activities? Please check the below .

To learn the initiatives and issues to eradicate violence against women.

②このテーマに関連する研究・仕事・活動に関わっているため

Am involved in research and/or activities related to the symposium topic, or work in the related field.

③各国の男女平等政策に関する取組について知るため

To acqiore information and knowledge about gender equality policies in the Asia Pacific region.

④その他 Other

本シンポジウムにご参加いただき、誠にありがとうございました。

今後の事業の充実を図るため、アンケートへのご協力をお願い申し上げます。

Thank you for your participation to the International Symposium. Please feedback youｒ comments and suggestions.

①女性に対する暴力の根絶のための取組や課題について知るため

国立女性教育会館 / National Women's Education Center

Questionnaire on "FY2012 NWEC International Symposium"
平成24年度「NWEC国際シンポジウム」アンケート

38

22

11

4

44

40

45
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・ 具体的な活動団体名、活動されている方のお名前を知ることができた。

・

・

・ 被害者＝victimとすること自体がDVという考え方（→彼ら彼女らは“survivor”）

・ ジェンダー問題に関心があるのはより女性だという事実（研究生は全員女性でした。）

・ 日本の人身取引を研究していて日本の外国人のDV被害について興味があったため大変参考になりました。

・ （パネリスト・研修生の）プロフィールの紹介資料。

・ 「ワン・ストップ・サービス」の構築や震災避難所の女性問題。

・ それぞれの国での活動の報告は大変参考になりました。

・ バングラディッシュの取り組みがとても参考になりました。

・ グローバリーゼーションと人身取引の相関関係。

・ 自然災害と家父長の性台頭。

・ 「女子差別徹廃条約」や国連の取組みの実態。

・

・ 加害男性についてのキャンペーン活動など。

・ 女性に対する暴力(人身取引を含む）は、日本でももっととりくみが必要だと分かりました。

・ キャラウェイ先生のご講演は人身取引をあらたな視点から捉え直すことができた。

・ DVサバイバーの支援者です。アジア各国（特にカムルンさん）のお話がとても参考になりました。

・ ポスターのコピーが配られたのがよかった。

・ May apply some initiatives on VAW in my countries.

・ Create the Program training for women

・ Data for work, Plan for women development.

・

・

2-b このプログラムをよりよくするには、どのような点を改善すればよいでしょうか。
Please give us your suggestions to improve the program.

・ こんなよい企画をもっと広報して教育委員会や警察関係者に聞いてもらった方が良いと思います。

・ すばらしかったです。

・ 休憩の入れるタイミングはとても良かったと思います。

・ パワーポイントのコピーも配布されており資料も充実していて満足です。

・

・ 英語、日本語の資料が準備されて、どなたでも参加出来ると思いました。ありがとうございました。

・ NWECの人身取引きの取組みも紹介しても良かったのではないでしょうか。

The Symposium gives me an opportunity to learn from & Her researchers/practitioners. The result of the research presented
many key issues that I could apply in trafficking project that my organization currently implemented. The Exp- of support
women in the disaster area give a good analysis of women's need that a good lessons learnt for my prog. in the future.

より詳しく知りたかったのは国際研修生がどのように選抜されたのかという点です。あの人たちは年齢様々でしたが、どの基
準で集まったのですか。

送り出し国や母国の女性に対する支援の現状を知ることで本人たちが帰国を考える際の何らかの情報提供等が出来ればと
考えます。

最近ロシア圏の方も多いです。人身売買というターゲットなら南米やロシア圏のジェンダー事情も盛り込んで欲しいと思いま
す。

暴力被害者保護の各制度が通常時を前提とし、また対象も日本人を前提としていたが、そういう前提が機能しない場合にど
うするか検討する上で有用であった。

The outcomes of the Symposium, it has to be reflected in policies, strategies, as well as the program formulation, is that
necessary to make effort to eradicate VAW in further work.
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・ 日本人の参加者に対する現状を示す資料（最新のもの）

・ 参加して本当に良かったです。

・ 資料は重いので両面にコピーしてほしい。

・ ジェンダー関係の学者、教育者の参加が少ないように思います。

・ VAWや人身売買、性暴力は敬遠されているように感じます。何とか参加を増やしていただきたいです。「もったいない！」

・ 特に改善の必要はないと思います。

・ 研修生による各国の報告が有用でしたので、もう少し長くてもよいと思います。

・ perfect

・ Well organized. Appreciated for well manage the time when covers many areas of interests. No comment for improvement.

３．次の各項目について、シンポジウム後の感想に最も近いものに○をおつけください。

Did the symposium meet your expectations? Please check below.
そう思う

Satisfactorily
meet the

expectation.

少しそう思う
Meet the

expectation to
some extent.

あまりそう
思わない

Fail to meet the
expectation.

全くそう
思わない

Not at all meet the
expectation.

30 12 0 0

71.4% 28.6% ― ―

30 12 0 0

71.4% 28.6% ― ―

22 19 0 0

53.7% 46.3% ― ―

1 2 1 0

４．参加した全体の感想について、最も近いものに○をつけ、その理由もお書きください。

What is your overall impression about the symposium? Please tell us the reason.
① 非常に満足した ② 満足した ③ 満足しなかった

Very satisfied Satisfied Unsatisfied
26 60.5% 17 39.5% 0 ―

５．差支えのない範囲で、教えてください。

Please tell us about yourself.
Ⅰ 年 齢 ①19歳以下 ② 20歳代 ③ 30歳代 ④ 40歳代 ⑤ 50歳代 ⑥ 60歳以上⑦無回答

Age Under 19
year-old

20's 30's 40's 50's over 60
year-old

6 14 10 6 7
Ⅱ 性 別 ① 女性 ② 男性 ③無回答

Gender Female Male
38 82.6% 5 10.9% 3 6.5%

Ⅲ お住まいの都道府県

Place of your residence (prefecture) 東京都 20 埼玉県 2
神奈川県 2 佐賀県 1
青森県 1 フィリピン 2
千葉県 3

④その他
Others (Please specify. )

②研究・仕事・活動に役立つ情報や知識を得ることができた
Was able to obtain information/knowledge useful to my research, work or
activities.

③各国の男女平等政策に関する取組について知ることができた
Was able to learn gender equality policies in the Asia Pacific countries.

①女性に対する暴力の根絶に関する課題について知ることができた
Was able to learn status quo and issues on disaster restoration and gender.

Ⅳ 職 業 Occupation
① 女性関連施設関係者 Staff of Women's Center 6 ⑥ 学校教職員 School Teacher/Staff 1
② 行政関係者 Civil Servant 11 ⑦ 会社員 Company Employee 1
③ 国際協力関係者 6 ⑧ 学 生 Student 4
④ 団体・NPO関係者 8 ⑨ その他 4
⑤ 研究者・大学教員 Researcher/Academe 8 Other（Please specify.） 医師 1

無回答 2

♪♪ ご協力ありがとうございました♪♪

Thank you for your cooperation.

＊NWEC will refer to your comments and suggestions solely for the purpose of improving the symposium program.

Staff of International
Organization/OverseasStaff of Women's

＊お書きいただいたご意見は、本事業の改善のためのみに使わせていただきます

6

38

20

2
1

3

6

6

8

8

1

1

1

4

4
医師

11

2

1

2

5 382.6％ 10.9％ 6.5％

14 10 6 7

2
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平成２４年度利用拡大戦略	 

	 

	 

Ⅰ	 基本方針	 

１．独立行政法人国立女性教育会館中期計画（平成２３～２７年度）に添い、平成

２７年度までに宿泊室利用率について５５％以上を達成することを目指す。	 

	 ２．大学・企業を含め、会館で開催される研修等を積極的に勧奨し、確実な利用に

つなげる。同時に、女性関連団体・グループ等の利用についても継続して勧奨を

行う。	 

３．全役職員が利用促進に取り組む。	 

	 

Ⅱ	 重点的取組	 

	 １．プログラム開発	 

	 （１）会館の多様な人材を活用し、利用者のニーズに合わせた情報提供や講義を提

供する。	 

	 （２）「男女共同参画、女性教育関係者でないと利用できない」等の誤解を払拭す

るため、交流事業等において一般利用者にも参加しやすく、親しみやすいプログ

ラムを実施する等、会館への関心を高めるように努める。	 

	 （３）留学生の事前研修、事後報告の場としての施設利用に加え、会館が提案する

研修プランとして、国際シンポジウム等主催事業への参加や日本家屋を利用した

文化体験等を含めたプログラムを検討する。	 

	 

	 ２．プログラムの充実	 

「統計から見る男女共同参画」など、会館が開発したプログラムについてその他の

主催事業等で活用を図る。	 

	 

	 ３．ホームページの見直し	 

	 （１）事業概要等各コンテンツへの遷移を整理し、見やすく使いやすいサイトとす

る。各主催事業ページ等においては検索にヒットしやすいキーワードを設定する

などし、アクセス件数の増加に努める。	 

	 （２）研修生の便宜を図るため会館周辺情報などを掲載する。	 

	 

	 ４．利用可能施設の拡大と広報	 

	 （１）本館１階ロビー部分を新たに展示会場として利用施設に加え、利用団体に周

知する。展示概要についてはホームページ等で紹介するなどの特典を加え、利用
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を促進する。	 

（２）利用閑散期（１２月～２月）の対策として映画、ドラマ等の撮影のほか、結

婚写真、雑誌、カタログ等のスチール撮影等についても過去の実績等をホームペ

ージで紹介し、積極的な勧奨を行う。	 

	 

	 ５．重点訪問先	 

（１）新規訪問先	 

	 	 	 ○大学、短期大学、専門学校、高校、企業、組合等に対して積極的に訪問活動

を行う。	 

	 	 	 	 特に、平成２２年度主催事業「大学・研究機関のための男女共同参画研修」、

平成２３年度主催事業「大学職員のための男女共同参画研修」に職員を参加

させている２１の機関について、東京・埼玉を中心に積極的な広報等を行う

（別紙１）。	 

	 	 	 ○人的ネットワークを活用しつつ、新規顧客開拓を進める。	 

	 	 	 ○J-Winや連合など加盟団体と連携し利用拡大を図る。	 

	 （２）既存利用団体	 

	 	 	 ○以前利用があったが、現在利用のない団体に対して再度の利用を働きかける。	 

	 	 	 ○概ね１００名以上の大規模利用団体（約１５０団体）に対し、訪問を行い、

改善要望等の把握に努める。	 

	 

	 ６．利用案内送付先	 

	 （１）本格的な日本家屋を有していることから、茶道、華道、書道、和楽器などの

文化団体（文化庁登録の財団法人、社団法人	 １５４団体）や大学のクラブ活動

に対し周知する。	 

	 （２）会館役職員が講師となる他機関が実施する講演会やセミナーにおいて積極的

な利用についての説明や利用案内の配布を実施する。	 

	 

	 

Ⅲ	 利用拡大計画の着実な実施	 

	 １．これまでに実施した利用拡大方策を検証し、効果が高いものを利用拡大計画に

反映させる。	 

	 ２．利用拡大計画の着実な実施を確保するため、定期的に計画の実施状況を報告す

る。	 	 
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別紙１	 

	 

○平成２２年度主催事業「大学・研究機関のための男女共同参画研修」	 

参加大学	 ４７機関	 

○平成２３年度主催事業「大学職員のための男女共同参画研修」	 

参加大学	 ３５機関	 

	 

うち、埼玉・東京の機関	 

機関名	 H22	 H23	 備考（最新会館利用歴等）	 

①獨協医科大学	 	 ○	 無	 

②東京家政大学	 ○	 ○	 H24.4	 100人以上規模予約有	 

③お茶の水女子大学	 ○	 ○	 ほぼ毎年利用有	 

④慶応義塾大学	 	 ○	 H24.4	 100人規模予約有	 

⑤国士舘大学	 	 ○	 H22.4	 60人規模利用有	 

⑥首都大学東京	 	 ○	 H23.8	 10人程度利用有（ゼミ）	 

⑦上智大学	 ○	 ○	 無	 

⑧津田塾大学	 ○	 ○	 H24.4	 20人程度利用有（同窓会）	 

⑨日本大学	 ○	 ○	 H21.4	 10人程度利用有（ゼミ）	 

⑩武蔵野大学	 	 ○	 無	 

⑪明治大学	 	 ○	 H23.9	 10人程度利用有（ゼミ）	 

⑫法政大学	 ○	 	 H23.8	 10人程度利用有（ゼミ等）	 

⑬電気通信大学	 ○	 	 無	 

⑭創価大学	 ○	 	 無	 

⑮早稲田大学	 ○	 	 H23.12	 60人程度利用有(学生委員会)	 

⑯中央大学	 ○	 	 無	 

⑰東京海洋大学	 ○	 	 無	 

⑱東京外国語大学	 ○	 	 H21.9	 30人程度利用有（茶道部）	 

⑲東京都市大学	 ○	 	 無	 

⑳東京芸術大学	 ○	 	 無	 

	 埼玉大学	 ○	 	 ほぼ毎年利用有	 

（順不同）	 

21
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独立行政法人国立女性教育会館運営会議規程 

 

 

                           平成１３年 ７ 月３０日理事長裁定 

                           平成１４年 ４ 月 １ 日一 部 改 正 

                           平成１４年１１月 １ 日一 部 改 正 

                           平成１７年 ４ 月 １ 日一 部 改 正 

                           平成２０年１０月 １ 日一 部 改 正 

 

１ 趣旨 

  独立行政法人国立女性教育会館（以下「会館」という。）の業務の遂行に関する重

要事項について、連絡及び協議するため、会館に独立行政法人国立女性教育会館運営

会議を（以下「運営会議」という。）を置く 

 

２ 組織等 

 （１）運営会議は、理事長、理事、事務局長、各課長及び研究国際室長をもって組織

する 

 （２）理事長は、必要に応じ構成員以外の者を説明のために運営会議に出席させるこ

とができる。 

 

３ 開催日時 

  運営会議は、原則として毎週火曜日の午前１０時００分から開催する。 

 

４ 運営会議の司会は、総務課長が行う。 

 

５ 庶務 

  運営会議の庶務は、総務課総務係において処理し、毎回議事録（要旨）を作成する

ものとする。 
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独立行政法人国立女性教育会館役員会の開催について 

 

 

                        平成１４年４月１日一部改正 

                        平成１３年４月１日理事長裁定 

 

１ 趣旨 

  独立行政法人国立女性教育会館（以下「会館」という。）の業務運営及び評価に関

する重要事項を審議するため，会館に独立行政法人国立女性教育会館役員会（以下「役

員会」という。）を開催する。 

 

２ 組織等 

 （１）役員会は，理事長，理事及び監事をもって組織する。 

 （２）理事長は，必要に応じ構成員以外の者を出席させることができる。 

 （３）理事長（理事長に事故のあるときは理事）は，役員会を召集し，その議長とな

る。 

 

３ 会議の開催 

  役員会は，原則として毎年度偶数月に開催する。 

 

４ 庶務 

  役員会の庶務は，総務課において処理する。 

 

５ この裁定は，平成１３年４月１日から実施する。 
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独立行政法人国立女性教育会館運営委員会規程 

 

 （設置） 

第１条  独立行政法人国立女性教育会館（以下「会館」という。）に，独立行政法人国立女

性教育会館運営委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

                                          

 （協議事項） 

第２条  委員会は，次の各号に掲げる事項について協議し，理事長に助言を行う。 

 一 会館の事業運営に関する基本的な事項 

 二 その他会館の事業運営に関し必要な事項 

 

 （委員） 

第３条  委員会は，会館の運営に関し広くかつ高い見識を有するもののうちから，理事長が

委嘱をする２０名以内の委員で構成する。 

 

 （委嘱期間） 

第４条  前条に規定する委員の委嘱期間は，２年とし，再任を妨げない。 

 

２ 委員に欠員を生じた場合の補欠委員の委嘱期間は，前任者の残任期間とする。 

 

 （委員長） 

第５条  委員会に会長を置く。 

 

２ 会長は，第３条の委員のうちから，委員の互選により選出する。 

 

３ 会長は，委員会を招集し，その議長となる。 

 

４ 会長に事故があるときは，会長があらかじめ指名した委員が，その職務を代理する。 
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 （関係者の出席） 

第６条  委員会は，必要があるときは関係者の出席を求め，その意見を聴くことができる。 

 

 （庶務） 

第７条  委員会に関する事務は，総務課において処理する。 

 

 （雑則） 

第８条  この規程に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は別に定める。 

 

   附 則  

 １ この規程は，平成１３年７月１日から施行する。                              

 ２ この規程施行後最初及び会長が置かれていないときに招集される委員会の会議は，第

５条第３項の規定にかかわらず，理事長が召集する。 

 

附 則 

 この規程は，平成１４年４月１日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は，平成１５年４月１日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は，平成１７年８月１日から施行する。 
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国立女性教育会館契約監視委員会規則 
 

理 事 長 裁 定 
平成 21年 11月 30日 

 
１ 規則の目的 

本規則は、「独立行政法人の契約状況の点検・見直しについて」（平成 21年 11月 17
日閣議決定）に基づき、契約監視委員会（以下「委員会」という。）の設置等に関して

必要な事項を定めることを目的とする。 
 

２ 委員会の所掌事務 
国立女性教育会館において発注した物品、役務、建設工事及び設計・コンサルティン

グ業務等に係る契約について、報告を受け、審査を行い、契約の適正化に関し、理事長

に対して意見の具申を行う。 
 

３ 委員会の構成 
(１) 委員会は、監事１名以上及び外部有識者２名以上をもって組織する。 
(２) 委員は、監事及び物品・役務等に係る契約の過程及び内容等について学歴経験の 
  有る者のうちから、文部科学大臣の了解を得た上で、理事長が委嘱する。委員の 
  氏名及び職業は、公表するものとする。 
(３) 委員の任期は、1年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間と 
  する。委員は再任されることができる。 
(４) 委員会に、委員長及び委員長代理を置き、委員の互選により選任する。委員長は、 
  委員会の議事を整理する。 
 

４ 会議の開催等 
(１) 委員会は、原則として、年２回会議を開催する。 
(２) 会議は、非公開とする。 
(３) 委員会の議事の概要及び意見具申の内容は、公表するものとする。 

 
５ 委員会の庶務 

委員会の庶務は、総務課会計係において処理する。 
 
６ その他 

(１) 委員は、自己又は３親等以内の親族の利害に関係のある事項については、その議
事に加わることができない。 

(２) 委員は、委員会において知り得た秘密を他に漏らしてはならない。委員でなくな
った後においても、同様とする。 

(３) 委員会に対して行う物品・役務等に係る契約の報告の様式は、別に定めるところ
による。 
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平成２４年度監事監査計画 

 

第１ 監査の基本方針 

   独立行政法人国立女性教育会館監事監査規程（以下「監査規程」という。）第６条

の規定に基づき定期監査（業務の監査及び会計の監査）を実施する。 

   なお、定期監査の実施に当たっては、監査規程及び独立行政法人国立女性教育会

館監事監査実施基準の定めるところにより実施する。 

   また、監査に当たっては、ガバナンスの保持及び内部統制の充実など法人運営体

制の充実について留意するものとする。 

 

第２ 定期監査の項目 

（１）業務の監査 

    ① 関係諸法令及び規則等の実施状況並びに内規等の整備状況 

    ② 組織運営状況（内部統制の状況） 

    ③ 人事管理状況（給与水準の状況） 

    ④ 事業についての企画、実施及び自己評価の実施状況 

    ⑤ 情報開示状況 

 （２）会計の監査 

    ① 決算（年次及び月次）の状況 

    ② 予算の執行及び資金運用の状況 

    ③ 収入、支出の状況 

    ④ 固定資産の管理状況 

    ⑤ 入札・契約の状況（随意契約の適正化等） 

 

第３ 定期監査の対象部門等 

 （１）業務の監査………総務課、事業課、情報課及び研究国際室  

 （２）会計の監査………総務課 

 

第４ 定期監査の方法及び時期 

 （１）業務の監査………年度終了後、書面監査、実地監査及びその他適当な方法によ

り、決算監査に併せて行う。 

 （２）会計の監査 

    ◆四半期監査……第１四半期分を９月、第２四半期分を１２月、第３四半期分

を３月に書面監査により実施し、第４四半期分については、決

算監査と併せて年度終了後に実施する。 

    ◆決算監査………年度決算終了後速やかに、書面監査、実地監査及びその他適

当な方法により実施する。 

 

第５ 総務課総務係の職員に監査に関する事務を補助させるものとする。 
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